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　　　プロローグ　紅あかき焔ほむらまとう英雄









　この世界には英雄がいる。




　品しな川がわの街は焼け落ちて久しい。

　ＪＲ品川駅の東側にそびえていたオフィスビルの多くは焼け焦げ、打ち砕かれている。

　高熱で溶けて泡立ったガラスはそのまま凝固して黒ずんだ壁面に貼はりついていた。

　アスファルトは砕けたまま、電柱が折れたままで放置されたそこに生活の色はない。

　重々しい地響きと共にいくつもの固いものが擦こすれる音がする。

　半壊したビルのひとつが根本から折れて傾いていく。

　ビルの倒壊で巻き起こった砂さ塵じんの中から、それを打ち倒したものが姿を見せた。

　竜だった。

　全身を厚い鱗うろこで覆った竜が鋭い牙きばを剥むく。

　太い鉤かぎ爪づめを備えた二本の脚はアスファルトを穿うがち、砕く。

　翼こそ持たないが、全長三十メートルに及ぶ巨きよ躯くは今しがた打ち倒したビルに匹敵する。

　その全身は石でできていた。

　鎧よろいのように強固な鱗うろこ、触れたものを引き裂く鉤かぎ爪づめはおろか、爬は虫ちゆう類るいじみた冷たい瞳ひとみも、立ち並ぶ牙きばの奥に見える舌も、口こう腔こうも、全すべてが石だった。

　石の身体からだが滑らかに動く。

　動かなければ精巧な彫刻にでも見える石せき竜りゆうが、燃え落ちた街で、蒼そう天てんに咆ほう哮こうを上げた。

　石の竜の身体から金に似た輝きがあふれた。

　煌きらめきは日の光にかすむことなく、品しな川がわの街に散る。

「皇こう土どの侵しん蝕しよく光こう帯たいを確認！」

「来たな。《桔き梗きよう》特とく守しゆ、品川特守、戦闘開始だ」

　廃はい墟きよと化した街並みの各所、瓦が礫れきやビルの狭間はざまに人影があった。

　都市迷彩を施した戦闘服に身を包む一隊だった。

「《桔梗》の情報どおりだな。眷けん属ぞくめ」

　隊員数名を従えた男が言う。

　大柄な男で身長は二メートルを超える。

　隆々とした筋肉が迷彩服を盛り上げていた。

　ただし、その顔は人のものではない。

　黄色に黒い縞しま模も様ようの分厚い獣毛が顔を覆い、瞳はネコ科特有のもので、口元からは鋭い牙が覗のぞく。

　そこにいたのは、虎とらの顔をした男だった。

　四肢は人のものだが、顔はまぎれもなく獣だ。

　虎こ人じんは隻せき眼がんだった。

　潰つぶれた目の側には大きな爪つめで裂かれたような傷きず痕あとが残る。

　残された瞳は野獣の鋭さで、徐々に迫り来る石竜を睨にらむ。

「カラスキ！　紅あか地ち殲せん滅めつ官かん到着まであと五分だ！」

　虎人の男から離れたビルの狭間に、別の部隊が展開している。

　それらを率いる人間の男が声を張り上げた。

「剣皇到着まであと五分か」

「殲滅官だ」

「知るか。だが、それまで足止めするのが俺たちの役目だ！」

　虎の男、カラスキと、別部隊を率いる男が、ハンドサインを交えて指示を出す。

　瓦礫の陰に隠れる隊員たちが各々の武器を構えた。

　獣の姿を持つ者はカラスキだけではなかった。

　狼おおかみの頭を持つ者、迷彩服の背から長い翼を伸ばす鷲わしの顔をした者もいる。中には獣どころか、長い角を持つ二足歩行の甲虫かぶとむしすらいた。

　それは人間の男が率いるもう一つの部隊も同じだ。
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　人と獣が入り混じる部隊は、石せき竜りゆうの進路に張り巡らせたバリケードの後方、瓦が礫れきやビルの陰から、石竜へと銃口を向けた。

　鱗うろこの隙すき間まから金の光を噴き上げながら、石竜がバリケードを踏み破る。

　同時にカラスキが吼ほえた。

「撃て!!　引きつける必要はない!!　撃ち込め!!　的はデカい！　どこかに当たる!!」

　二つの部隊からの十字砲火が石竜を襲う。

　巨体と分厚い鱗を持つ竜だが、石の鱗が銃弾を防ぐことなどできるはずもない。

　そのはずだった。

　だが、銃弾は石竜に届かない。

　石竜の周囲で砂が散り、空むなしく落ちていく。

「まあ、そうだな。効かないのはわかってる」

　その砂こそが、銃弾だったものだ。

　放たれた銃弾が石竜に触れると同時に砂へと変わっていく。

　廃はい墟きよと化したビルの上からロケット弾が撃ち込まれる。

　炎を噴き上げて迫るそれもまた、石竜に触れると同時に、炎もろともに砂となり、炸さく裂れつすらしなかった。

　正確には全すべての攻撃が石竜が散らす金の煌きらめきによって砂や土へと変えられている。

「足止めどころか、気にかけてもくれんか」

　カラスキは忌いま々いましげに言う。

　石竜は撃たれたことにも気づかないかのように、歩みを止めず、彼らを顧みもしない。

　ただまっすぐに歩く巨きよ躯くが徐々に正面に展開したカラスキの部隊へと近づいて来る。

「まずいですよ。カラスキさん！　このままじゃ」

「ふん。帰ったら、娘の作ってくれたサラダを喰くうんだ。こんなところで死ねるかよ！」

「虎とらだけど、草も食べるんですね！　でも、そんなことより、死亡フラグじみたその台詞せりふやめてください！」

　隣に立つ小柄な隊員が声を上げた。

　石竜が迫る。その足が大地を踏むたびに砂煙が上がる。

　砂と化していくのは、竜を襲う銃弾だけではなかった。

　竜の放つ光がビルに触れれば、コンクリートもガラスも砂と化し、サラリと崩れる。

　踏みしめたアスファルトもまた砕けた端から土や砂、泥へと変わっていく。

「死亡フラグだと？　ふん。こっちの文化はまだよくわからんな！　何がフラグだ！　俺が策もなく、こいつら……剋こく獣じゆうの眷けん属ぞくに立ち向かうかよ！　ここまでは目め潰つぶし……今だ!!」

　カラスキがサインを出した。

　石竜の近くに潜んでいた隊員たちが動く。

「対皇こう土ど障壁展開!!」

　石せき竜りゆうの足元から突如、金網のバリケードが立ち上がり、絡みつく。

　その表面には青い火花が走っていた。

　石竜の巨きよ躯くに対してはささやかな大きさの金網だが、金の光はそれを砂へと変えることができない。

　足元に絡みつく金網に、竜が初めて、苦痛を伴う咆ほう哮こうを上げた。

　竜の絶叫が大気を揺るがす。

　まとわりつく金網に電撃の火花が散る。

　それまでの攻撃全すべてを意に介さなかった石竜の脚の鱗うろこが罅ひび割われて、砕けた。

「畳みかけろ！　龍りゆう気き操そう法ほうだ!!」

　カラスキの命令に応こたえ、瓦が礫れきの陰から一人の隊員が飛び出した。その頭部は蜥蜴とかげのもので、戦闘服からわずかに覗のぞく肌にはきめ細やかな鱗が見える。

「四し聖せい騎き士し団だん、西せい方ほう白びやつ虎この力を見せろ!!」

「何言ってるんです！　俺はもともと近この衛え騎士ですよ！」

　蜥蜴の顔が笑みらしきものを浮かべた。

　彼は銃を手にしていない。

　空いた手が印らしきものを素早く組み立て、その喉のどから歌うような言葉が流れ出る。

「龍気操法、雷らい蛇じや縛ばく殺さつ!!」

　そして、裂れつ帛ぱくの気合が放たれた。

　蜥蜴の男が指を突きつけた先、石竜にまとわりつくバリケードから放たれる電撃が蠢うごめく。

　不自然に脈動したそれは、青く輝く蛇と化したかのように石竜の身体からだに絡みつき、這はい登っていく。

　雷蛇が身体を這いずることで全身の鱗が砕け、石竜は怒りの声を上げる。

　その身から金色の煌きらめきが弾はじけて消えた。

「よし！　撃ち込め!!　遠慮するな！」

　カラスキの指揮のもと、さらなる銃撃が石竜へと叩たたき込こまれた。

　今度は銃弾は砂に変わらない。

　弾丸が石の鱗を抉えぐり、巨体を穿うがち、石竜の巨体が削れていく。

　血の代わりなのか、砂と泥があふれ出た。

「異界外来種に着弾を確認!!」

「今だ！　ブチ込め!!」

　カラスキの号令のもと、銃撃とロケット弾が石竜を襲った。

　石の全身が火花を散らし、頭部が大きく割れ砕け、巨体がよろめく。さらなる着弾が石竜を大きく後退させた。

　しかし、石せき竜りゆうが大きく動いたことで、その巨きよ躯くを絡め取っていたバリケードが破れた。

　金網に走る電光が揺らいだ瞬間、石竜はそれらを力任せに引きちぎる。

　同時に竜の身体からだから再び金の煌きらめきがあふれ、銃撃が効果を失う。

　そして、カラスキは、憤怒に染まり、禍まが々まがしい金色の輝きを帯びた石の瞳ひとみが自分を睨にらむのを見た。

「やはりありもので作った急ごしらえのバリケードの強度じゃこんなものか……！　地雷も、本来の装備もなし。《桔き梗きよう》の探査を掻かい潜くぐるとか、最近のこいつらときたら……」

　カラスキは毒づくと、大きく口を開いた。

「後退だ！」

　彼が指示を出すのと、石竜が咆ほう哮こうし、地を蹴けったのはほぼ同時だった。

　もはや悠然と歩くようなことはしない。

　長い尾がビルを打ち砕き、鉤かぎ爪づめが大地を叩たたき壊こわし、石竜の巨躯が怒りに任せ、カラスキたちを目がけて突撃する。

「もうしばらく引きつければ俺たちの勝ちだ！　これ以上、まともにやり合う必要はない！　後退しろ！　これ以上、こんなところにいられるか！」

「またフラグですか!?」

「知るか！　いいから逃げろ！」

　散発的な射撃を浴びせながら、隊員たちは散開して逃げる。

　しかし、竜の巨体はその距離を一気に詰めてくる。牙きばを剥むき、全速力で地を蹴り、倒壊したビルを薙なぎ払はらって突き進む竜が隊員たちへと迫る。

　悲鳴が上がった。

　対して、逃げていたカラスキは足を止めて振り返り、襲い来る石竜へと向き直る。

「カラスキさん!?」

「とはいえ、あんまり調子に乗らせるわけにもいかないようだな。殿しんがりは必要だろ」

　カラスキは牙を剥いて獰どう猛もうに笑うと、腰の後ろに提さげていた大型のナイフを引き抜いた。

「十秒……いや、せっかくだ。二十秒は稼いでやる」

　逃げる部下たちをかばうように立ち、カラスキはナイフを構える。

　突進してくる竜が大きな顎あごを開く。その牙の一本一本がカラスキの太い腕ほどもあった。

「ここは俺に任せて先に行け」

「それ、ダメですって！」

　カラスキがナイフを握ったまま空いた手で印を切る。その口からは歌うような旋律がこぼれた。

　ナイフが眩まばゆい白光を帯び、カラスキはそれを解き放つように振るう。

「龍りゆう気き操そう法ほう！　飛ひ爪そう剣けん!!」

　放たれた白い光が長大な斬ざん撃げきの如ごとく石せき竜りゆうを襲った。

　光の中から姿を現した爪つめにも似た鋼鉄の塊が石竜の鱗うろこを断ち、足を切り裂く。

　その一撃に石竜が揺らいだ。

「浅いか……！」

　苦々しげに顔を歪ゆがめたカラスキが振り抜いたナイフの刀身は消失していた。

　白光は薄れ、石竜を裂いた鋼鉄がバラバラと崩れ落ちていく。

　石竜が怒りの咆ほう哮こうと共に身を揺るがせながらも突撃する。

　その目はもはや他の隊員ではなく、カラスキだけを映していた。

　竜の牙きばが武器を失ったカラスキの視界を埋め尽くし、隊員たちの悲痛な声が響く。

　石竜がカラスキを噛かみ砕くだこうとしたその瞬間、唐突に巨体が真横に吹き飛んだ。

　三十メートルを超える巨きよ躯くが宙に浮き、為なす術すべなく廃ビルに激突して、壁面を崩す。

　カラスキは目を見張った。

　石竜の胸には横一文字の裂傷が刻まれていた。血の代わりに土と泥が吹き出すその傷は、石竜がそれまでに受けた中で最も深く、そして、焼けただれていた。

　地を焼いて、一筋の焔ほのおが走る。

　アルファルトを横切り疾走したその炎は空へと舞い上がり、渦を巻きながら地に落ちる。

　廃はい墟きよに炎が揺れる。

　血よりも赤い焔、それが石竜の眼前で燃えていた。

　炎が散り、その中から一人の少女が歩み出る。

　腰にまで届く長い髪は炎と同じ赤い色をしている。

　燃え盛る焔を映すその眼まな差ざしは鋭く、眼前にそびえる巨竜を臆おくすることなく真正面から見つめていた。

　凛りんとした雰囲気をまとう彼女の顔には少女の可か憐れんさと女性としての美び貌ぼうが同居する。それは炎によって作り出された赤い花のようでもあった。

　少女が着ているのは学生服だった。袖そで口やスカートにフリルがあしらわれたかわいらしい制服の上を炎が撫なでていくがそれは服を焼き焦がしはしない。

「ここからは私の役目だ」

　少女は竜を前にしながら背後のカラスキを振り向いた。その声は透き通っているが、内には確かな熱が宿る。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん！」

　隊員の一人が叫んだ。

「……命を拾ったようだな。あとは頼む。殲滅官」

　カラスキは苦笑すると速やかに撤退する。

　少女は再び石竜を見た。
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　彼女の周囲に赤い燐りん光こうが散る。

「龍りゆう気き剋こくする剋こく獣じゆうの眷けん属ぞくよ」

　彼女は竜に向かって一歩を踏み出した。

　ビルの残ざん骸がいから身を起こした竜が眼前の少女に気け圧おされるようにわずかに退さがる。

「この世界が四し海かい天てん宮きゆうと同じだと思わないことだ」

　少女が手をかざす。

　そこには石せき竜りゆうを引き裂き、大地を走り、空へ舞い、彼女のもとへと落ちた焔ほのおがあった。

　燃え上がるそれはしかし、ただの炎ではない。

　焔まとう剣だった。

　剣は奇妙な形をしていた。四本の曲刀、それらが組み合わさることで、十字の剣を作り出している。

　炎の色に照り輝くそれ自体が赤みを帯びた金属で構成されている。

　どこか大きな手しゆ裏り剣けんにも似た十字の剣の中央にある持ち手を彼女は握りしめていた。

　制服に包まれた少女の身体からだを炎が走る。

　真紅の炎は赤い輝きと共に凝固し、ひとつの形を作り上げていく。

　それは少女の身を包む鎧よろいだった。赤く煌きらめき、竜の鱗うろこにも似た意匠を持つそれは身体の要所のみを護まもる軽装甲だ。

　厚手の黒タイツにローファーをはいた脚もまた装甲に覆われ、それが割れたアスファルトを踏みしめる。

　十字の剣を振るえば、彼女の周囲に再び大きな炎が渦を巻く。

　彼女は炎と共に、眼前にそびえる巨大な石竜へと歩み出す。

　石竜がたじろいだ。

「剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんず」

　焔まとう少女、杏は言った。

「そして、烈れつ火か剣けん《焔ほむら》が、お前をここで討ち果たす！」

　同時に石竜が雄叫おたけびを上げ、杏へと躍りかかる。

「この巨きよ躯くと機動力、重じゆう騎き種しゆだろうが、初めて見る形状だ。識別名称はバジリスクとでも名付けるか」

　鋭い牙きばを持つ石の顎あぎとが杏を襲った。

　その頭部だけでも、杏よりもはるかに大きい。かすめただけで全身を引き裂かれるのは明白だ。

　しかし、杏は軽やかにその一撃をかわしながら跳ぶ。

「石にするわけではなく、こいつ自身が石なわけだが、まあいい」

　身を翻しながら、彼女の十字剣、烈火剣《焔》が炎を帯びて走った。

　すれ違いざまの一撃が石せき竜りゆうバジリスクの脚を、続けて腕を薙なぐ。

　バジリスクが絶叫した。

　石竜を斬きり裂いた《焔ほむら》は、銃弾を砂と化した石せき鱗りんを易やす々やすと焼き斬り、その脚と腕を斬り飛ばしていた。

　だが、片腕、片足を失いながらも、バジリスクは動きを止めない。

　土と砂を口の端からあふれさせながら、残る脚で無む理り矢や理り動き、杏あんずへと襲いかかる。

　斬り落とされた腕と脚もまた、その身を跳ねさせて、杏へと跳びかかった。

「見苦しいな」

　彼女は後ろへ跳び、バジリスクの一撃をかわすと、《焔》を真正面に構える。

　中央の持ち手を握りしめれば、そこを中心として四本の刃やいばが高速回転を始める。

　刃が放つ炎はその激しさを増し、彼女が《焔》を頭上に振り上げた時には巨大な炎の渦を作り出していた。

　回転する刃が作り出した炎の渦は蒼そう天てんを焼き、廃はい墟きよとなったビルの頂点にまで届く。

「いくぞ、《焔》!!　その牙きばを今こそ示せ!!」

　杏は炎の渦を石竜へと叩たたきつけた。

　渦を巻く炎は廃墟もろともに石の竜を焼き尽くしていく。

　その炎から逃れたものがあった。焼け残った石竜の頭部だ。

　しかし、杏の目はそれをも逃さない。

　彼女はいまだ炎の残る《焔》を大きく振りかぶり、投じた。

　十字剣が回転しながら飛ひ翔しようし、逃げる石竜に追いつく。

　そして、炎の刃は石竜の頭部を真っ二つに斬り裂くと同時に、爆炎に包み込んだ。

　焼け落ちていくバジリスクに、杏は背を向けた。

　巨大な石竜はもはや動くこともなく、炎の中で灰と化していく。

「世界を喰くらうのが剋こく獣じゆう五ご帝てい。ならば、お前たちを喰らうものこそが、私と《焔》の紅あかき炎だ」

　空中で大きな弧を描き、烈れつ火か剣けんは杏のもとに戻って来る。

　彼女は振り向きもせず、それをつかんだ。

「お前たちが世界を闇やみに包むなら、私こそが導しるべとなる。剣けん皇おう、紅あか地ち杏が」




　この世界には英雄がいる。

　それは世界を喰らう剋獣五帝と戦い、討ち果たす者。

　それこそが、焔ほむらまとう英雄、烈火剣の剣皇、紅地杏だ。





　　　◆　◆　◆






『それこそが、焔ほむらまとう英雄、烈れつ火か剣けんの剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんずだ』

　と、テレビのナレーションが渋い声で言った。

『これが先日、品しな川がわ焦しよう土どで行われた剣皇、紅地杏殲せん滅めつ官かんの戦闘の一部始終です』

『いやあ、さすがですね。異界外来種を、人的、物的損害の心配が少ないＪＲ品川駅東部、品川焦土に誘い込み、わずか一分の戦闘で一いつ蹴しゆう。ほんとさすがですね！』

　テレビの特番の中、司会者がしきりに褒めている。

「うん。鮮やかな戦いだったと思うよ」

　頷うなずきながら、ボク、黄き塚づか光みつ義よしは言った。

「ね？　ボクは戦いとかは素人だけど、すごいと思う」

　そう言って振り向いた視線の先、ボクの部屋に、さっきまでテレビに映っていた烈火剣の剣皇、あるいは特務殲滅官、紅地杏がいた。

　制服姿の杏はクッションの上に正座して、プルプルと震えている。

「……いや。……今のはない。今のはちょっとない」

　ブンブンと首を横に振る。

「というか、どうして、映っているんだ……。いつ、撮影されていたんだ!?　あんな、ドヤ顔で世界が闇やみにとか、導しるべがどうしたとか……私はどうして、あんなこと口走ったんだ！」

　焔まとう英雄の頬ほおは赤くて、その目は潤んでいる。

　烈火剣も持たず、赤い装甲もまとわない彼女は「あぁ……」と、うめくと顔を覆う。

「……恥ずかしい」

　消え入るような声で言うと、そのままうなだれる。

「いや、かっこよかったと思うよ。『お前たちが世界を闇に包むなら、私こそが導となる』」

「声に出して言うのはやめてくれないか!?　恥ずかしい……恥ずかしい！」

　杏はおもむろにボクのベッドにダイブした。

「あぁぁぁぁぁ……！　うぅぁぁぁぁ……」

　そして、ボクの枕まくらに顔を埋めると、両足をバタバタしてもがく。

　フリルがあしらわれた制服のスカートがふわふわと揺れた。

「いや、本当に、テレビで言ってるとおりだと思うよ。防衛省対異界外来種特別守備隊特守にも被害は出なかったし、杏の台詞せりふとか、みんなの希望になっているわけだし。ボクはカッコイイと思うけどな『闇に包むなら、私こそが導に』の部分とか。あそこがどうカッコイイかって言うとね」

「分析とかしないでくれ！　導、恥ずかし過ぎる……」

　杏はエビ反りになる勢いでのた打つ。

「あれは……本当に変だったんだ。テンションとかおかしいんだ。いくらなんでも大きく出過ぎだ。あぁぁぁ……」

　今度は枕まくらを抱き締めると、ベッドの上をゴロゴロと転がって悶もだえた。

　しばらくして、跳ね起きると、ボクのほうへ身を乗り出す。

「それに、本当に怖かったんだ。あの、バジリスクとか名づけてしまった剋こく獣じゆう。だって、あんなに大きいんだ。それにすごく硬そうなんだ。普通怖いだろ！　近づきたくなんてないだろ!?　なのに、あいつ近づいて来るんだ……」

　杏あんずの目には涙が滲にじむ。

「だからこそ、杏は偉いと思うよ。そんなに怖いものと真正面から戦って、みんなを護まもってるんだ。怖がっている素振りなんて、カケラも見せずに」

「……実は誰も見ていないタイミングとか、カメラに映っていない時には、すごく震えている。思い出しただけで、このありさまだ」

　自分の身を抱いた彼女はガクガクと震えていた。

「それは人間味だと思う。親しみやすいね」

　ボクは目を細める。

「……ん？」

　その時、杏が首を傾かしげた。

　視線の先には、稼働しているレコーダーがあり、録画中を示す赤い光が灯ともっていた。













「光みつ義よし。何を録画している？」

「もちろん、この番組だよ。ブルーレイにして保存しようと思って」

「ほ、保存はするな!!　保存はやめてくれ……。恥ずかしい、本当に恥ずかしいんだ……」

「みんなの希望になれるように、本当は恥ずかしいテレビの取材も積極的に受ける……。杏あんずは偉いよね」

「偉くない！　偉くないから、録画やめて……」

　また涙目になって杏が叫んだ。




　異界外来種……などと名付けるには、あまりにも強大な敵──剋こく獣じゆう。

　四し海かい天てん宮きゆうという異世界を滅ぼした五体の怪物、剋こく獣じゆう五ご帝ていと、それらが率いる怪物たち。

　万物を構成する五大龍りゆう気きを自在に操るという化物によって、人類は多大な犠牲を払っていた。

　剋獣という存在に対抗できる者は、彼らと同じく異世界から訪れた龍気の理ことわりを操る五つの剣、五ご龍りゆう剣けん。

　そして、使い手である剣けん皇おう。

　烈れつ火か剣けんの剣皇、特務殲せん滅めつ官かん、紅あか地ち杏はその一人で、人類の守護者だ。

　だけど、杏の幼なじみのボクは知っていた。

　焔ほむらまとう英雄、紅地杏は、実は豆腐なみのメンタルの持ち主なんだ。

「あー！　あー！」

　英雄はボクの枕まくらにポフポフと頭を叩たたきつけている。

　杏はボクにだけは豆腐メンタルであることを隠そうとはしない。

「うぅぅ……」

　杏がゆっくりと顔を上げる。

　彼女は涙目のまま、頬ほおを紅潮させ、恨めし気に睨にらんでくる。

　なんとなく小動物のような雰囲気がかわいいと、ボクは素直に思ってしまった。

「……光義。頭を撫なでてくれないか？　私はがんばった。剣皇だっただろ？　みんなを不安にさせなかっただろ？」

「そうだね。よしよし。がんばった」

　頭を撫でると、杏はくすぐったそうに目を細めた。




　この世界には英雄がいる。

　ただちょっと、メンタルは豆腐だ。






　　　第一章　剣皇幼なじみのメンタルが豆腐









　そんなわけで、ボクの幼なじみ、世界の救世主で英雄で剣けん皇おうで特務殲せん滅めつ官かんな紅あか地ち杏あんずは普通の人と比べると若干、メンタル値が控え目だと思う。

　レンガか豆腐かと言われれば、ボクは間違いなく豆腐を指す。

　杏のメンタルがどれほど脆ぜい弱じやくかと言えば、最近こんなことがあった。




　異界外来種──剋こく獣じゆうの出現で世界は危機に瀕ひんしている。

　日本では近きん畿き圏がほぼ壊滅に等しい状態で、アメリカでは都市から丸ごと人がいなくなる事件が頻発している。

　街中ではことあるごとに剣皇が剋獣と戦っていた。

　そんな毎日が続いていても、ボクたちは普通に学校に通う。

　関東はまだ無事なんだからそういうものだと思う。

　その日も、ボクはいつもどおりに登校してきた。

　幸いなことに、ボクたちが住んでいる東京の西側はここ数年はあまり剋獣の襲撃を受けることもなく、ニュースを見たり、以前の襲撃の跡を目にしたりしなければ、そんなもの存在しないんじゃないかと思うほど、普通の日常が続いていた。

　剋獣の出現に対処するために駐屯している防衛省対異界外来種特別守備隊特守の姿をよく見かけるようになった以外は、何も変わらない。

　眠い目を擦こすり、通い慣れた通学路を歩いて、教室に着けば一時間目の授業の準備をする。

　いつもどおりにそんなことをしていると、不意にクラスの雰囲気が変わった。

　これまで弛し緩かんしていた朝の空気が、キンと引き締まったかのような錯覚をしてしまう。

　顔を上げれば、杏が教室に入ってくるのが見えた。

「おはようございます、紅地さん！」

「ああ。おはよう」

　澄んだ表情で教室を見回すと、挨あい拶さつするクラスメイトに、杏は凛りんとした声で応こたえた。

　炎にも似た鮮やかな赤い髪と、フリルがあしらわれた制服のスカートをふわりと揺らして、彼女が教室を横切れば、誰もが視線を奪われる。

　そんな杏とボクの視線が合った。

　わずかにだけど、杏は目を細める。綺き麗れいな唇が開いた。

「黄き塚づかくん、おはよう」

「うん。おはよう」

　短く挨拶を交わすクラスメイト同士の他た愛あいのない朝の一幕。

　なのだけど、実はこの挨あい拶さつ、本日二度目だ。

　今朝、登校前に、ボクは杏あんずに電話して起こしてあげた。

　杏とボクは幼なじみで、家も隣だけど一緒に登校なんかはしない。

　その代わり、毎日電話して起こしたりしている。

　杏はわりと朝、起きられないほうだ。

　今日、電話したのは、いつもよりも遅めの時間だった。とはいえ、二度寝なんかしなければ、余裕を持って間に合うぐらいのタイミングだ。

　二日前に品しな川がわで戦って、疲れも取れていないだろうから、できるだけ長く寝かしておいてあげたいと思ってその時間にしたのだけど、ちゃんと間に合ったみたいでよかった。

　杏は「おはよう」と挨拶だけして自分の席に向かったけど、ボクにはそれが起こしたお礼も兼ねていることがわかる。

　別にたいしたことをしたわけじゃないのに、いつも律儀だ。

　最近、起きることができないから、起こしてほしいと頼んできたのは、確かに杏のほうだけど。




　ある日、すごく神妙な顔をしてやって来た杏が、ボクの部屋で正座して言った。

「光みつ義よし……。みっともないのは承知している」

「杏ほど立派な人間、そうそういないと思うんだけど。世界護まもってるんだよ？」

「それはそうだけど、そんなことよりも、朝起きられないんだ」

　絞り出すように言った。

「むしろ、起きることができない自信がある。春という気候が、お布団が、私をどうにかしてしまうんだ……」

「ちょっと寒い日あるし、そうじゃなければすごく気持ちいい気候だし……確かにわかるよ」

「私は自分の弱さを理解している。春だから……その言葉だけでは片づけることはできない。例えば、夏なら、暑くて目が覚めても、クーラーをつけて二度寝してしまうと思う」

「剣けん皇おう、寝冷えしないように気をつけないと……」

「そうだ。この身体からだは私だけのものじゃない。剋こく獣じゆうを破る鉾ほこ、そして、皆を護る盾。だけど、クーラーにも布団にも勝てないんだ。どうにかされてしまう。私は……弱い」

「とはいえ、お布団とクーラーは多分、人類全すべての心を侵食していると思うよ」

「あれは……魔性の存在だ。剋こく獣じゆう五ご帝てい以上かもしれない……。世界すら喰くい尽くす化け物だ。そして、剣皇が、英雄だと思われている私が、朝起きることができなくて、遅刻を連発とかまずいだろ」

「布団とクーラー強いね。ただ、ボクとしては、みんな、杏が疲れているんだって、理解できるし、してくれると思うけど……」

「光みつ義よしぃ……」

　すがるようにボクを上目遣いに見る目はもう潤んでいた。

　そんな顔をされて、断ることなんてできるわけがないし、したくもなかった。




　これはもう起こすしかない。

　ということで、ボクは毎日、杏あんずにモーニングコールして、起こしている。

　寝ぼけた杏の声を聴きたいとか、そんな一面があることは内緒だけど。

　……だけど、命がけの戦いを重ねて、疲れている杏の役に立ちたい。

　ほんの少しでも戦いの疲れを和らげることができたなら、本当に嬉うれしい。

　何もできないボクは心の底からそう思う。

　ふと、杏のほうを見れば、一年生の女の子が来ていた。

　下級生が杏に憧あこがれて、相談なんかをしにわざわざやって来るのは、珍しい光景じゃない。

　ガチガチに緊張した女の子に、杏は目を細めて優しい笑みを向ける。

　剣けん皇おうとして命をかけて世界を護まもり、日常でもこうして小さな希望の導しるべとなる。

　杏は『導』という言葉を恥ずかしがっていたけど、ボクはイイ言葉だと思う。

　そんな幼なじみが誇らしくて、ボクは頬ほおを綻ほころばせていた。





　　　◆　◆　◆






　放課後の屋上からはボクらの住む街が見える。

　そこには何年も前の剋こく獣じゆうの襲撃でできた空き地なんかが見えるけど、それ以外は何も変わらない夕方の光景が広がっている。

「約束どおり来たよ」

　夕日が屋上を染める中、夕焼けよりも赤い髪をなびかせて、杏は言った。

　杏の前で、頬を赤くした少女が身をこわばらせてうつむく。

　緊張が一目見てわかるその女の子は、朝、杏のもとに相談に来ていた一年生だ。

「あ、あの……！　き、貴重なお時間をわたしなんかのために……」

　対して、杏は悠然と微笑ほほえんだ。

「時間は誰にだって有限だ。私と君、時間の価値に違いなんてないさ」

「紅あか地ち先輩」

　頬を赤らめて、女の子は杏をじっと見つめる。

「さあ。話を聴こう。恋の話だったね」

「は、はい……。あの、ですね」

　口を開こうとして、後輩は迷いを見せた。

　モジモジと指先を擦こすり合わせ、落ち着かない様子で視線をさまよわせる。

「どうした？　話さないとわからないよ」

「そ、それはそうなんですけど……」

　彼女は言っていいものか迷い、うつむき、しかし、今度こそ口を開いた。

「どうして黄き塚づか先輩がいるんですか？」

「だよね。そう思うよね」

　と、杏あんずの横に立って一緒に話を聴いていたボクは言わざるをえなかった。

　恋愛相談の場に、カケラも関係ないはずの人がいたら、そりゃ、普通戸惑う。

「えーっと」

　何と言ったものかと迷いつつ、ボクは少しだけ前のことを思い出す。




　授業が終わって、ボクは帰る準備をしていた。

　いわゆる帰宅部だけど、色々と予定はあるので、学校が終わると、ボクはあまり寄り道せずに速やかに帰る。

　予定と言っても自主的かつ自己流でちょっと体力をつけようとしたり、やり過ぎてへばったりしているだけなのだけど。

　何かの役に立てばと思っているけど、自分でもどう役に立つかわからない。

　でも、やめる踏ん切りがつかないので、今日もやる。

　ボクは鞄かばんを手に席を立つ。

「黄塚くん。少しいいか？」

　そこへ杏がやって来た。

　堂々とした物腰は高校生には見えない。その目は自信に満ちあふれている。

『黄塚くん』と、よそいきの呼び方でボクを呼ぶ時の杏はいつもこうだ。

「紅あか地ちさん。どうしたの？」

　だから、ボクも幼なじみとしてではなくて、クラスメイトとしての呼び方で応こたえる。

　ボクたちは学校ではお互いの呼び方を徹底している。

　ボクと杏が幼なじみだということは、みんな知っていることだけど、相手は世界の英雄、剣けん皇おう、本当なら、こうして普通の高校に通っていること自体が不思議な人物だ。

　そんなわけで、ボクたちは距離感を出すために、こうしてよそいきの呼び方をしている。

「光みつ義よし……あ、いや。黄塚くん」

　咳せき払ばらいを交えて杏が誤ご魔ま化かす。

　時々、やらかすけど、ボクはだいたい気づかないふりをする。

「あとでいつものところに来てくれ」

　杏あんずは小さな声で言った。

「うん。わかった」

　簡潔に言葉を交わすと、杏は赤い髪をなびかせて背を向け、去っていく。

　その仕草は憎いほど決まっていた。

　一いち瞥べつすれば、あれは英雄だと思える動きだった。

　その姿に見み惚とれ、立ち尽くす。なんとなく幸せだった。

「……あ。呆ほうけてる場合じゃない」

　しばらくして、我に返ったあと、ボクは教室を出て、杏に言われた場所に向かった。




「光みつ義よし……光義ぃ、どうしよう……私はどうすれば……！」

「落ち着いて。杏、落ち着いて。大丈夫だから」

　屋上への階段の踊り場。

　普段からほとんど人が寄り付かない、そんな場所でボクは杏にすがりつかれていた。

　颯さつ爽そうと去って行った面影はカケラも残さずどこかに消きえ失うせていた。

　涙目の杏の顔がすぐ傍そばにある。

　ボクの服の胸元をギュッと握って、杏はほぼマジ泣きしていた。

　教室で話してから、まだ十分過ぎていない。

「とりあえず、こんなこともあるかと思って、ジュース買っておいたから飲んで」

「さすがは光義だ。すまない。あ、私の好きなイチゴソーダだ！」

　子供のような笑みを浮かべて、杏はジュースに口をつける。

　この踊り場は、杏が学校で困ったことがあって、ボクに相談したい時に、いつも呼び出す場所だ。いつの間にかそうなってた。

　だから、杏に呼び出された時点で、これはきっといっぱいいっぱいになってると考えて、あらかじめ杏の好物のイチゴソーダを用意しておくなど造作もないことだった。

「ふー。みっともないところを見せてしまったな」

　ジュースを飲んだ杏はちょっと落ち着いて剣けん皇おうっぽい表情を取り戻す。

「いいよ。焦ることは誰にだってあるから」

「そう言ってもらえると助かる。そうだ。ジュースの代金を払……あぁっ!?　私としたことが、今日の朝、二度寝して、焦って財布を家に置いてきてしまった……」

「起こしたあと、二度寝したんだ」

「あ、う……。学校には間に合ったんだ。だけど、わざわざ起こしてもらったのに……」

　杏はまた落ち着きをなくす。

「どうしよう……。お金を返さないと。返さないといけないのに……」

「いいよ。このぐらいおごるよ。ボクが勝手に買っておいたんだし」

「ダメだ。そうはいかない。剣けん皇おうの誇りにかけて、この百三十円は返す。しかし、どうすれば……お隣なんだから、帰ってから持っていけばいいな」

「そうだね。百三十円にも妥協しない気高さ。尊いよ」

　なんとなく解決した気がするので、ボクは話を進める。

「それで、杏あんず。何の用なの？」

「あ、あぁ。それなんだが……」

　何を迷っているのか言いづらそうにしているので、ボクは話してくれるのをじっと待つ。

「その……。お願いがあるんだ」

「いいよ。ボクにできることならなんだってする」

　ボクが杏にできることは限られているから。

「ありがとう。実は……恋愛相談を受けたんだ」

「恋愛相談か。さすがは剣皇。頼りにされてるね」

「いや、そんな……頼りになんて、私なんかが……」

　杏がうつむく。照れている。

「それで、わざわざボクにそれを言ったってことは、恋愛相談の相談みたいな。そんな話？」

　杏が受けた相談の相談を受けることは、けっこうよくある。

　普通の高校二年生でたいした人生経験もないボクに応こたえられることなんて、知れてるけど、それでも、少しでも杏の役に立てて、剣皇である彼女の威厳を保つ支えになることができるなら嬉うれしい。

　だから、ボクはいつも杏の相談に乗る。

「ああ。そうだな。そうなる。……実は今朝のことだ。私のことを頼りにして、一年の教室からわざわざ訪ねてきてくれた後輩がいたんだ」

「来てたね。見てたよ」

「そうか。まあ、つまりは……その後輩の恋愛相談に応える約束をしたんだ」

「なるほど。やっぱりそういう感じなんだね。ボクは恋愛経験……というか、女の子とつきあった経験がないから、頼りにならないかもしれないけど。でも、杏と一緒に考えることぐらいならできる」

「そ、そうか。そう言ってもらえると助かる」

　杏がぱっと花が咲いたような笑みを浮かべた。

　剣皇としての凛り々りしい杏とも、いっぱいいっぱいになっている時とも違う。

　普通の女の子としての杏の表情のように思う。

　かわいい。

　ボクはなんとなく気恥ずかしくなって少しだけ目を逸そらしてしまう。

「さすがは光みつ義よしだ。じゃあ行こうか」

　そう言うと、杏あんずは屋上への扉のほうに足を向ける。

「どこに？」

「ああ。彼女には屋上で待ってもらっているんだ」

「え？　杏が受けた相談の相談に乗るんじゃなくて、一緒に行くの？　今」

「だ、だって、こんな相談、一人で聴けるわけがないだろ……」

「あ、うん」

「いつもとは違うんだ。恋愛の相談なんだ。初めてだから不安で不安でしかたないんだ」

　杏は必死の形相で言いながら、お腹なかを押さえた。

「……胃がキリキリしてきた」

「大丈夫？　杏の胃、ストレスにすごく弱いよね」

「迂う闊かつなことに今日は胃薬を持ち歩いていないんだ。……吐くかも」

「それはいけない。全力をもって協力するから気を楽にして」




　そんなわけで、人類の英雄、剣けん皇おう、紅あか地ち杏をストレスのあまり嘔おう吐とさせるのは忍びないので、ボクは杏について屋上にやって来た。

　そのまま、さも当然という顔で、杏の横に立っていたら、なんとなく誤ご魔ま化かせるかなーと思っていたのだけど、さすがに「どうして黄き塚づか先輩がいるんですか？」と、後輩の女の子につっこまれた。

「あの……黄塚先輩……」

　これ以上なく不審なものを見る目で、彼女はボクを見ている。

　ボクだって、同じように相談して、全然関係ない上級生が当たり前の顔で立っていたら、さすがにもの申したくなる。

　ボクの横では杏が動じることなく、堂々と立っている。

　でも、ボクには彼女が緊張して身を強こわ張ばらせて、いっぱいいっぱいなのがわかる。

　これはフォローしてもらえそうにないので、自分でなんとかしようと口を開く。

「……実は聞いてしまったんだ。朝、教室に来て、紅地さんに相談してたよね」

「は、はい……」

「ゴメンね。勝手に聞いてしまって。だけど、それでボクは気になってしまって……。君が悩んでるんだってことが、すごく伝わってきて」

　後輩の女の子から少しだけ目を逸そらしつつ、続ける。

「それで、どう考えてもおせっかいだとは思ったんだけど、紅地さんにお願いしてしまったんだ。ボクもその相談に混ぜてもらえないかって」

「え、えっと……。どうしてですか？」

　やっぱり不審そうな顔をされてしまったけど、ボクは言葉を重ねる。

「紅あか地ちさんは女の子だし、剣けん皇おうだから、すごく心強い言葉をくれると思うんだ。だけど、女の子の視点とは別の見方ができる。そんな相手がいてもいいんじゃないかなって。ボクはそう思ったんだ。おせっかいなのは承知だし、君が不快だと思うなら帰るよ」

『帰る』って言葉に杏あんずがほんの少しだけど、ビクッと震えた。

　大丈夫。ボクは杏を置いて帰ったりはしない。

　この子がよほど嫌がらなければだけど……。

　嫌がられたら、せめて物陰から見守ろう。

「……えっと。その、やっぱり、おかしいですよ。先輩」

　後輩の子が真顔で言った。

　正直、ボクもそう思ってる。

「そうだよね。おせっかいにもほどがあるよね」

「でも、聞いたことがあります。二年の黄き塚づか先輩がすごくおせっかいでイイ人だって」

「一年なのに？　まだ入学して一か月ぐらいなのに？」

「はい。だから、名前を知っていたんですよ。一年でも有名ですよ。《仏》の光みつ義よし。あるいは《比類なき人畜無害》《おせっかい・オブ・ザ・イヤー》」

「どういう経緯でそんな知れ渡り方しちゃったのか気になるよオブ・ザ・イヤー」

「道端で見つけた犬の糞ふんを投げつけても、次の瞬間には笑顔で人生相談を受けてくれるって。そう言ってる人もいました」

「確かにそんなことで怒らないけど、できるなら、やめてほしいと思う心はあるんだよ」

　思わず苦笑しつつも、なんとなくどうして、こんな話が広まってしまったのかと想像がつかなくもない。実際、ボクも人より少しだけおせっかいだと自覚している。

　加えて、今日みたいに杏につきあったり、杏の代わりだったりで、相談を受けたり、手助けしたりすることがある。

「でも、黄塚先輩。お願いしてもいない恋愛相談に乗ってもらうのはちょっと……」

「だよね」

　ボクだってそう思う。

「いや、だからこそ、彼は黄塚光義なんだ」

　唐突に言った杏は、なんだかすごくイイことを言った顔で頷うなずいている。

　これは……緊張が解けたというよりも、緊張し過ぎて、考えもなく口走ってしまっている時の杏だと、ボクは気づく。

「確かに、黄塚くんの行動はおかしいかもしれない。赤の他人の恋愛ごとに首をつっこむなどおこがましい行為だ。だけど、それは黄塚くんが心から隣人を愛することができる人だからこそ可能な、常軌を逸した行動とも言えるだろう」

「褒められているの？　それって」

「黄き塚づかくんは右の頬ほおをぶたれれば、四よつん這ばいになって尻を上げるほどの人物だ。私はそんな彼を尊敬している」

「尊敬してもらえるのはすごく嬉うれしいんだけど、どちらかと言うと、変態さが際立つ感があるから、素直に、右の頬をぶたれたら、左の頬を差し出してもいいかな？」

「黄塚くんの尊い愛に応こたえてやってもらえないか？」

「紅あか地ち先輩……。そこまで」

　ボクの言葉なんて届かないようなうっとりとした表情で、後輩の女の子は言った。

　少しだけ思うところはないでもないけど、ボクはおずおずと歩み出る。

「えっと、じゃあそれで。おせっかいなボクでよければ、力にならせてもらえないかな？」

　まだ彼女は少し迷っていた。

　だけど、杏あんずが力強く頷うなずくのを見て、迷いを振り払うように笑みを浮かべる。

「紅地先輩がそこまで信じているなら。よろしくお願いします！　右の頬をぶたれたら、お尻を上げる黄塚先輩！」

　やっぱりボクの声は届いていなかった。





　　　◆　◆　◆






「あの……光みつ義よし。もしかして怒っているか？」

「ううん。怒ってないよ」

　と、応えても、ボクのベッドの上でクッションを抱きしめている杏は心底不安そうな顔をしていた。

「うぅ……。違うんだ。恋愛相談に巻き込むとか、偉そうなことを言うとか、お尻がどうしたとか、私はそんなつもりはなかったんだ……」

　涙目で言う。

「だから、気にしてないよ。あの子の相談に対しての杏の言葉よかったよね。『不安かもしれない。だけど、人はその一瞬一瞬を懸命に生きるしかない。後悔とは行動を起こしたものにしかすることができない、いわば勲章なんだ』」

「どうして私の言葉を完全に憶おぼえているんだ!?　私自身、もう忘れたいのに……」

「すごくかっこよかったからね」

「うぅ……。私が、まさに後悔しているんだ。あんな安易な言葉で彼女の人生を狂わせてしまったら、私はどうすればいいんだ。言葉の重みを、私はもっと噛かみしめるべきなんだ」

「杏は真しん摯しに応えてたし、一生懸命だと思うよ」

「……そ、そうか？」

「うん。そう思う」

　確かに勢いで喋しやべるところはあると思うけど、杏あんずが誰かのためを思って、何事にも必死で立ち向かっていることは、よくわかっている。

「それに……。剋こく獣じゆうの侵略を受けている今のこの世界。明日には……数秒後には何が起きるかわからない。杏の言うことは間違っていないし、後悔することができるぐらいに、やりたいことをして生きるべきなんだって、ボクは心から思うよ」

　時々、ニュースで見る。人が消えた街や、剋獣の攻撃で残された傷跡が脳裏をよぎる。

「杏。ボクがやりたいこと。それは杏の力になることなんだ。だから、ボクなんかが力になれることがあるなら、なんだってする。それは間違いないし、変わらない」

「光みつ義よし……」

　クッションをギュッと抱く杏の潤んだ目には涙さえ浮かんでいた。

　二人きりの部屋で、ボクたちは見つめ合う。

　自然と、ボクの鼓動は速くなってしまう。ちょっと緊張する。

　杏は白い頬ほおに朱の色を滲にじませて、何かを言おうとその形よい唇を開く。

　その時、不意に杏の携帯が鳴った。シンプルな初期設定音は、剣けん皇おうとしてはどんな着信音が相応ふさわしいか散々迷った末に、結局、そこに落ち着いたものだ。

「……すまない」

　一言詫わびると、杏は電話に出た。

　ベッドの上から立ち上がり、部屋の壁に背をつけて電話の向こうと短く言葉を交わし、通話を終える。

　それから着たままだった制服の上着から取り出した小型の通信機を耳につけた。

「《桔き梗きよう》から？」

　ボクが尋ねると、杏は「ああ」と簡潔に応こたえて頷うなずいた。

《桔梗》とは剋獣──異界外来種と、龍りゆう気き──侵しん蝕しよく因子の研究機関だ。

　内閣府から対異界外来種特務殲せん滅めつ官かんという立場を与えられた紅あか地ち杏は、《桔梗》と特とく守しゆに協力するという形で、剋獣との戦闘を行っている。

　特務殲滅官を含めて、そのどれもが異界外来種という敵に対抗するために、近きん畿きが壊滅したあとになってから作られた組織、部隊だ。

　電話を終えた瞬間、杏の顔からはさっきまでの弱気だった表情は消えている。

《桔梗》から連絡が来た。

　つまりそれは、杏が特務殲滅官として、烈れつ火か剣けんの剣皇として、生死をかけた戦いに赴くということだ。誰かの命を護まもるために、杏はその命を盾とする。

　今までこの部屋で、普通の女の子のように、恋愛相談の話で嘆いたりしていたのに。

「では、光義。私は行く」

　そう言った杏の掌てのひらに炎が生じた。

「出ろ。《焔ほむら》」

　赤く、一際強く燃え上がったそれは十字に交差した曲刀、手しゆ裏り剣けんにも似た異様な武器へと変わる。

　赤い輝きと鋼の光沢を帯びた刃やいばの交わる点、そこにある持ち手を、杏あんずは握りしめた。

　それこそが、杏が剣けん皇おうたる所以ゆえん、異世界から来訪した五ご龍りゆう剣けんの一振り、烈れつ火か剣けんだ。

　同時に杏の周囲を赤い燐りん光こうと炎が舞い踊る。

　それは部屋には燃え移ることなく、制服姿の杏にまとわりつき、烈火剣の刀身にも似た赤く輝く鎧よろいを作り上げていく。

　身体からだの要所のみを護まもる赤い鎧に身を包み、烈火剣を手にした彼女はもう幼なじみの紅あか地ち杏ではない。その命を賭として剋こく獣じゆうを葬る烈火の剣皇だ。

　杏は窓を開いた。

　日は暮れ、夜空と街の灯あかりがそこにある。

　それからボクのほうを振り返る。

「今日はありがとう」

　彼女は少しだけ眉まゆを下げ、微笑を浮かべた。

「いつも……いつだって、感謝している」

　ボクは一瞬、言葉に詰まる。

　だけど、いつものように笑った。

「いいよ。それよりも、気をつけて。絶対に無事で戻って」

「ああ。剣皇の名にかけて約束しよう」

　それはボクと杏が交わす、いつもの言葉だった。

　杏は窓の外へと向き直り、そして、烈火剣を手に飛び出した。

　二階だなんて、そんなことは関係ない。

　同時に窓の外で生じた爆風が吹き込んで、ボクの黒い髪が乱れた。

　杏が夜の空を行く。

　炎を吹き出す剣それ自体を推進器とし、赤い髪を大きくなびかせて、彼女は宙を舞う。

　そのまま遠くの家の屋根に着地すると、さらなる炎を噴き上げてまた大きく跳び、駆け、瞬く間にその姿は暗い空と町並みの向こうに消えた。

　立ち上がり、窓の傍そばに立っても、そこにはもう杏の姿はない。

　杏が使っているシャンプーのものなのか、わずかな残り香と、烈火剣が噴き上げた炎の熱が残されているだけだった。

　それも窓の外から吹き込む春の夜風に徐々に消されていく。

　窓も閉めず、杏が消えた窓の外を眺める。

　剋獣の侵略を受けて、何が起きるかわからない世界だと、ボクは言った。

　それはボクにも……そして、誰よりも、剋こく獣じゆうと戦う杏あんずにこそ言えることだ。

　数分前まで話していた杏が、今、無事だとは限らない。

　だって、彼女は誰かのために剋獣と殺し合う。

「後悔できるように今、行動する……か」

　呟つぶやく。

「ボクにはできないな」

　杏は剣けん皇おうだ。この世界の英雄で、誰よりも強くなくてはいけない存在だ。

　対して、ボクはただの高校生に過ぎない。

　本当ならこうして二人で普通の話をしていることさえおかしい。

　だから、ボクは彼女に並ぶことはできず、口に出したい想おもいは胸に秘めるしかない。

　口にしてはいけない。

「何もできないボクはせめて、杏が心安らかに戦うことができるようにしたい。ただ、それだけでいいんだ」

　杏の消えた夜の空に、ボクは言った。






　　　第二章　続・剣皇幼なじみのメンタルが豆腐









　東京、上野から御お徒かち町まちへと高架に沿って伸びるアメ横。

　それほど広くない道に商店が立ち並び、いつもは買い物客と客寄せの声が絶えないその場所に、悲鳴と共に獣の雄叫おたけびが響き渡る。

　高架を蹴けり、ビルを砕き、土と砂に変えながら、異形の怪物が跋ばつ扈こする。

　それは猿に似た生物だった。ただし、その体たい躯くはビルの二階程度なら軽く超える。

　隆々とした筋肉と剛毛に包まれた身体からだが軽々と宙を舞っていた。

　獰どう猛もうな唸うなりを上げて、猿の化け物は太い腕を振り上げた。

　その腕は二対、四本あり、禍まが々まがしい鉤かぎ爪づめがギラリと光り、全身から金の煌きらめきが散る。

　人々が逃げ惑う中に四本の腕を振り回しながら、化け物が飛び込む。

　しかし、その巨きよ躯くが弾はじき返かえされ、吹き飛び、商店のひとつを砂へと変えながら転がった。

　真紅の炎が燃え上がる。

　赤い輝きを舞い散らし、炎と共に立つのは赤い髪の少女、剣皇、紅あか地ち杏だった。

　彼女の手には今しがた化物──剋獣を切り裂き、吹き飛ばした十字の剣、ゆっくりと回転する烈れつ火か剣けんが握りしめられている。

「今のうちに逃げるんだ」

　そう言った彼女は逃げ遅れていた人々を護まもるように立っていた。

　口々に礼を言いながら、彼らが逃げて行くのを振り向くことなく、杏あんずは正面を見据える。

　砂と土に変わりつつある商店の中から、金の輝きを散らせ、猿の剋こく獣じゆうが立ち上がった。

　怒りに満ち満ちたその目は汚れた黄の燐りん光こうと共に杏を睨にらみつける。

「魔ま猿えんの名を冠した皇こう土どの剋獣。軽装種ヒヒか」

　杏は烈れつ火か剣けんを構える。

　回転を速めていく刃やいばに一際強い炎が宿り、轟ごう々ごうと音を立てて燃え上がる。

「剋こく獣じゆう五ご帝ていタイサイの眷けん属ぞくよ。この世界には剣けん皇おう、紅あか地ち杏がいる。私の心に紅ぐ蓮れんの劫ごう火かが燃える限り、お前に人々を傷つけさせはしない」

　剋獣ヒヒが吼ほえた。

　巨きよ躯くが軽々と跳び上がり、そのまま高架と雑居ビルを何度も蹴けって、複雑な軌道を描き、杏へと躍りかかった。

　頭上から急角度で襲い来るヒヒに対して、杏は回避しようとしつつも、足を止めた。

　彼女は肩越しに背後を見る。

　狭い道が災いし、人々の避難は終わっていない。足を引ひき摺ずる女性を、別の人が助けていた。

「駆けろ!!《焔ほむら》!!」

　高速回転する烈火剣を、杏はヒヒ目がけて投じた。

　炎の車輪が空を裂く。

　しかし、ヒヒは身軽に身を反らして、その一撃を回避した。

　猿の化物が空中から杏を目がけ、その鉤かぎ爪づめを叩たたき込こむ。

　頭を吹き飛ばそうとしたそれを、杏は両手を交差して受け止める。

　食い込んだ鉤爪が彼女の腕を護る赤い装甲を砕いた。

　砕けた鎧よろいは火の粉のように赤い光となって散る。

　それでもなお、一歩も退ひかなかった杏へ、残る二本の腕が襲いかかる。

　杏の胸の鎧が光を散らし、彼女はのけぞり、後ずさる。

　ヒヒがその口元をいやらしく歪ゆがませ、さらなる攻撃を仕掛けようと地を蹴った。

「何を勝ち誇る？」

　顔を上げ、ヒヒを見据えた杏の表情に苦痛の色はなかった。

　黒い瞳ひとみはヒヒを、さらにその後ろをまっすぐに見つめている。

「炎の猟犬はもうお前を捉とらえているぞ。皇土の魔猿」

　次の瞬間、ヒヒの胴が真っ二つに切断され、同時に燃え上がる。

　ヒヒを襲ったのはその背後から戻ってきた《焔》だった。

　ほんの数瞬でその身を灰と化し、崩れていくヒヒには一いち瞥べつもくれず、杏あんずは戻ってきた烈れつ火か剣けんをつかむ。

　歓声が上がった。

　杏が視線をやれば、そこには彼女が救った人々の姿がある。

　彼らに向き直ると、杏は握りしめた《焔ほむら》を掲げた。





　　　◆　◆　◆






「光みつ義よし。入っていいか」

　ドアをノックする音がしたけど、階段を上る足音を聞いた時点で、杏が来たんだと、ボクにはわかっていた。

「いいよ。入って」

　応こたえた時には、ボクは部屋着を正して、椅い子すに座って杏を待っている。

「失礼するよ。光義」

　そう言って入ってきた杏は制服姿のままだった。

　今日の午後の授業中、《桔き梗きよう》から連絡を受けて出撃して、学校には戻ってこなかった。

「杏。お疲れ様。怪け我がはな……」

「光義ぃぃぃ……」

　後ろ手でドアを閉めると杏は座っているボクの足にすがりつくように崩れ落ちた。

　二秒前まで剣けん皇おうしていた顔が、いつもの杏に戻る。

　眉まゆを下げて、半泣きで杏はボクを見上げる。

「え？　なに？　どうしたの？　何があったの？　やっぱり怪我とか……」

「光義のお母さんにまたサインをお願いされてしまったんだ」

「それなんだ！　むしろ、またか、母さん！　ほんとうにミーハーなんだから……」

　思い返せば、母さんは杏が来るたびにサインをねだっている。

　床の間の色紙とか、母さんが着てるシャツとかはわかるのだけど、テレビとかタンスにも『烈火の剣皇　紅あか地ち杏』とサインを入れてもらっていた。

　ちなみに母さんは杏のメンタルがプリンよりも脆もろいことを知らなくて、ことあるごとに「立派になったわねえ」「お隣が英雄。うふふふ」とか言ってる。

　ミーハー過ぎて、目が曇っているのかもしれないけど、杏にはそれでいいとも思う。

「私は罪悪感で押おし潰つぶされそうなんだ……」

「今の流れでどう罪悪感を感じちゃったの？」

「だって、私は自分で言うのもなんだけど、メンタルがシュークリームだ。潰れやすくしかも、小さい……シュークリームでもプチシューのほうなんだ」

「そういう解釈もあるんだ」

「そう……。プチシューみたいな存在なのに、英雄みたいな顔をして、光みつ義よしのお母さんにサインをするんだ。それもやけに馴なれた……自分で言うのもなんだけど、流麗なサインだ」

「ボクは杏あんずが英雄っぽく見えるようにって、サインの練習してたのを知ってるよ」

「おこがましい……。あまりにもおこがましい行為だ。だって、私は夢ゆめ乃のうつつ先生のサイン会の整理券を手に入れても、緊張のあまり気絶するのが心配で、悩み過ぎて、当日、結局寝込んで行きそびれた……そんな人間なんだ」

「『異郷の黒桜』の漫画家さんだよね。それは代わりにボクが行ったじゃないか。卒倒されたら、先生も困るっていう杏の考えも一理あるよ」

　全力で女の子向けの恋愛漫画だったので、ボクもちょっと卒倒しそうだった。

「できることなら……光義のお母さんには昔みたいに接してほしいんだ。「杏ちゃん。肉まん三つ食べる？」って、優しくしてくれた頃みたいに……。お隣の娘を様付けで呼ぶのは、できるならやめてほしい……」

「そこまでだとは知らなかったよ。とはいえ……杏が昔どおり泣き虫だとか、説明するのは難しいし、あんまり知られたくはないよね」

「ああ。それは黙っていてほしい。光義だけがわかっていてくれればいいんだ。だけど、昔みたいに突然肉まんを三つ勧めてくるお母さんに戻ってほしいのも確かだ」

　ボクの記憶だと、杏は三つは食べきれないと思いながらも、断るのが申し訳なくて無む理り矢や理り食べて、そのあと胸焼けで寝込んだので、そんな母さんに戻るのもどうかとは思う。

　杏は深くため息をついた。

「私のお母さんも最近は何も言ってくれない。昔はあんなに口うるさくて怖い人だと思っていたのに……」

「それは……杏のことを心配して、気遣ってくれているんだと思うんだけど」

「あと、聞いてくれ、光義。さっきコンビニで買い物したら、そこでもサインをお願いされたんだ。恥ずかしい……」

「近所のお店に杏のサインが増えるね」

　このあたりの杏が行くことのあるお店にはだいたいサインが飾られている。時々、遠くからサインの写真を撮りに来る人もいるんだとか。

「そしたら、やけに恐縮されてしまって、タダで色々もらってしまったんだ……」

　杏は手にしていたコンビニの袋を差し出した。

「これ、お土産のプチシューだ」

「そこ由来だったんだ。さっきの例え」

「タダとか申し訳なさ過ぎて、もう素顔でコンビニに行けない……。私のサインが飾ってあるなんて、もう恥ずかしくて恥ずかしくて……。何様だ!?　私は何様なんだ!?」

　赤くなった顔を両手で覆って杏あんずはフルフルと首を振った。

「それは杏への感謝の気持ちだと思うよ」

　ボクは椅い子すから立ち上がると、杏の傍そばにしゃがんで頭を撫なでた。

「ん……」

　杏が涙の滲にじんだ目を細めて、ニコリと微笑ほほえむ。

「光みつ義よしはいつも優しいな」

「別にそんなことは……」

「あ、でも。昔はちょっと怖かったな。小学生の頃は光義の顔を見るだけでトイレに行きたくなっていた」

「その新事実はちょっとショックなんだけど……。でも、確かにその頃は尖とがってたよね。だけど、今のボクは《仏》の光義だよ」

　ボクは頬ほおを緩めた。

「サインのことはボクから言っておくよ。疲れてるんだから、あまり困らせないでって」

「疲れてるなんてそんな。この程度のことは」

「だけど、杏。今日は帰ってくるの遅かったのは、戦闘だけが理由じゃないよね」

「どうしてわかるんだ？」

「上野の戦い、テレビで流れてたからね。慌てて録画したよ」

「だから、録画はやめてくれないか」

「それは無理だとして」

「さらっと流されてしまった……」

「テレビでヒヒって言ってたあの猿っぽいの、強そうな剋こく獣じゆうだったね」

「確かに弱い相手ではなかったが……。ゴリラと戦うよりはずっとマシだと思った」

「剋獣のほうがゴリラより強いと思うけど」

「だって、ゴリラは心優しくも強いんだ。私はそんなゴリラを尊敬している」

「敬意の話だったんだね。それはそれとして、その中継のちょっとあとに、杏のインタビューが流れてたんだ」

「それも録画したのか!?　なおさら消してほしいんだが」

「そればかりは無理だとして」

「また流されてしまった……」

「杏。ちょっと無理し過ぎじゃない？」

「私が？」

　杏はきょとんとした顔をする。

「だって……。この二週間で、もう六回も剋獣と戦ってるじゃないか」

　ボクでもわかるほど、ここしばらく剋獣の襲撃頻度は上がっている。

「それだけじゃないよ。今回みたいに空いてる時間はテレビとか雑誌の取材に使ってるよね？　普通は高校生活だけでもけっこう大変なんだ。それなのに命がけで戦って、取材に時間を費やして……」

　ボクはその上、杏あんずが学業のほうもおろそかにしていないことを知っている。

　英雄なのに、成績が悪かったら、みんながっかりすると、杏は半泣きだった。

「杏は英雄として特別視され過ぎるのが嫌なんだよね。それなら、ボクは取材なんかは断ってもいいと思うんだ。もっと身体からだを休めたほうがいい」

「ありがとう。だけど」

　杏は首を横に振った。

「私がテレビに出る。それでみんなは少しだけ元気になる」

　そう言って微笑ほほえむ。

「英雄として、剣けん皇おうとしての私がいる。剋こく獣じゆうを屠ほふる者がいる。それはみんなの希望になるんだ。私にできることは、剋獣と戦い、誰かの心に小さな希望を灯ともすことだけなんだ」

　微笑を浮かべた杏の黒い瞳ひとみに宿る意志はあまりに強くて、それ以上、何も言えなかった。

「そっか……。余計なことを言ってゴメン」

「い、いや！　光みつ義よしが心配してくれたことは嬉うれしいんだ！　その……私こそ、すまない！」

　慌てて声を上げた杏の頭をもう一度撫なでる。

　杏がそういうふうに決めてるなら、ボクは止められない。

　でも……とりあえず、母さんにはサインねだるの禁止って言っておこうと思う。

「あ。杏、その手」

　ボクは今さら気づいた。制服の袖そでから覗のぞく手首に包帯が見えた。

「怪け我がしてるじゃないか。あの時……ヒヒの攻撃を受け止めた時か」

「ああ。だけど、たいした傷じゃない。烈れつ火か剣けんが作ってくれる鎧よろい、龍りゆう鱗りんがほとんどの攻撃を防いでくれた」

　杏は自分の腕を撫でる。

「この程度で人を助けることができたんだ。本当によかった」

「でも……」

　杏の傷はこれだけじゃない。

　黒いタイツで隠された太ももには一週間以上前に別の戦いで受けた傷が残っている。

　剋獣に圧勝していると言っても、人を助けながら戦って無傷では済まない。

　テレビなんかじゃわからないけど、杏はいつも傷ついている。

「怪我、少し増えてないか？」

「心配してくれてありがとう。だけど、この程度、支障はない。今日戦ったヒヒは軽装種に分類される小型の剋獣だ。だが、私以外が戦えば、倒すことはできても多大な犠牲を払うことになる」

　杏あんずの言うとおり、彼女の到着が遅れた戦いでは、剋こく獣じゆうの進攻を阻止しようとした特とく守しゆに犠牲者が出たこともある。

　あの時、杏はボクの前で泣いた。

「私は戦わないといけない」

　決意を込めて言う。

　でも、ボクはその表情や仕草から、杏が疲労を溜ため込こんでいることに気づいてしまう。

「特に今は……今こそ、私ががんばらないと」

「今は……？　何かあるの？　剋獣の襲撃が増えているのも関係があるとか」

「う……。光みつ義よしは鋭いな」

　杏は気まずげに目を逸そらす。

「他言無用なんだが、実は……。五ご龍りゆう剣けんのひとつ、皇こう土ど剣けんの在あり処かが特定されつつある」

「それは杏の烈れつ火か剣けんと同じもの……」

「そう。私の剣は対異界外来種剣撃兵装、烈れつ火か剣けん改かい《焔ほむら》。剋こく獣じゆう五ご帝ていと同じく、異世界、四し海かい天てん宮きゆうから来た五龍剣のひと振りだ」

　杏が掌てのひらをかざせば赤い煌きらめきが躍り、そこに十字の曲刀が現れる。

「五龍剣は嵐らん樹じゆ、烈火、皇土、釼けん塵じん、流りゆう渦か……五大龍りゆう気きと呼ばれる力を操る剣だ」













「五大龍りゆう気きって、この世界で言えば古代中国の五行思想にある木火土金水の五大元素の考え方に近いんだよね。全すべてはこの五つでできているっていう」

「そうだ。例えば、私の烈れつ火か剣けんは火。炎を自在に生み出し、操る。龍気を操るのは剋こく獣じゆうも同じだが、五ご龍りゆう剣けんは奴やつらの龍気による防御、侵しん蝕しよく光こう帯たいを容易たやすく切り裂き、致命傷を与えることができる」

「侵蝕光帯の防御っていうのは、触れたものを砂に変えたりするあの光だよね」

「そうだ。万物を構成する五種の龍気。剋獣はそれを自らの龍気をもって操作することで、他のものの龍気のバランスを崩す。例えば皇こう土どの龍気以外を失わせれば、その物質は皇土の強い影響によって、砂や土に変わる。銃弾でも砲弾でも、炎や熱であっても、奴らが放つ龍気の光──侵蝕光帯に触れた瞬間、侵蝕変異されてしまう。その力は逆に言えば防御不能の攻撃手段でもある」

　ボクも映像で、剋獣がビルでも車両でも容易く変異させて粉砕しているのを見ている。

「しかし」と、杏あんずは続けた。

「奴らも無敵じゃない。剋獣は肉体を持つ。だから、侵蝕光帯さえどうにかすれば物理的な攻撃は有効だ。例えば、相そう克こくの関係で、その侵蝕光帯を無力化するという手がある」

「相克？」

「五大龍気はそれぞれが相互に干渉する。簡単に言えば相性がある。品しな川がわの戦いで特とく守しゆが仕掛けた対皇土障壁という電撃を流したトラップがあったな」

「えっと。石の竜……バジリスクだったっけ。あれに銃弾が通用するようになる直前に使ったものだよね」

「ああ。雷は龍気で言えば嵐らん樹じゆ。古代中国の五行で言えば、嵐樹は木、石せき竜りゆうの皇土は土。そして、双方は木剋土、つまりは木が土を剋こくする……木の根が土を破る、打うち滅ほろぼす、相克の関係にある」

「だから、嵐樹の龍気でもある雷は、皇土の龍気の侵蝕光帯を破って打ち消した。そのおかげで、特守の攻撃が届くようになった……ってこと？」

「ああ。それは一例として、相そう生しようという相手を生かす関係もあるんだが……。ともかく、そうしなければ攻撃を届かせることすらできない剋獣を相手に、五龍剣ならば、龍気を操ることによって、侵蝕光帯を直接叩たたき斬きることができる。さらには膨大な龍気を生かした圧倒的な攻撃能力。ゆえに、五龍剣は剋獣に対して最も有効な打撃を与えることが可能だ」

　その力がどれほどのものかは考えるまでもなかった。

　ボクは烈火剣が、普通の攻撃を防ぐ剋獣を瞬殺する光景を何度も目の当たりにしている。

「五龍剣は現在、三振りの存在が確認されている。ひとつは私が持つ烈れつ火か剣けん改かい《焔ほむら》」

「烈火剣以外の五龍剣……それを持つ剣けん皇おうというとアーリン・ゴルドウィンだよね」

「ああ。多国籍企業ゴルドウィンの若きＣＥＯ。アーリン・ゴルドウィンは金属を自在に操る五ご龍りゆう剣けん、釼けん塵じん剣けんを持つ」

　主にアメリカを中心として活動している剣けん皇おうだ。

　ボクもテレビで見たことだけはある。

「嵐らん樹じゆ剣けんも存在は確認されているんだが……あれを持つ者は剣皇とは言えない」

　杏あんずが表情を曇らせる。

「ともかくだ。残る二振りは水を操る流りゆう渦か剣けんと、大地を御する皇こう土ど剣けん。その後者が手に入りそうなんだ」

「それは……確かに重要だね」

「ああ。剋こく獣じゆうに勝つには、新たな剣皇が必要だ。五龍剣とそれが選ぶ使い手が」

　ボクもそう思う。剣皇が増えるということは、杏の負担が減るということでもある。

「しかし、五龍剣を手に入れようとしているのは、私たちだけではない。剣を狙ねらうのは、剋獣も同じだ。奴やつらを率いる剋獣の王」

「剋こく獣じゆう五ご帝てい……王おう種しゆ」

「ああ。王種の剋獣、剋獣五帝。それこそが異世界、四し海かい天てん宮きゆうを滅ぼした存在だ。奴らは他の剋獣とは違う」

「違うっていうのは？」

「奴らには肉体が存在しない。正確に言えば、その肉体は純粋な龍りゆう気きで形作られている。王種は攻撃を受けた時にはその肉体を龍気に戻す。実体を失った王種には物理的な攻撃は通用しない。強力な侵しん蝕しよく光こう帯たいと、非物質化する力は核兵器さえも無力化するだろう」

　杏が眉まゆを下げて表情を崩す。

「卑ひ怯きようだろ……。そんなものにどうすれば勝てると言うんだ……」

「え、えっと。でも、確か、剋獣五帝は傷ついているって。そうだったよね？」

「ああ。そうだ。だから、まだこの世界は存在している。奴らは先代の剣皇との戦いで大きな傷を負っている。四海天宮の剣皇は全すべて命を落としたが、それを為なして、私たちに五龍剣を残してくれた」

「だが」と、杏は続けた。

「五龍剣を奪われ、剋獣五帝が力を取り戻せば、この世界もまた四海天宮と同じ運命をたどることになる」

　杏は眉まゆ根ねに皺しわを寄せると、お腹なかを押さえた。

「うぅ……。胃が痛い」

「重圧に感じないほうがおかしいよ」

　世界を背負ってしまっているんだから。

「だからこそだ。私たちは奴らよりも早く五龍剣を……皇土剣を見つけなければならない」

　苦しげに眉根に皺を寄せて、杏は呟つぶやく。

「侵しん蝕しよく光こう帯たいに限らず、龍りゆう気きを斬きれるものもまた龍気だ。五ご龍りゆう剣けんなら、その龍気をぶつけることで、純粋な龍気である五帝をも討つことができる。四し海かい天てん宮きゆうには龍気を操る技術があるが、自然の龍気が少ないこの世界では、五帝には到底及ばない」

「だから……剣けん皇おうと五龍剣が戦うしかない。五龍剣なら剋こく獣じゆうの攻撃を防ぐことができる。剋獣を斬れる。五帝にも攻撃が届く」

「そう。そのためにも、新たな五龍剣が必要だ。剋こく獣じゆう五ご帝ていを倒せる唯一無二の手段だから」

「逆に言えば、剋獣もそれを手に入れようと躍起になっているのか。ここのところ、剋獣の出現が相次いでいるのは……」

「そう。皇こう土どの王おう種しゆ《皇こう土ど帝てい》タイサイが活動を活発化させているんだ」

　杏あんずは胃のあたりを押さえて小さくうめく。

「それに……皇こう土ど剣けんは五龍剣の中でも特別な位置にある剣だ」

「特別？　特殊な力があるとか」

「そうだ。さっき、五大龍気は相そう克こく相そう生しようの相性により干渉し合うと言った。だが、皇土だけは互いに干渉し合う五大龍気の中で唯一、全すべての龍気に対して親和性を持つ。無論、相克相生の関係も健在だが」

「親和性？」

「全ての事象を五行で示す五行説で言えば、土の元素は方位では東西南北のいずれでもなく、中央に当たる。四季でも、春夏秋冬のいずれでもなく、四季の交わる土用だ。そういう立ち位置だからか、皇土の龍気は他の龍気と交わり、あるいは自らを他の龍気へと変えることもできる」

「だから、皇土剣もそういう性質を持つってことなの？」

「そう。皇土剣は、言うなれば五龍剣を束ねる帝剣と言える」

　そう言った杏の表情が曇る。

「だからこそ、渡すわけにはいかない……。私は必ず勝たなければならない」

　皇土剣を巡る戦いの重圧が杏の顔に滲にじみ出でていた。

「でも、杏は現れた剋獣をきちんと倒してる。きっと大丈夫だよ」

「光みつ義よしがそう言ってくれると、少し心が休まる。だけど」

「不安？」

「いや、皇土剣を護まもらなければならないということは変わらない。ただ……」

　杏は何か言いづらそうだった。

「聞くだけしかできないけど。話なら聞くよ。剋獣のことで何か不安になることが……」

「実は阪さか井いくん。阪井克かつ也やくんのことなんだ」

「え？　克也のことなの？　五龍剣とか剋獣とか五帝のことじゃないの？」

　それはボクの友達の名前だった。

　ボクと杏あんずと同じクラスで、ボクがよく話す……つまりは、親友みたいな相手だ。

「実は……言いにくいんだが、阪さか井いくん荒いんだ」

「あいつ、荒っぽかったっけ？」

「いや、荒いんだ。その、鼻息が」

　杏は低い声で言った。

「そんなに荒いの？」

「荒いんだ。極めて。私がそばにいる時だけ」

　杏の顔は至極真剣だった。

「自分の感覚がおかしいのではないかと考えた。だから、普段の彼の呼吸と、私が近くにいる時の呼吸を比較してみたんだ」

「徹底的だね」

「失礼な間違いをしては困ると思ったんだ。私は《焔ほむら》から龍りゆう気きをこの身に流し込むことによって、身体能力を強化している。そこで戦闘時と同程度まで、教室でこっそりと龍気による強化を行った。その力は五感さえも自在に高めることができる」

「まさか教室で全力を発揮していたなんて」

「五感を限界まで高めた状態で私は阪井くんの呼吸を聞き比べた。その結果、やはり、阪井くんの鼻息が荒いことがわかってしまったんだ……」

「なるほど……」

「不安なんだ」

「克かつ也やの鼻息の何が不安なの？」

「だって、最近、授業中に呼び出されて戦闘に行くことが多いだろ？」

「うん……。ボクはできれば、そんなことが少なければいいと思うんだけど」

「剋こく獣じゆうを倒さなければならない。しかし、あまり授業に遅れるわけにはいかない。だから、私は戦闘が終われば極力、学校に戻るようにしている」

「偉いと思うよ。でも、無理はしないで」

「だけど……もしかして、私は汗臭くさいのか？」

「え？」

「ちゃんと汗は拭ふいてるし、制汗スプレーも使っているんだ！　だけど、もしかして……あんなに鼻息が荒いなんて……」

「いや、そんなことはないんじゃないかな」

「だけど、阪井くんの鼻息が荒いんだ。クラスのみんなに汗臭いなんて思われてたら……」

　ボクのほうに身を乗り出したところで、杏はピタリと動きを止めた。

　そして、身を離すと、部屋の隅にまで下がる。

「い、いけない！　私は今、戦闘の後だ！　近づいたりなんてしたら、汗の匂においが……」

　制服の袖そでや襟元をクンクンと嗅かぎながら、杏あんずが言う。

「そんなこと考えたこともなかった」

　ボクは部屋の空気の匂においを嗅ぐ。

　いつもの部屋の匂いに混じって、どこか甘い匂いがした。

　制汗スプレーのものなのかもしれないし、シャンプーの残り香なのかもしれない。

　それは杏の匂いだ。

「うん。イイ匂いだと思うよ」

「イイ、匂い……!?」

　目を丸くした杏の頬ほおが赤くなる。

「それは嬉うれしいが……だ、だけど、その……いや、恥ずかしい。そんなこと言われると、恥ずかしい……」

　顔を伏せてかぶりを振る。

　言っておいてなんだけど、ボクも恥ずかしくなってきた。

「ボクは大丈夫だと思うよ。気にし過ぎじゃないかな？」

「それならいいんだが……。いや、もうひとつ懸念があるんだ」

「匂いの話？」

　杏は頷うなずいた。

「実は……ネバネバしたものは胃痛に効くということで納豆を常食しているんだ。胃薬ばかり呑のむのも身体からだに悪そうだろ？」

「色々試していたんだね。胃痛が深刻そうで心配だよ」

「大丈夫。納豆のおかげで最近はだいぶマシだ。あるいはプラシーボだ。だけど、もしかしたら、阪さか井いくんはそれに気づいたのかもしれない」

「納豆の匂いがするって？」

「ああ。納豆は食べる時にはイイ匂いに感じることもあるが、一般的には臭くさいだろ？　念入りに歯磨きしているが……もし、その匂いが残っていたとしたら……。嫌だ……納豆臭い女の子なんて、ちょっと女の子としてどうかしてる……。発酵食品女子だ！」

「大丈夫だよ。杏。やっぱり納豆の匂いもしない。どちらかと言えば、杏の匂いは柑かん橘きつ系けいだ。発酵食品女子でもヨーグルト寄り？」

「それはありがたいんだが、身を乗り出してクンクンするのはやめてほしい……。恥ずかしくて死んじゃいそうだ……」

「ゴメン。そんなつもりじゃ……」

　顔を真っ赤にしたあと、杏はうつむいた。

　ボクも目を逸そらす。本当にそういうわけじゃなかったんだけど、こっちも気恥ずかしい。

「ヨーグルトは以前試したんだ。牛乳も。お父さんが以前言ってた、お酒の前に胃に膜を張る理論だったんだが、あまり効かなかった」

「色々試してたんだ。いや、そうじゃなくて」

　話を戻しつつ、ボクは杏あんずの頭を優しく撫なでる。

「杏。ボクに任せてよ」

「光みつ義よしに？」

「うん。幸い、ボクは克かつ也やと仲がいいし、それとなく訊きいてみるから」

「だけど、これ以上、光義に迷惑をかけるわけにはいかない」

「これぐらいのことはさせてよ。あいつの鼻息のことはボクに任せて」

　そう言うと、杏は少し笑ってくれた。

　剋こく獣じゆうのことはボクではどうにもならない。

　だから、せめて……克也の鼻息だけでもどうにかしたい。

　そもそも、なんなんだ。鼻息。





　　　◆　◆　◆






「克也って鼻息荒いほうだったっけ？」

「顔合わせた瞬間、なんやねん。お前は」

　朝、教室で会った克也にさっそく訊いてみたら、まっとうな返し方をされてしまった。

　確かに、ボクだってなんやねんって思う。

　克也は怪け訝げんそうにボクを見ている。

　さらさらとした髪と、甘い顔立ち、長身な上にほどよく引き締まった身体からだつき。

　克也は一言で言えばイケメン以外の何物でもない。

　その上、関西弁という軽い意外性まで持ち合わせている。

「ほんで鼻息がどうしたねん？」

「それは……」

　ボクは言葉に迷う。

　杏の傍そばで鼻息が荒くない？　なんて言うわけにはいかない。

「何迷ってるねん。俺とお前は親友や。心に垣根なんてないやろ」

「克也はイケメンな上、イイ奴やつだよね」

　ボクはしみじみ言った。

　そうだ。友達に遠慮なんて無用なはずだ。

「じゃあ、遠慮なく訊くけど。紅あか地ちさんが克也の鼻息が荒いって言ってたよ」

「なんやて!?　紅地さんが俺をっひょうっ!!」

　克也が変な声を上げた。

「落ち着いて克かつ也や。紅あか地ちさんが見てる」

　思わず克也は口を押さえる。

　今朝、杏あんずは普通に登校しているので、教室にいる。

　横目で様子を窺うかがえば、突然、自分の名前が出たことと、克也の奇声にビックリしていたのが見えた。

　その変化は一瞬で、すぐ取り繕って、剣けん皇おうの顔に戻っている。さすがは紅地杏だ。

「まあ、なんや……。お前、いいところ見とるな」

「鼻息について否定がないんだけど」

「否定か……。否定なんか、俺はせえへん。何な故ぜなら、紅地さんの傍そばにいる時、俺の鼻息は確かに荒いからや」

「そうなんだ……」

「紅地さんと俺。今、同じ空気を吸っとる……。そう考えるだけで荒くもなるやろ！　お前かってそうやろ!?　光みつ義よし！　お前も俺と同じなんや！」

「申し訳ないけど、ボクは違うかな」

「言っとくけどな……。俺が吸ってるのは、同じ空気だけやない。なんと、紅地さんを通過した空気も吸ってるんや。紅地さんが吐いた空気を、俺の肺が取り込むんや！」

「今、ボク、若干引いてるよ」

「紅地さんの匂におい……わかるか？　すごくイイ匂いなんや」

　ボクは曖あい昧まいな顔をせざるをえない。

　杏がイイ匂いなのは確かにそうだけど、さすがに克也と同じ反応をするのは、人としてちょっとどうかと思う。

「紅地さんのそばでわずかに香るその匂い……さながら柑かん橘きつ系けい。でも、それだけやない。紅地さんのはいてる黒いタイツ。そのしなやかな脚を覆うそれを見るたびに思うんや……嗚あ呼あ、嗅かいでみたい……ってな」

　ドヤ顔で言われた。

　克也の話を偶然聞いてしまったクラスの女子がすごく気の毒そうな顔でボクを見ている。

　いや、ボクは違うんだ。

　克也はイケメンな上に関西弁とか特徴的で、友情にも厚いイイ奴やつだ。

　ただ、ちょっと……時々、こんな感じなのでモテない。

「うん。克也。ボクたちが親友なのは変わらないけど、心にはちょっと垣根を作るね」

「なんでやねん!?」

　机をドンと叩たたく。

「お前……！　光義！　紅地さんと幼なじみやからって……マヒしてるんちゃうか？　紅地さんの魅力に慣れてしもとるんちゃうか!?」

「そんなことはないと思うんだけど」

　杏あんずはかわいいと思う。

　それにボクは……。

「お前、紅あか地ちさんとつきあってるとか疑われたことあるやないか。紅地さんが剣けん皇おうになってすぐの頃に」

「あったよね。紅地さんがボクの家によく来てるのを、週刊誌に撮られたんだよ」

「お前が紅地さん頼って、幼なじみやからって甘えて、なんか色々相談してたんやろ？　よかったなぁ。わりとすぐに疑いが晴れて」

「そうだね。ボクも自分があまりにパッとしないことが、つきあってるわけがないって説得力になるなんて思わなかった」

　実際、あの時、取材に対して「相談してただけなんです」って言ったら、あっさりと信じられてしまったのでそれはそれで軽くショックだった。

　結果的にはよかったんだけど。

「いや……。でも、よかったで。あの時な。お前がほんまに紅地さんとつきあってたら……俺、どうかなってたわ。俺、親友のお前のことまっぷた……いや、なんでもない」

「今、何て言った？　ボクを分割する気だったの？　分割危ないよね？」

　克かつ也やは首を横に振るばかり。

「……確かに、ボクは紅地さんとつきあったりなんかはしてないけど」

　小さく息を吐く。

「実は昔、紅地さんを助けたことがあるんだ」

「マジか!?」

「うん。とは言っても、犬からかばったことがあるぐらいなんだけどね。しかも、チワワ。獰どう猛もうだったけど」

　自分で言っておいてなんだけど、驚くほどたいしたことのないエピソードだ。

「いや、光みつ義よし。すごいでそれ。心底、羨うらやましいで。俺やったら、その想おもい出でだけを胸に、残る余生を過ごしてもいいレベルや。紅地さんを助けたんやで！」

「確かに一理あるね」

「こんなに冴さえない、怒らないことぐらいしかいいところのないお前でも、一生に一度ぐらい、そんなことはあるわけや」

「すごく棘とげのある言われ方だけど、ボクだって、昔はけっこう尖とがってたんだよ。小学生の頃は、こう……もっと荒々しくてグイグイいくタイプで」

　おかげで杏に本気で怖がられてしまったんで、色々我慢するようにしてたら、すっかり《仏》呼ばわりだ。もう、今は意識して我慢とかもしないけど。

「お前、何言うとるねん」

　克かつ也やは真顔で言った。

「常に受け身で、何を言われてもニコニコしとる。《仏》の光みつ義よしが何言うとるねん。攻めか受けかで言えば、お前は圧倒的受けなんや」

「なるほど。一理あるね」

「一理ないわ！　そこは否定しろや！　なんかニコニコしてんなや！　だからお前は《仏》なんや！《仏》ちょっとはもの申せ」

「そう言われるとそうかもしれない」

　という答えも、また流されてて、《仏》なのかもしれない。

　昔は本当に杏あんずに怖がられるほど短気だったんだけど……。

　いや、怖がられるのが嫌で、がんばって我慢してたら《仏》になっちゃったのか。

「……ん？　何の話やったっけ？　お前が《仏》やなかったら、紅あか地ち様と幼なじみという罪で、俺が殺してたかもしれんとか、そんなんやっけ？」

「違うよ。要約すると、克也の鼻息が荒いのを紅地さんが気にしてたから、ちょっと控えたほうがいいんじゃないかなって話だよ」

「なるほどな……。確かに、そうかもしれん」

　という話をしつつスマートフォンを弄いじっていた克也の指が止まった。

　ふと覗のぞき込こめば、そこにはネットのニュースのものか、一枚の写真が表示されている。

　関西を上空から撮影した写真だった。

　だけど、それはボクたちが子供の頃に見ていた光景とは違う。

　関西を黒い雲が覆っていた。やけに低い位置に留とどまる黒い雲は大阪を中心として、兵庫、奈良、和歌山、瀬戸内海の一部までに及んでいる。

「《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》か……」

　頷うなずくと、克也は映像を切り替える。

　そこには黒雲から雪崩落ちる巨大な滝があった。

　巨大な瀑ばく布ふは国道を遮り、その周囲一帯を沼地に変えている。

「剋こく獣じゆうの王おう種しゆ、五帝やったよな。《流りゆう渦か帝てい》オケアノスが作った水の壁や。まあ、言うまでもないか」

「うん……。紅地さんが剣けん皇おうになるよりも前。初めて出現した王種だったよね」

「そうや。あいつは瀑布水界とかいうあの滝で、関西を覆った。もう誰もあの中には入られへん。音信不通や」

《近畿侵蝕圏》の中は流渦の剋獣の巣そう窟くつになっていると言われている。

　だけど、それを確認できた者もいない。

「俺はちょうど関東こつちの親しん戚せきのところに来てて、助かったんやけどな」

　ボクは克也が家族の中でただ一人、《近畿侵蝕圏》に捕らわれることなく、そのまま関東の親しん戚せきのところに引き取られたことを知っている。

「あの時と違って、今は剣けん皇おうがおる。紅あか地ちさんは烈れつ火かの王おう種しゆ、ホルスを滅ぼして、関東が二つ目の近きん畿きになることを防いだんや。近畿の奪還作戦は失敗したけど、俺は紅地さんに心から感謝しとる。本物の英雄やと思っとる」

「英雄……か」

　杏あんずが英雄の重圧を感じていることを、ボクは知っている。

　だけど、克かつ也やみたいに救われている人は多い。

「紅地さんがおるから、関東は大丈夫やろ。そやけど、俺個人はどうなるかわからん。剋こく獣じゆうの襲撃も増えとるしな」

《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》のせいで家族と……引き離されている克也の言葉は重い。

「そやから……後悔せんように生きとるんや」

　その前向きさが克也らしい。

「紅地さんの傍そばで鼻息が荒くなる……それをやめて後悔するなんて嫌なんや！」

　そのちょっとどうかなーと思うところも、克也らしい。

「決意を込めて言ってるから、ボクには止めることできないけど。でも、紅地さん、ドン引きして、ちょっと怖がってたよ」

「マジか!?　俺が……引かれてた!?　紅地さんに!?」













　愕がく然ぜんとした顔で崩れ落ちた。

「どうしたら……。俺はどうしたらいいんや……」

「強く生きて」

　励ましてみたけど、克かつ也やはうなだれたまま首を横に振った。

　その……ゴメン。





　　　◆　◆　◆






「そんなわけだから、気にすることはないよ。克也はえっと……杏あんずを前にすると緊張してしまって、鼻息が荒くなっているだけみたいだから。あいつは緊張すると鼻息が荒くなる癖があるんだ」

　と、目一杯オブラートに包んで、杏に言った。

　ボクたちは一緒に帰り道を歩いていた。住宅街の向こうに夕日が沈んでいく。

「そうか……。そうなのか。それならよかった」

　杏は心底ほっとした顔をする。

「しかし……緊張するのか。もしかして、私はそんなに高慢に見えてしまうのだろうか……。この態度がよくないのか」

「大丈夫だと思うよ」

　また落ち込みそうになる杏の姿に、ボクは苦笑した。

「そうかな。光みつ義よしがそう言うなら、そうなのかな」

　杏は胸を撫なで下おろす。

　剣けん皇おうとしての凛り々りしくも固い表情ではなく、どこか柔らかな杏本来の表情をしている。

　ボクはそれをしみじみと眺める。

　杏が歩くと、制服のスカートがふわりと揺れる。

　フリルがあしらわれたスカートからは黒いタイツに包まれた脚が伸びる。

『紅あか地ちさんのはいてる黒いタイツ。そのしなやかな脚を覆うそれを見るたびに思うんや……嗚あ呼あ、嗅かいでみたい……ってな』

　突然、克也のドヤ顔が脳裏に蘇よみがえった。

　確かに杏は魅力的だ。

　脚はともかく。いや、脚もだけど。

　少し厚めの黒いタイツで包まれた脚は細い。

　だけど、それは頼りなくか細いわけじゃなくて、鍛えられて引き締まった細さだ。

　タイツがそれを引き立たせている。

　杏の綺き麗れいなところはそこだけじゃない。

　長く赤い髪は烈れつ火か剣けんの放つ炎にも似た鮮やかでまぶしい色をしている。

　制服ごしにも、作りもののように均整が取れた身体からだつきをしているのがわかる。

　普段、杏あんずの見た目を意識することなんてあまりない。

　だけど……気づいてみれば、いや、わかっていたことなんだけど、杏はとても綺き麗れいだ。

　ボクの胸が大きく鳴った。

「でも、ボクは匂におったりとか、そんなことはしない」

「匂う!?　や、やっぱり、そうなのか……」

「あ、違う！　違うから！　そういう意味じゃないから！」

　うっかり声に出してしまった。

　でも、実際、杏から匂うとしたら、それはいい匂いだ。

「い、いや、しかし……」

　言いかけて杏は言葉を止めた。

　杏の視線の先を自然と追ってしまう。

　そこにあったのは、あまり見慣れない……でも、いつの間にか当たり前になり始めている光景だった。

　国道を数台の車両が走り抜けて行く。それは特とく守しゆの小型トラックだ。

　陸自の車両の流用品らしいけど、特守らしく守備地区のエンブレムが入っている。

　連なって走るトラックに乗るのは、人間じゃなかった。

　長い首と蛇の頭を持ち、都市迷彩の制服を着た人がハンドルを握っている。

　助手席に乗るのは犬の頭を持つ人。

　それ以外にも甲虫かぶとむしの頭と身体を持っていたり、翼をたたんだ鳥のような人もいる。

「獣人……」

　ボクは呟つぶやいていた。

　この前、テレビで見た品しな川がわの映像でも、獣人の特守隊員が戦うのを見た。

　あの人たちは当然だけど、この世界の住人じゃない。

　剋こく獣じゆうに滅ぼされた四し海かい天てん宮きゆうで暮らしていた人たちだ。

　人間と同じ姿の人もいると聞くけど、あちらではそれも一つの種族に過ぎないらしい。

　滅ぼされた世界から、五ご龍りゆう剣けんと同じように、生き残った獣人たちも、この世界を訪れていた。

「多くの獣人たちが剋獣と戦うことを選び、特守に所属している」

　杏は去っていく車両を見つめたままで言った。

「彼らは私たちと違って、普通の生活ができない。日本にしても海外にしても、たいていは居留地に住まわされることを余儀なくされている。それは隔離に等しい……」

　自分のことのように悲しげに言う。

「そんな扱いを受けているのに、あの人たちは私たちに力を貸してくれるんだ」

「ニュースで見たり、杏あんずに聴いたぐらいでしか知らないけど。それはボクも思う」

　ボクは小さく吐息した。

「本当なら、この世界のことは、ボクたちがどうにかしないといけないんだ。特とく守しゆなんて名づけられた部隊じゃなくて、自衛隊が……。違うな。ボクだって、何かしなければならないはずなのに」

「光みつ義よしが思い悩むことじゃない」

「ううん。そうなんだよ」

　何もできないボクが言うことじゃないのかもしれない。だけど。

「特守の隊員の多くが獣人なんだよね。それはあの人たちが、剋こく獣じゆうや龍りゆう気きに対する知識を持っているし、それと戦う術すべも心得ているから……そう言われてるけど。本当のところは、この世界の人間を剋獣との戦いに使いたくないからだ」

「いや、それだけが理由でもない。しかたがないんだ。自衛隊ではなく防衛省対異界外来種守備隊特守ではないといけない。自衛隊を積極的に用いたくはなく、四し海かい天てん宮きゆうの技術を持たせたくもないという政治的な配慮は別としてもだ」

　杏は首を横に振る。

「剋獣には自衛隊の従来の装備の多くが有効ではない。重火器、装甲車や戦車に対して、剋獣はそれを無力化する術を持つ。剋獣を葬るにはあの光──侵しん蝕しよく光こう帯たいを破る術が必要で、その技術を持つ者、対剋獣戦のエキスパートが少数精鋭で当たるのが正しい戦術だ」

　杏はうつむいてほんの少し唇を噛かんだ。

「だから、特守なんだ。私は……そこに悪意なんてないと、信じたい」

　願うように言った。

「それに最近は志願して、特守に入ってくれる日本人も増えているんだ」

「ボクも新聞とかで見たよ。自衛隊から移る人もいるって」

　かぶりを振る。

「ゴメン。ボク自身が何もできないのに。こんな偉そうなことを言うなんて」

「何を言うんだ」

　不意に杏の手がボクの手に触れた。杏はその白い両手でボクの手を握っている。

　黒い目がじっとボクを見る。

「光義。お前は私の心の支えなんだ」

　ニコリと微笑ほほえんで、杏は言った。

「杏……」

　嬉うれしい言葉だった。でも、同時に罪悪感もある。

　支えと言っても、それはボクが何もできないことを証明している。

　その時、杏あんずの携帯が鳴った。

「《桔き梗きよう》？」

　頷うなずき、杏は通話の相手と短く言葉を交わす。

　携帯を切ると、彼女の表情は変わっていた。

「出撃なんだね。さっきの車両は関係あるの？」

「ああ。剋こく獣じゆうが出現して、あの車両も戦闘に向かうところだったようだ」

　そうなることをなんとなく予想していたのかもしれないと、ボクは思った。

「でも、杏。昨日も戦いに出ているよね。それに……まだ怪け我がも治ってないはずだよ」

「心配してくれてありがとう」

　そう言って、杏はボクの手を離すと歩き出した。

　止めようと手を伸ばしたくて、だけど、ボクにはそれができない。

「だけど、私は剣けん皇おうだ」

　赤い髪をなびかせて杏が振り向いた。

「獣人も、それ以外の特とく守しゆの人も、《桔梗》の人たちも戦ってくれるんだ。私はその力になりたいし、剋獣から全すべてを護まもりたい」

　杏の掌てのひらに炎と共に赤い光、龍りゆう気きが舞う。

「それに、私は対異界外来種特務殲せん滅めつ官かんという役割を与えられてはいるが、強制されて戦っているわけじゃない。戦うのはあくまで協力という形で、自由意思は尊重されているんだ。契約書もちゃんと読んだし、そう書いてあった」

　確かにそうかもしれない。

　でも、杏は要請を受ければ必ず戦いに行ってしまう。

　どんなに疲れていても、傷ついていてもだ。

　自由意思に任せる……建前はそうなっていても、剋獣の攻撃でどこかで誰かが傷つけば、命を落とせば、杏がそれに耐えられるわけがない。

　政府は自由意思を与えると言いながら、杏を英雄として祭り上げて、戦うことを仕向けている。

　もう今日は行かなくてもいいじゃないか。たまには特守に任せればいいんだ。

　そう言いたかった。

　だけど、ボクを見る杏の目はいつもの弱い杏じゃない。

　そこにいるのは戦う意志を瞳ひとみに宿した剣皇、紅あか地ち杏だ。

　だから、ボクは何も言えなかった。

　止めてしまえば、杏を迷わせて、よけい苦しめるだけだ。

「でも、光みつ義よし……」

　杏は呟つぶやく。

「実はこれだけ言っておいて、私は獣人の人たちが怖いんだ。最低だ……」

　いつもの杏あんずに戻った。

「怖いの？」

「だ、だって……虎とらとか狼おおかみとか蛇とか鶏とか……！　なんだか食べられそうだろ……。だけど、そう思うこと自体が失礼極まりない。私は最低だ……」

「そこでへこんじゃうんだ……。とりあえず、鶏は食べてはこないと思うけど」

「昔、ゲームで見たんだ。虐げられた鶏が徒党を組んで逆襲する様を。ハイラルの勇者が為なす術すべなく嬲なぶり殺ごろしにされるのを……。妖よう精せい持っててもダメだなんて……」

「それはボクのプレイが原因だよね。杏がハイラルが怖いけど、世界は救わないと申し訳ないから代わりに遊んでって言ってきて、ボクがプレイして……。だけど、調子に乗ったボクの勇者が、まさか、杏の心に深い傷を残しているなんて……」

「大丈夫。大丈夫なんだ。だって、私は鶏を斬きったりは……あぁ!?　だけど、《焔ほむら》は回転している！　回転はダメだ。回転してちゃ……あぁぁ……」

「あいつら、回転斬りじゃなくても怒るけどね。爆弾とか矢とか……子供は残酷過ぎる」

「あぁぁぁ……あ、ぁぁ。獣人さんがたくさん、たくさん……鶏が……」

　出撃前に一人でいっぱいいっぱいになってしまっている杏を見て、ボクは苦笑する。

「えっと……。鶏はともかく。それじゃ、獣人を見る時にこう考えてみたらどうかな？　虎や狼じゃなくて、猫や犬だって」

「いや、しかし、そんなに簡単に……はっ!?　容易にかわいく見える!?　さすがは光みつ義よし！」

　思いのほか、簡単に想像できたみたいだった。

　大挙して襲ってくる鶏も見た目だけはかわいいと思ったのだけど……口には出さない。

「よし。それじゃ、私は行く。猫さん、犬さん……。ふふふ。今、剣けん皇おうが行こう！」

　いつも以上のやる気をみなぎらせて、杏はその手の中の炎を振るう。

　烈れつ火か剣けんが姿を現し、赤い輝きが炎と共にまとわりつき、鎧よろいに変わる。

「ありがとう。光義。戦ってくる」

「えっと……。役に立てたなら嬉うれしいよ」

「ああ。光義はいつも助けてくれる」

　笑顔で言うと、杏は地を蹴けり、信じがたいほどに高く跳び、炎の軌跡を残して、特とく守しゆが去って行ったほうへ消えた。

「……戦いに行くモチベーションを上げたりとかは不本意なんだけどね」

　それでも、杏の心を少しでも癒いやすことができたならよかった。

　思いつつも、歯は痒がゆい想おもいは消えない。






　　　第三章　亡国の騎士は現い在ま









　品しな川がわ埠ふ頭とうに並ぶガントリークレーン。

　ビルほどもある赤い巨体は、キリンにも似た姿を、海に向かって並べている。

　正面には東京湾を挟んでお台場が、視線を転じれば倉庫や企業の社屋、品川駅に至る街並みを見下ろすことができるその上に、紅あか地ち杏あんずはいた。

　鋼鉄の建造物の上、赤い髪の剣けん皇おうは膝ひざを落とし、大きく息を吐つく。

　彼女は傷ついていた。

　制服はあちこちが破れ、焼け焦げ、長い脚を包む黒いタイツには穴が開いている。

　鮮やかな赤い髪は汗で頬ほおや首筋に張りつき、食い縛った歯から漏れる息は荒い。

　破れた服の下に見える肌には打撲や擦過傷がいくつもある。

　そして、彼女の手の中にある十字の剣、烈れつ火か剣けんは刃こぼれし、亀き裂れつさえ生じていた。

　杏がまとう赤色の装甲、龍りゆう鱗りんも罅ひび割われ、砕けたものが火の粉と化し、風に散っていく。

　杏がいるガントリークレーンから見える範囲に人影はなかった。

　周囲の倉庫やコンテナ、火力発電所の近辺だけではなく、はるか西に見える品川駅に至る住宅街や、オフィスビルの狭間はざまにも誰もいない。

『殲せん滅めつ官かん。本当にやるつもりですか？』

　杏が耳に着けた通信機から女性の声がした。

　彼女の声からは心底、杏のことを気にかけていることがわかる。

「タタラさん。心配してくれていることに礼は言う」

　そう言いながら、杏は震える脚で立ち上がった。

「だけど、私がやるしかないんだ。ここで食い止めるしかない。いや、違う」

　烈れつ火か剣けん改かい《焔ほむら》を握りしめて、杏は東の空を睨にらんだ。

「ここで奴やつを討つ。私が……烈火の剣皇、紅地杏が！」

　彼女の視線の先、東の空が赤く染まっていく。

　東京湾を挟んで見えるお台場のさらに向こう、地平線に太陽が昇ってくる。

　しかし、空には既に太陽があった。

　地平線に見えるものは太陽ではない。

　海の向こうに、眩まばゆく光り輝くとてつもなく大きな炎の塊がいた。

　それは大きく翼を広げた巨大な鳥の形をしていた。

　翼と翼の端から端までが少なくとも一キロ以上はある。

　太陽の巨鳥に付き従うように、周囲には翼持つ炎の獣たちが無数に群がっている。

「《烈れつ火か帝てい》ホルス」

　杏あんずはそれの名を口にした。

「剋こく獣じゆう五ご帝ていの一体。王おう種しゆ二号。太陽神の名を与えられた、神にも等しい化物」

　忌いま々いましげに言う。

　ホルスはその巨大な翼をはためかせ、杏がいる品しな川がわを目がけて、突き進んでくる。

「ホルスはここまで、火力発電所を襲い、烈れつ火かの龍りゆう気きを喰くらうことで、その身を肥大化させながら進んで来た」

　杏は通信機越しに言う。

「《桔き梗きよう》と特とく守しゆ、海上自衛隊の力を借りて、私は烈火の龍気が薄い洋上で戦いを挑んだにもかかわらず、敗北した。だから、奴やつは生きている。被害も出してしまった」

　杏の声に悔しさが滲にじむ。

「ホルスの次の狙ねらいはこの品川の火力発電所だ。だが、その本当の目的はさらにその先にある。そうなのだろう？」

『……そのとおりです』

　少し迷いながらも通信の声、タタラは応こたえる。

『ホルスの目的は富士山です。日本最大の烈火の侵しん蝕しよく因子が蓄積された霊山』

「不死の霊山を喰らい、不死鳥にでもなるつもりか」

　杏は吐き捨てた。

「剋獣五帝は四し海かい天てん宮きゆうを滅ぼした。しかし、その最後の戦いで力を失っている。そうだな？」

『はい。それは先代の剣けん皇おうたちが命を賭とした結果です』

「なら、剋獣五帝が四海天宮と同じ力を取り戻せば、五ご龍りゆう剣けんにも勝ち目はない。この世界もまた、四海天宮と同じ運命をたどる。そういうことだ」

　タタラの返答はないが、それは肯定を意味していた。

「だからこそ、私がここで決着をつける。タタラさん。作戦どおりに頼む。四海天宮の二の舞は求めない。そのための《桔梗》だろ？」

『しかし……』

『タタラ。紅あか地ち殲せん滅めつ官かんの言うとおりよ』

　通信の向こうで、別の女性の声がタタラの言葉を遮った。

『シビ局長。しかし……』

　地平の果てからは、もうひとつの太陽が刻一刻と近づいて来る。

「タタラさん。シビ局長。頼む」

　通信の向こうでタタラはほんの少し黙り込む。

『わかりました。紅地殲滅官』

　応えたタタラの声にはもう迷いはなかった。

『五秒後、作戦を発動します。シビ局長もそれでいいですね』

『ええ。それが《桔き梗きよう》の役割なのだから。東京の……いえ、この世界の命運をあなたに託すわ。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん』

「ああ。やってくれ」

　そう言うと、杏あんずは目を閉じ、深く息を吸う。

　ちょうど五秒の後、タタラが宣言した。

『烈火帝迎撃作戦金烏殺し発動』

　直後、杏の後方で爆音が響き、熱波が彼女を襲う。

　品しな川がわの火力発電所が爆発し、大きな炎を噴き上げていた。

　杏は動じることなく、《焔ほむら》を空へ掲げた。

「奪われる前に、この力を私が使う。真っ向勝負だ」

　刃こぼれした《焔》の刀身が赤く鋭い輝きを放つ。

「烈れつ火かよ……！　万物を育み、焼き尽くす猛たけき炎よ！　私に、剣けん皇おう、紅地杏に力を!!」

　爆破された火力発電所から巻き上がった炎が渦を巻く。

　周囲のものを焼き、それらが生じた炎をも巻き込みながら、膨大な火炎の塊が空へ舞い上がり、杏のもとへ落ちてくる。

　彼女の赤い髪をなびかせて、爆炎がその周囲を取り巻く。

　それは長大な炎の蛇、あるいは赤い龍のようだった。













　とぐろ巻く爆炎は掲げられた烈れつ火か剣けんに向かい、刀身にまとわりつき、吸い込まれていく。

　炎を取り込み、烈火剣が赤い光を放つ。

　その輝きは爆炎を呑のみ込こむほどに増し、炎の赤に負けない真紅の輝きで周囲を照らしていく。

　刀身に刻まれた傷がみるみるうちに修復され、杏あんずのまとう赤い鎧よろい、龍りゆう鱗りんもまたもとの姿と輝きを取り戻す。

「……く」

　杏の喉のどから苦痛の声が漏れ、表情が歪ゆがむ。

　だが、彼女はそれを噛かみ殺ころし、炎の吸収を続ける。

　やがて、全すべての炎が《焔ほむら》に吸い込まれて消えた。

　赤々と輝く十字の剣から、その輝きが彼女の身体からだへと移っていく。

　杏の赤い髪が風をはらんで広がった。その一本一本が、《焔》と同じ赤しやつ光こうをまとう。

　軽装甲である龍鱗が火の粉に似た光を散らし、彼女の周囲を虚空から現れた炎が躍る。

　ホルスは既に東京湾に入り、海原を赤く染め上げていた。

　とてつもなく長い翼がはためき、熱風が吹き寄せる。

　ガントリークレーンを踏んで立つ杏は、それに対して臆おくすることなく、烈れつ火か剣けん改かい《焔》を構え、巨大な火の鳥を真正面から睨にらみつける。

「さあ、ホルス。戦いの始まりだ」

　烈火剣が炎を迸ほとばしらせ、杏を中心に紅ぐ蓮れんの柱を立ち上げた。

　彼女の制服の端がかすかに焦げ、頬ほおを汗が伝い落ちる。

　通信機からシビの声がする。

『紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。烈火剣は今、烈火の侵しん蝕しよく因子を過剰に吸収しているわ。龍りゆう魂こんの侵蝕因子を用いず、周囲の侵蝕因子の操作によって戦闘を行う場合、対異界外来種剣撃兵装本来の稼働限界は超越できる。だけど、許容量を超えた侵蝕因子は殲滅官自身の肉体を蝕むしばむわ。烈火剣より先に、あなたの限界が来るのよ。下手をすれば侵蝕因子による変異が起こる。防御手段を持たず剋こく獣じゆうの侵しん蝕しよく光こう帯たいに触れた者のように……』

「わかっている」

　杏が立つガントリークレーンが彼女が放つ高熱に耐えきれず、融解を始めていた。

「烈火の剣けん皇おう、紅地杏が灰になるのが先か。それとも、《烈れつ火か帝てい》ホルスが燃え尽きるのが先か！」

　杏はおもむろにガントリークレーンを蹴けり、空へと飛び出した。

　烈火剣を振るい、巻き起こった爆炎に吹き飛ばされる形で、彼女は炎に染まる空を駆け、迫るもうひとつの太陽へと向かう。

《烈火帝》ホルスが敵を認め、甲高い叫びを上げた。

　それだけで海が爆はぜ、水蒸気が吹き上がる。

「ホルス!!　これが、私とお前の最後の戦いだ!!」

　品しな川がわ埠ふ頭とうに閃せん光こうが走り、ぶつかり合う二つの炎が周囲のものをことごとく吹き飛ばしていく。





　　　◆　◆　◆






　不自然な物音で、ボクは目を覚ました。

　部屋は真っ暗で夜明けはまだ遠い。

　眠い目をこすりながら、ベッドの上で身体からだを起こすと、そこに赤い髪の女の子が立っていた。

　杏あんずだった。

　その周囲がぼんやりとした赤い輝きに包まれている。

　手の中には炎を帯びた烈れつ火か剣けんがある。

　ただ、杏はパジャマ姿だった。

　デフォルメされたゴリラがプリントされた桃色のかわいらしいパジャマと、手にした異形の十字剣のアンバランスさがとんでもない。

「杏。何してるの？」

　尋ねつつ、ボクは杏の後ろにある窓が大きく開け放たれていることに気づいた。

「……もしかして、窓から入ってきたの？」

「あ、う……そ、そのとおりだ」

　恥ずかしそうに目を伏せて、杏は応こたえる。

　昨日の夜はまだ春先なのに少し暑くて、ボクは窓を開けて寝ていた。

　お隣の二階の部屋に来るぐらい、剣けん皇おうには造作もないことだろう。

「すまない。勝手に入ったことは詫わびる。いや、詫びても詫びきれない。でも、その……」

「寝てただけだし、別に気にしないよ。何かあったんだよね？」

「ああ。その、実は……」

　話しづらいのか、落ち着きなく烈火剣を回転させたりする。

「怖い夢を見たんだ。それで眠れなくなってしまって……」

「そうなんだ。話して楽になるなら、聞くよ」

「すまない。光みつ義よしに聞いてもらえれば楽になると思う。実は……その。私が《烈れつ火か帝てい》ホルスと戦って、品川を焼き尽くす夢なんだ」

「……それ、夢というか現実で、剣皇最大の戦果だよね。四し海かい天てん宮きゆうから続く戦いで、杏は唯一、剋こく獣じゆう五ご帝ていを討ち取ったっていうんだから」

「それはそうなんだが……。品しな川がわを焼いてしまったのも事実だ」

「確かにそうかもしれないけど、誇るべきことだと思うよ」

「でも、あの時、私が押し込まれなければ、街は壊されなかったんだ。品しな川がわ焦しよう土どだなんて呼ばれるようになることもなかった」

　杏あんずは涙目で烈れつ火か剣けんを抱きしめる。

「夢に見たせいで、そういうことを考えていたら、眠れなくなった。そんな感じ？」

「そのとおりだ。ああ、どうしよう……。このままじゃ、明日、学校で居眠りして、剣けん皇おうが授業中に居眠りということになってしまう……」

「確かに居眠りはあまりよくないよね」

「よだれまで垂らしたら、私はもうどうしたらいいかわからない……」

「ボクはそれ以上にここのところの連戦で疲れてるのに、眠れないってことが心配だよ」

　言いつつ、杏の顔を見れば、暗がりの中でも疲労が残っていることがよくわかる。

「それじゃ、ホットミルクでも入れようか。砂糖を多めに入れたのを飲めば、けっこう落ち着くと思うんだけど。他にボクにできることがあれば……」

「光みつ義よし。一緒に寝てくれないか」

　腰を浮かしたところで唐突に言われて、危うくベッドから転げそうになった。

「え？　今、何て？」

　思わず確かめてしまう。

　立ったままの杏を見上げる。

　寝起きでボーッとしていた頭が一気に覚かく醒せいしてしまった。

　ボクの部屋にパジャマ姿の杏がいる。

　女の子がパジャマ姿だというだけで、ドキドキするのに、一緒に寝てとか言われた。

「だから……一緒に寝て欲しいんだ」

　もう一度言われてしまった。

　その上、杏はボクのほうへ足を踏み出して、すがるように、涙目のままでボクを見つめてくる。

　それは子供のおねだりのようでいて、だけど、なんとも言えない色香を帯びた表情だ。

　上気した頬ほお、パジャマの襟元から覗のぞく白い首筋。

　ボクはゴクリと唾つばを呑のみ込こむ。めまいすら覚えてしまう。

「……一緒に寝るって……。つまりは……えっと」

　がんばって何を言うべきかひねり出す。

「添い寝ってことだよね。そっちで合ってるよね？」

「そう。それだ」

　……いや、もちろん、杏が変な意味で言ったわけじゃないのはわかっていた。

　杏あんずはその……なんというか、無防備過ぎるところがある。

「え、えっと……」

　ボクの中の理性という理性をフル動員して、頭を横に振る。

「それはよくないんじゃないかな」

「い、嫌なのか……。だけど、一人じゃ心細くて、申し訳なくて……。だから、私……」

「いやその……嫌じゃないよ。でも、さすがに同じベッドで寝るのはまずいと思うんだ。ほら、倫理的にアウトかなーって」

「何な故ぜだ？　何故、光みつ義よしのベッドで一緒に寝るのがまずいんだ？　ただの添い寝だろ」

　何故と言われてしまった。

　なんだかもうこのまま受け入れてもいいような気がしてしまったけど、ダメだ！

　杏が天然で、後先考えずに言ってることはもうわかってる。

　そこにつけ込むような真ま似ねはできない。

「何故……。うーん。一言で言うと、ボクらの年齢でそれすると夫婦みたいで……」

「……っ!?」

　杏はのけぞって、後ずさると、そのまま壁に背中をぶつける。

　目を丸く見開いたまま、唇を震わせる。

　その顔は暗い部屋の中にいるのに真っ赤だとわかる。

「ち、ち、ち、違うんだ！　違うんだ！　光義!!　そういうわけじゃないんだ!!　私も知らなくて言ったわけじゃないけど、そういう意味じゃなかったんだ!!」

　声を上擦らせる。

「ゆ、夢のせいで動揺していて、それで自分の言ってることに気がつかなかっただけで……。そ、その、はしたない女の子じゃ、えっちなんかじゃないんだ……」

「わかってるよ。わかってるから。ああ……泣かないで」

「光義……。私……」

　とりあえず、起き上がったボクを、杏は涙目のまま上目遣いに見つめてくる。

　こんな顔をされて、何もしないわけにはいかない。いや、変な意味のほうじゃなくて。

「えっと。さすがに朝までってわけにはいかないから、明方には窓から帰ってもらうことになっちゃうけど」

　ボクは毛布を取り出して、床に大きめのクッションを敷くと、そこに寝そべった。

「杏はベッドで寝て」

「いや、しかし！　それはさすがに悪い！」

「でも、一緒にベッドに入るわけにはいかないし……」

「そ、それは……」

「それに、眠れないんだよね。それならボクはゆっくりと寝ていってほしい。ボクのベッドなんかで悪いけど……」

「悪いだなんて！　押しかけたのは、私だし……その」

　しばらくモジモジとして迷ったあと、杏あんずはボクのベッドに入った。

「光みつ義よしは本当に紳士だな」

「これは当たり前のことだと思うよ。あ、杏。烈れつ火か剣けん持ったまま」

「あ！　そうだった」

　その手にあった烈火剣が赤い燐りん光こうと化して消える。

「……いつものことだけど、不思議だね。烈火剣が消えたり、鎧よろいが出てきたり」

「ああ。《焔ほむら》はこうして剣の形をしているが、純粋な龍りゆう気きで構築されたものだ。普段、《焔》の龍気は私自身と一体化している」

「実体を作ることができるのは剋こく獣じゆう五ご帝ていだけじゃないんだね」

　驚いたけど、確かに、龍気を操ることができるなら、剋獣五帝と同じことができてもおかしくはないのかもしれない。

「そうだな。あの鎧、龍りゆう鱗りんも龍気を凝縮して物質化したものだ。加えて、見えない部分にも、剣を持たない時でも、龍気の防御は張り巡らされている。剋獣のまとう光、侵しん蝕しよく光こう帯たいは強度で言えば、龍鱗と不可視の龍気の中間というところか」

　そこまで言って、杏は口を押さえた。

「こんな話をしている場合じゃなかったな。すまない。眠らなければ」

「いや、いいよ。実は初めて聞いたし」

「だけど、光義を起こしてしまったんだ。早く寝直さないと」

「改めてだが。ありがとう」と言うと、杏はボクのベッドに潜り込んだ。

「温かい……」

　杏が呟つぶやく。

　それはけっこう気恥ずかしい。

　さっきまで寝ていたボクの体温が残っているだけだ。

　烈火剣の光が消えて、部屋は薄い闇やみに包まれた。

　ボクもクッションに身を沈める。

　ベッドと比べるとやっぱりちょっと寝づらいけど、そんなに辛つらいわけでもない。

　毛布にくるまって、なんとなく暗い天井を見上げる。

　遠くで車の音が聞こえる他は、音らしい音は聞こえない静かな夜だった。

　そんな静寂の中で、ボク以外の呼吸の音がすぐ近くから聞こえる。

　規則正しくて静かな吐息はベッドで寝ている杏のものだ。

　ふとそちらに視線をやると、杏と目が合った。

　杏が柔らかく微笑ほほえんだ。

　目を細めた笑みは少し眠そうで穏やかで、どこか懐かしい。

　剣けん皇おうとしての杏あんずでも、心を痛めて辛つらそうな顔をしている杏でも、部屋に来て、ボクに相談している時の杏でもない。

　今、そこにいる杏はボクが知る、剣皇になる前の杏の顔をしている。

「光みつ義よし」

　眠いからか、少し舌足らずな感じで言う。

「どうしたの？」

「手を繋つないでもらってもいいか？」

　ベッドから杏の手が伸びた。

　指先まで白く綺き麗れいな手だ。だけど、パジャマの下には包帯が見える。

「光義に触れていると安心できるんだ」

　杏は少しだけ顔を曇らせた。

「……ダメ、か？」

「そんなことないよ」

　ボクは杏の手を握り返した。

　手と手が触れ合い、ゆっくりと指先が絡み合う。

　杏の手は柔らかで少し冷たくて、ボクの手よりも小さかった。













　闇やみの中で、手を繋つないだまま、ボクたちは見つめ合っていた。

　杏あんずの表情はどこか儚はかない。

　小さな手をした彼女は世界を背負うにはあまりにもか弱く見えた。

　この手を離せば消えてしまうかのような、そんな錯覚を覚えて、ボクの手に力がこもる。

　杏もギュッと握り返してきた。

　ベッドの杏と、床に寝ているボクの距離は、いつも部屋で話している時と変わらない。

　もしかすると、むしろ遠いぐらいかもしれない。

　だけど、ボクの胸は驚くほどに高鳴っていた。

　心臓の音、それに呼吸の音が静かな部屋の中にやけに大きく聞こえる。

　その音は自分のものだけじゃないように、杏の鼓動と重なっているような気がした。

「……こうしていると、本当に安心できる」

　杏がポツリと言った。

「怖い夢を見ただけじゃないんだ」

　儚い笑みの中、その目に悲しみがよぎる。

「夜、一人でいる時、思い出してしまう」

　杏の手に少し力が入る。

「《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》の戦い。失敗に終わってしまったあの戦いのことを……」

　それは《烈れつ火か帝てい》との戦いのあと、釼けん塵じん剣けんの使い手、もう一人の剣けん皇おうアーリン・ゴルドウィンと、彼女が率いる民間軍事会社ヘパイストス主導で行われた奪還作戦だ。

　だが、作戦は失敗した。

　あの大だい瀑ばく布ふ、瀑布水界は異様に強固で、破ることさえできず、迎撃に現れた流りゆう渦かの剋こく獣じゆうの攻撃は熾し烈れつを極めた。

「あの戦いでたくさんの人が死んでしまった」

　参加していたヘパイストスと、陸上自衛隊、特とく守しゆの獣人、確かに多くの犠牲を払った作戦だった。

　杏は責任を感じている。

　それはわかっていたけど、いまだこれほど重荷に感じていたんだ。

　ボクはそれに気づかなかった。

　たった一人を助けるために、英雄であるはずの自分の身を投げ出そうとするような子なんだ。

　心を苛さいなまれていてもおかしくはなかったのに。

「だけど、あの時、杏はバックアップだったんだよね。特守と《桔き梗きよう》、杏は、陸自とヘパイストスの作戦の援護に出ていただけだって、ボクは聞いてるよ」

「確かにそうだ。私が前線に出ることはアーリンが認めなかった。それは管轄の違いだけじゃなくて、私の操る烈れつ火かの龍りゆう気きが瀑ばく布ふ水界を作り出す流りゆう渦かの龍気と致命的に相性が悪いからだ。火は水に消される。五行で言えば水剋火。私の烈火は流渦には勝てない」

　そういうものだと言いながらも、杏あんずは悔しそうだった。

「私が烈火だから……何もできなかった」

「それはしかたがなかったことだし、杏はがんばってるよ。あの時も、たくさんの人を助けたんだって聞いてる」

　烈火と流渦、水剋火。

　そんな不利な状況にありながらも、結局は彼らの退路を開くために戦ったのを、ボクは知っている。

　作戦のあと、帰ってきた杏は傷だらけだった。

「杏はすごいよ」

　本心からの言葉だ。

　だって、杏はボクと同じ年齢なのに、その命を削って、誰かのために戦い続けている。

　品しな川がわを焼き尽くす《烈れつ火か帝てい》の猛攻に正面から立ち向かって、この世界を護まもって、それでもなお、戦い続けている十六歳の女の子にこれ以上何を求めることができる？

　なのに、杏は首を横に振る。

「それじゃダメだ。私は戦わないといけない。勝たないといけない。護らないといけない」

　その目から涙がこぼれ落ちる。

「だけど、私は!!」

「杏！」

　ボクは思わず身を起こした。

　身を乗り出すと、杏もベッドの上で身体からだを起こす。

「あ、いや……すまない。叫んだりなんかして……夜中にこんな非常識な……」

「違う。違うんだ」

　何と言っていいのかわからないけど、ボクはそのまま口を開く。

「杏が無理をする必要なんてないんだ。杏が戦う必要なんてないんだ！　英雄である必要なんてないんだよ！」

「光みつ義よし……」

　杏は呆ぼう然ぜんとした顔でボクを見つめていた。

　その唇がかすかに綻ほころび、また一筋涙がこぼれた。

「その言葉だけで、私は救われる。また戦える」

「ボクは、そんなつもりじゃ……」

「声を荒らげて本当にすまなかった」

　涙を拭ぬぐった杏が顔を上げる。

　そこにいるのは幼なじみの杏あんずじゃなかった。

　眉まゆを上げて凛りんとした表情は剣けん皇おうとしての紅あか地ち杏だ。

「私は戦う。剣皇として。それが多くの命を護まもれなかった私の役割だ」

　ボクは何か言おうとして、結局言えないまま奥歯を噛かみしめた。

　そんなことを言われたかったんじゃない。

　ボクは慰めのために言ったわけじゃなかったんだ。

　それはボクの本心からの言葉だ。

　烈れつ火かの剣皇がいなければ世界がどうなるかわからないこともわかっているけど、そんなことは関係ない。

　ボクには杏が必要だ。

　杏がいなければならないんだ。

　何な故ぜなら、

「杏、ボクは！」

　君のことが……！

　ボクはもう一度奥歯を噛みしめて、そこで言葉を止めた。

「光みつ義よし……？」

　不思議そうに杏が見上げてくる。

　ボクは無理に笑みを作った。本当に笑えているのかどうかはわからない。

「そろそろ寝ないと、明日が辛つらいよね。寝よう」

　ボクは身を引いた。

　まだ杏に伝えたことがない気持ちを伝えたかった。

　だけど、何も言わなくてよかったと、ボクは思い直す。

　例えば、その気持ちを伝えたなら、優しい杏は、別にボクに対してそういう感情を持っていなくても受け入れてくれるだろう。

　でも、英雄である杏と、ボクでは絶対に釣り合わない。

　色々な不都合が出てくる。

　ただでも目立つ杏のことなのだから、世間も黙ってはいないだろう。

　そして、杏はそのことを気にかけて、また負担を増やしてしまう。

　彼女が抱える重荷を増やすなんて、そんなことできない。

　だから……これでよかった。

　こうして話を聴いて、手を繋つないで、近くで寝て、……杏の抱えるものを少しでも和らげることができるなら、それだけでかまわない。

「光義。大丈夫か？」

　不意に杏が言った。

「な、何が？」

　思わず声が上擦る。

「その……何か言いたそうだったのに、我慢したように見えたから、《焔ほむら》で強化された感覚で動どう悸きの変化を窺うかがっていたんだが……」

「またその手できたんだね」

「私だって、光みつ義よしの友人なんだ。光義に悩みがあるなら、相談に乗る。乗る……乗れるのか？　私に……。私如ごときに……」

「そこで落ち込まれるとは思わなかったよ」

　とはいえ、ボクの想おもいを告げるわけにはいかない。

　何かおかしいことは感づかれてしまったし、どうしよう……。

　その時、ボクは以前から考えていたけど、言い出せないままだったことを思い出した。

「ねえ、杏あんず。どこか出かけたいところはない？」

「出かけたいところ？」

　杏が目を丸くする。

「うん。その……息抜きにどこかに遊びに行こうなんて。そんなことを考えていたんだ」

　杏が精神的に消耗しているのは間違いない。

　ボクには戦う彼女を支える術すべがない。

　こうやって話を聴いたりはできるけど、もっと何かしてあげたい。

「出かけたい場所……。だけど……」

「杏が忙しくて疲れてるのはわかってるよ。でも、ちょっとだけでいいんだ。時間が空いてたら……場所もどこでもいいんだよ。杏が行きたいところならどこでも」

　言いながらボクは杏が少し困った顔をしていることに気づいた。

「すまない……。皇こう土どの剣のことと、《皇こう土ど帝てい》の剋こく獣じゆうとの戦いが増えていることで、いつ呼び出しがあるかわからなくて……」

「そ、そうだよね。ゴメン。疲れているのはわかってるのに……」

「違う。違うんだ！　光義！　私は、そんな……行きたくないわけじゃなくて……」

　杏は眉まゆを下げて、うつむく。

「あ！　そうだ！」

　不意に声を上げた。

「サンシャインシティの水族館だ。あそこに行きたい」

「サンシャインシティ？　昔、家族で行ったことがあるところか」

　もちろんそれは剋獣は存在せず、杏も剣けん皇おうなんかじゃなかった、幼かった頃のことだ。

「日曜の午後早くは空いているんだ。そのあとには用事があるんだが……だけど、光義がよかったら……あぁ!?　勝手に時間を決めてすまない！　光義が忙しければ私は……」

「いや、いいよ。ボクは帰宅部で暇な奴やつなんだ。その日、一緒に行こう」

「本当か！　楽しみにしている！」

　目を輝かせると、杏あんずは弾むようにベッドに潜り込んだ。

「そうと決まれば、体力を残しておかないとな！　あ!?　まずい！　楽しみになり過ぎて、目が冴さえてしまった」

「じゃあ、やっぱりホットミルク入れてくるね」

　苦笑するとボクは部屋を出て、キッチンに向かった。

　無理させてしまったかな……と、ちょっと後悔する。

　だけど、その一方で、少しでも杏の心を癒いやすことができればとも思った。

「がんばらないと」

　夜中のキッチンで一人気合を入れる。





　　　◆　◆　◆






　ＪＲ高田馬場駅で乗り換えて、ボクは久々に山手線の沿線を電車の窓の外に見る。

　日曜のお昼だということで電車はそれなりに混こんでいて賑にぎやかだ。

　何か月か前に来た時と雰囲気は変わらない。

　窓の外にも東京の中心らしい街並みが広がっている。

　ただ、そんな中に、崩れたビルや焼け落ちた家、特とく守しゆの車両が見える。

　それも今の東京らしい風景なんだろう。

　ボクはＪＲ池袋駅で電車を降りると、待ち合わせ場所のいけふくろうに向かう。

　池袋の待ち合わせ場所としてメジャーないけふくろうは、ボクも見たことがあるし、場所もわかってる。でも、西東京がホームグラウンドなので、いけふくろう自体で待ち合わせたことはなかった。

　たどり着けば、なんとも言えない淡泊な顔をしたふくろうの石像の前では、たくさんの人が待ち合わせていた。

　多分、この光景も剋こく獣じゆうが出現する前と変わらないんだと思う。

　カップルも多い。

　例えば、ボクと杏がここで待ち合わせしているのを知り合いに見られたら、それも、そういうふうに思われてしまうんだろうか……なんて、益体もないことを考える。

「光みつ義よし」

「うわっ」

　不意に声をかけられて、声を上げてしまった。

　振り向けば、見慣れない姿の女の子が立っている。

　その子は薄手のジャケットにショートパンツといういでたちをしている。足は黒いタイツに包まれ、スニーカーをはいていた。

　サングラスにマスクに帽子までかぶって、顔はほとんど隠している。

　だけど、帽子に収めた髪はよく見れば赤い。

「杏あんず？　芸能人みたいな恰かつ好こうだね」

「そ、そうかな」

　彼女、杏は言った。

「待たせてしまったな」

「ううん。ボクも今着いたところだよ。それにしても、なかなか厳重ないでたちだね。マスクとサングラスと帽子」

　ボクは杏の頭から足までをじっと見る。

「あまり見られると恥ずかしいな」

　目を逸そらして、身をよじる。

「家を出た時にマスコミに気づいたから、それを撒まいてきたんだ。《焔ほむら》を使った全速力に、ついて来れる者はそうそういない。五分あれば山手線横断も可能なんだ」

「電車じゃなくて、自力移動でここまで来たんだね」

　言いつつ、ボクはうーんと唸うなる。

「なんだ？　何か変か？」

「多分だけど……。マスクまでしていると、逆に目立ち過ぎる気がするかな」

　実際、もしや芸能人？　あるいは重度の花粉症みたいな雰囲気がある。

「そ、そうか。確かにそうかもな」

　マスクを外して鞄かばんにしまうと、杏は周囲の様子を気にする。

　今のところ、剣けん皇おうに気づいた様子はない。でも、人ごみの中にいるのはちょっと心配だ。

　杏の正体が、うっかりバレれば、ちょっとしたパニックを引き起こしかねない。

「それに……杏と一緒に出かけてるとか、克かつ也やに知られたら、殺やられちゃうしね」

「阪さか井い君がどうかしたのか？　鼻息なら少しマシになった印象なんだが……」

「あ、いや。なんでもないよ」

　こんなところに克也がいるわけもないし、変に噂うわさにならなければいいだけのことだ。

　ともかく、水族館に向かおうと、ボクと杏は歩き出した。

　水族館のあるサンシャインシティまでは駅から歩いて十分ほどの距離だ。

　ただ、日曜日の午後ということもあって、池袋の繁華街は混雑していた。

　杏のことがバレなければいいけど……と、ちょっと心配していたものの、特に気づかれることもなさそうだった。

　テレビに映る時の杏はあの赤い髪をなびかせているし、制服姿のことが多い。

　長い髪を隠してサングラスをかけているだけでかなり印象が違うんだろう。

　ボクが見ても今の杏あんずの姿は新鮮だ。

　普段の服装とは違う、ショートパンツ姿は、杏をアクティブな印象に変える。そこからすらりと伸びる脚も女の子らしさに加えて、なんだか健康的だった。スニーカーをはいているのも活動的な雰囲気を増している。

　帽子に長い髪を収めているから、いつもは見えない白くてなめらかなうなじなんかも目に入る。

　普段の杏──烈れつ火か剣けん皇おうは美しく、凛り々りしく、触れがたい。

　今の杏はその印象を残しつつも、健康的でかわいらしくて、どこか親しみやすい。そう見えた。

　意識すると、なおさら魅力を感じてしまう。

　そんなことを考えつつ、隣を歩く杏をチラリと見れば、彼女はなんだかやけに不安そうな顔をしていた。なんだか動きがおどおどしている。

　まだ自分の正体がバレることを恐れているのかな？　と思ったのだけど、周りを気にしているという感じでもない。

「杏。どうしたの？」

「な、なんだ!?　突然、どうしたんだ!?　私のメンタルは今日ばかりは大丈夫だ」

　挙動不審だったし、全然大丈夫そうじゃない。

　剋こく獣じゆうのことなのか、それとも、このあとにあるという予定のことなのか。

　この外出自体で無理をさせていたら、申し訳ない。

「何もなければいいんだけど……。心配事があったら言って」

「心配事なんて……。いや、どうして気づいたんだ？」

「幼なじみだから、付き合いも長いからね」

　あと、杏は剣皇じゃない時、顔に出過ぎだから。

「そうか。いや、たいしたことじゃないんだが……」

　迷いながらも、杏は口を開く。

「ネットで見たんだが。サンシャインの水族館。案外、入館料が高いんだ」

「もしかして、それを気にしてたの？」

　確かにサンシャインシティの水族館は……というよりも、水族館全般かもしれないけど、入館料は高校生のお小遣いで行くには案外高い。

「でも、杏って、殲せん滅めつ官かんとしての活動で政府から相当のお給料をもらってたんじゃなかった？　殲滅官って、一応内閣府所属で公務員扱いだし、危険手当も出るはずだし……」

「頂いている。だけど、そんな大金、高校生の身で持つわけにはいかないだろ。だから、お母さんに預けているんだ」

「まさか、お年玉のような扱いになっていたなんて。命をかけてるのに」

「命とお金は関係ないさ。それに、お母さんには剣けん皇おうになってしっかりしたって、褒められたこともあるんだ」

「確かに……杏あんずのお母さん、喜んでたけど」

　杏が知る限り、杏は家でも剣皇のように振る舞っている。

　杏の両親が、泣き虫だった杏が立派になったって言うのは聞いたけど、あれは本心からなのか、それとも、本当の杏に気づいていて言ってるのか……ちょっとわからない。

　イイ人たちだから、杏のお金もきっちり貯金されてるとは思うけど。

「お母さんには、もらったお金は将来、お嫁さんになる時のために貯金しておいてほしいって言っているんだ」

　照れていた。

　剣皇は常識人な上に、そうとう乙女だ。

　聴いてるボクもなんだか照れてしまう。

「そんなわけで、私のお小遣いはお母さんにもらっている分だけなんだが……」

　杏は肩を落とす。

「あの日、ハーゲンダッツを買うんじゃなかった。自分へのご褒美という、甘い言葉につられてしまったんだ……」

「ご褒美ならしょうがないよ」

「しかも、冷たいものを急に食べたからか、おいしさに感動し過ぎたからか、お腹なかを壊した」

「心と連動して繊細なんだから気をつけないとね」

　剣皇がハーゲンダッツ買ったか買ってないかで悩んでるなんて、ボクも初耳だった。

「それに今日はボクがおごるから」

「そ、そうはいかない！」

　杏は思わず声を上げてしまって、口を押さえる。

「ハーゲンダッツを買ってしまったとはいえ、きちんと今日の分は用意してきたんだ。だから、大丈夫だ」

「でも、ボクはボクでこんなこともあろうかと、短期のバイトしたりして、少しずつお金を貯ためておいたんだ。使わせてほしいな」

「しかし……」

「それこそ、いつもがんばってる杏へのご褒美。というのは、どうかな？」

「うぅ……だけど……」

「むしろ、お願いします！　払わせてください！」

　ボクは頭を下げた。

「……そ、そんな。そういうふうにされると困る……」

　しばらく迷いつつも、杏あんずは小さく頷うなずいた。

「それじゃ……。今日は光みつ義よしに甘えてしまう」

「うん。じゃあ、水族館のあと、時間が余ってたらサンシャイン60の展望台にも行こう」

「いや待て！　さすがにそこまでは……」

「実は水族館とセット料金にするとかなり安いんだ」

「そ、それなら……」

　杏は受け入れてくれた。

　ホッとする。

　ボクにできることなんて、このぐらいしかないんだから、受け入れてもらえて嬉うれしい。

　そんな話をしていたせいで少し時間がかかったのだけど、ボクたちはサンシャインシティまでまっすぐ続くサンシャイン60通りにさしかかろうとする。

　杏の足取りはさっきよりも軽くなっていた。

　サングラスをかけた顔も楽しそうだ。

「そういえば、サンシャインの水族館って、何がいたっけ？」

「ペンギンがいる。よく憶おぼえている」

「確かにいたような……」

　ふと、杏が足を止めた。

　どうしたのかと振り返ってみると、なんかガタガタと震えている。

「ど、どうしたの!?　杏!?」

「べ、別に不安なんてないぞ」

「何かあるんだったら言ってもらえると嬉しいな」

「う……そ、そんな。不安なんて、私には……あぁっ!?　他にも不安があった……」

「やっぱりあるんだね」

「それはその……。また見抜かれてしまった……」

　観念したように、うつむきつつも、杏は言葉を続ける。

「水族館で私が剣けん皇おうだとバレたらどうしよう……」

「その変装、ボクが見る限りけっこう効果あると思うから大丈夫じゃないかな」

「しかしだ。万が一、ペンギンを見て大はしゃぎしてしまって、その勢いで顔をさらしてしまったら……。私にはペンギンを見た時に、その心を抑えきれない自信があるんだ」

「そっちの自信に満ちてしまったんだ」

「どうしよう……。ペンギン見て、大はしゃぎしているような奴やつが世界を護まもっている。そんなこと知られてしまったら、みんな、絶望してしまうんじゃないだろうか」

「ボクはペンギン見てはしゃいでる子が護る世界があってもいいと思うけど」

　ポンポンと杏あんずの肩を叩たたく。

「それに、杏がはしゃぎ過ぎてたら、ボクがフォローするよ。止めたりもする」

「光みつ義よし。お前は本当に……」

「おお！　烈れつ火か剣けん皇おう!!」

　いきなり声をかけられて、杏の全身がビクッとなる。

　ボクも声のほうを振り向いて、ビクッと震えてしまった。

「はははは。偶然だな。剣皇ー」

　野太い声で言いながら近づいて来るのは、アロハを着てサンダルをはいた虎とらだった。

　正確には虎の獣人だ。

　ものすごく大きい。どう見てもその身長は二メートルを超えている。

　肉食獣そのものの顔をしている上に、その人は隻せき眼がんだった。

　隻眼の側、顔の半分に爪つめ痕あとらしい古傷が痛々しく残っている。

　そんな人が両手いっぱいに家電量販店の紙袋を提さげて駆け寄ってくる。

　いやがおうでも目立つし、逃げたくなる。

「カラスキさん」

　振り向いた杏は落ち着いた声で言った。

　その目はボクの家にいる時の杏じゃなくて、剣皇としての杏だった。

　でも、後ろに回した手が落ち着きなく動いてるのが見えてしまった。

　動揺してる動揺してる。

「やー。剣皇とここで会うとはなぁ！　……ん？」

　カラスキと呼ばれた虎こ人じんは太い首を傾かしげる。

「あれ？　剣皇。今日の午前は防衛省の上の人間が剣皇を指定して、《桔き梗きよう》に来てるとか。そういう話じゃなかったか？」

　フッと、杏は笑った。

「彼は別に私に会いに来るわけじゃない。本来の目的は今日の作戦の確認のはずだ。それ自体も既に書面で提出して、詳細もシビさんが詰めているはずだが？」

「ははは！　会う必要はなしか！　さすがは剣皇！」

　カラスキさんが豪快に笑うと、鋭く太い牙きばが光る。

「ま、防衛省の連中は色々理由をつけて、剣皇を監視したいんだろうな。こんなによくやってくれてるのに、失礼な奴やつらだ」

「強制されていたなら、私も応じる。そうでなければ、こうして現地の下見をしておくほうがずっと効率的だ」

　皮肉げな笑みがやけに決まっている。

　とはいえ……時々、杏はチラチラとこっちを見ていた。

「違うんだ」って、心の中で言ってるのがよくわかる。

　別に気にしてないのに。

「剣けん皇おうはそれでいいと思うぜ。上の人間の相手なんぞは、シビがやればいい。俺たち前線で戦う奴やつらには、役人の相手なんて必要ない。……って、おお？」

　そこまで言って、杏あんずの視線にカラスキさんが気づいた。

　その目がボクのほうを見る。

　迫力があってそれだけでけっこう怖い。杏が怯おびえるのも無理はない気がする。

「なんだ。剣皇。ツレがいたのか」

「ああ。紹介が遅れてすまない。光みつ義よし。こちらはカラスキさん。防衛省対異界外来種特別守備隊特守《桔き梗きよう》分隊隊長だ。つまりは、二十三区管轄の部隊ではなく、《桔梗》の本部を守備している人だ」

「そして」と、杏はボクの肩に手を置く。

「カラスキさん。彼は黄き塚づか光義。私の幼なじみで、優しく強い少年だ」

「優しくも強くもないと思うけどね」

　ボクは苦笑する。

「おっと。それは……つまりは、デートの途中だったか。これは邪魔をしてしまったな！」

「ふふ。デートか。それもいいな。だが、私たちはここで偶然出会っただけだ。せっかくだから、池袋を一緒に見て回ろうと話してはいたが」

「そうか……その帽子とサングラス、お忍びだったか。こいつは本当にすまなかったな、剣お……いや、お嬢さん」

　今さらながら周りの様子を気にして、カラスキさんは言う。

　とはいえ……カラスキさんの姿がインパクトあり過ぎて、幸い、まだ杏は気づかれたりしていなかったけど。

「俺たち四し海かい天てん宮きゆうの人間はどうしても龍りゆう気きに敏感でな。そっちで人を判断してしまうところがある。まあ、俺は虎こ族だから、人族の顔の判別はそもそも苦手だが」

「いや、その嗅きゆう覚かく。さすがは四海天宮が誇る四し聖せい騎き士し団だん、西せい方ほう白びやつ虎この副団長《飛ひ爪そう剣けん》カラスキさんだ」

「ははは。今はただの特とく守しゆのペーペーだ」

　そう言うと、カラスキさんはボクのほうに歩み寄る。

　大きい。近くに来るとさらに大きく見える。

「改めて、カラスキだ。よろしくな」

　カラスキさんが手を差し出してくれる。

　握り返そうとするのだけど、思わず戸惑ってしまった。杏は獣人が怖いって言ってたけど、確かにわかる。

　虎とらそのものの顔に傷きず痕あと、さらに隻せき眼がん。鋭い爪つめに大きな身体からだ……丸かじりされそうだ。

　だけど、怯おびえてる様子を見せるのは失礼だから、ボクは息を呑のみながらも、差し出された手を握り返した。

「ボクも改めまして。黄き塚づか光みつ義よしです」

　言った瞬間、ボクは気づいた。

　声を上げそうになるほどの驚きだった。

　この人、肉球プルンプルンだ!!

「以前から剣けん皇おうに話は聞いている。……どうした？　何かあったか？」

「い、いえ、その……」

　肉球プルンプルンと言うわけにはいかなくて、言いよどんでしまう。

　カラスキさんが手を離した。もうちょっと触っていたかったけど、しかたない。

　そのまま、カラスキさんは地面に置いていた荷物を持ち上げた。

　ぎっしりと中身が詰まった家電量販店の袋。

　虎の顔をしたこの人にはあまりに似合わなくて、思わずマジマジと見てしまった。

「おっと。これか。さっきの話、耳に入ったと思うが、今日は夕方から《桔き梗きよう》主導の作戦があってな。それで俺たち《桔梗》分隊もこっちに出てきているわけだ。で、自由時間のうちに、せっかく居留地を出ているんだからってことで、こうして存分に買い物したってわけだ」

「そうか。特とく守しゆなら、居留地を出ることができるんですね」

「管轄内とか、こういう任務での移動に限るがな。とはいえ、テレビじゃ特守は人類の盾にされてるとか憐あわれまれているが、俺たちはこういう役得も含めて、自分の意思でやってるんだ。給料も悪くない」

　カラスキさんは曇りのない顔で言った。

　他の人がどう思ってるかはわからないけど、この人に関してはそうなんだろう。

「それで、何を買ったんですか？」

　異世界から来た人が家電量販店で欲しがるものが気になる。

「知りたいか！　よし、聞いてくれ！　新しいデジカメを買ったんだ。これで俺のかわいい娘を存分に撮ることができる！　さらに、このＰＣを使えば、その写真を自在に編集も可能だ！　お父さんが作るお父さんだけの、愛する娘のアルバム……」

　うっとりした虎の顔って初めて見た。

　なるほど。あまり見ることはないけど、獣人にも子供はいるんだ。

　かわいらしい子供の姿をお父さんが写真に残したくなるのは、獣人だって、こっちの世界の人間だって変わらない。

　ボクが杏あんずの出てる番組を録画保存するような感じだ。わかる。

「いやぁ！　この世界は素晴らしいな！　何が素晴らしいって、この世界には四し海かい天てん宮きゆうになかったデジカメとＰＣがあるんだ！　俺の世界には龍りゆう気きを操る術すべがあったが、こういうのはなかったからなぁ」

　カラスキさんの子供……あまり想像できない。

　でも、虎とらの子供と考えれば、見た目は子猫みたいな感じなのかな。

　そんなことを考えていると、カラスキさんは今さら取り繕うように咳せき払ばらいした。

「まあ、ともかくだ。こういうふうに、戦士には息抜きが必要なわけだ」

「四し聖せい騎き士し団だんの副団長が言うと説得力がある」

　杏あんずは苦笑交じりに言った。

「そんなわけだ。光みつ義よしくん」

　カラスキさんがボクの肩を叩たたく。

　身体からだは大きいのに、カラスキさんの叩き方はとても優しかった。

「息抜きって奴やつが必要なのはそこのお嬢さんも変わらない。十分息抜きさせてやってくれ」

　ボクは気づいた。

　カラスキさんは杏が疲れていることを知っている。気遣ってくれている。

　ボクの知らないところにも杏のことを見ていてくれる人がいる。

　それはとても心強いことだった。

「ボクができる範囲でがんばります」

　そう言うと、カラスキさんは牙きばを見せて笑った。

「ふふ。ならば、光義。エスコートしてもらうぞ」

　杏は剣けん皇おうらしく言う。

　でも、これ、絶対にあとで、自分が言った台詞せりふに後悔するパターンだと思う。

　フォローの言葉を今のうちに考えておこう。

「さて、それじゃ俺は……」

　去ろうとしたところで、カラスキさんが止まった。

　しまった。視線に気づかれてしまった。

「……気になるのか？」

　カラスキさんが荷物を置いて、手を見せる。そこにはあのプニプニした、魅惑の肉球がある。

「自慢の肉球だ。今、見ただろ？　いや、握手した時に、プニプニしただろ？」

　反論できない。むしろ、この人、自覚があったことに驚く。

「……すごく柔らかくて」

　ボクは呟つぶやく。

　カラスキさんはおもむろにその手を差し出す。

「いいんだぜ？　おじちゃんのを触ってごらん」

「カラスキさん……」

　ゴクリと唾つばを飲み、ボクはカラスキさんが広げた掌てのひらに、肉球に触れる。

　思わず変な声が出そうになる。

　こんな強こわ面もてで虎とらで鋭い爪つめもあるのに、肉球だけは本当にすごく柔らかい。

　触れた指を押し返す適度な弾力と、ふわふわすべすべプニプニとした表面の心地よさ。

「そうか。猫さんか……」

　杏あんずは興味津々の目でカラスキさんの掌を見ている。

　羨うらやましそうな目でボクのほうもチラッと見る。

　触らせてほしくても、剣けん皇おうなので、そんなこと言えないというのが一目でわかる。

「紅あか地ちさんも触ってみたら？」

　誘ってみると、杏は一瞬目を丸くした。

　だけど、すぐに剣皇らしい凛り々りしい表情に戻る。

「ふふ。おもしろいな。いいのか？　カラスキさん」

「光栄だ。お嬢さん」

　ボクの横に並ぶと、杏はカラスキさんの肉球を指先でそっと突つつく。

「これは……すごいな」

　続けて何度も突いて擦こすってその心地を楽しんでいる。

　表情は剣皇らしくしているけど、それでも頬ほおが緩んでいた。

　すごく幸せそうに肉球を突いている杏の姿に、ボクも思わず嬉うれしくなる。

　強面の虎こ人じんの手をプニプニしているという光景はちょっとシュールだし、突かれているカラスキさんはカラスキさんでだんだん表情が緩んできていて、すごいことになってるのだけど。

「これが歴戦の……歴戦の肉球。そして……実は敏感だふぅぅぅぅおぅ！」

　声まで上げていた。

「街中で奇声を発するのはやめてください」

　そこに冷たい声が浴びせられた。

　見れば呆あきれた顔を隠そうともしない女性が、腰に手を当てて立っている。

　シンプルなデザインのビジネススーツに、タイトスカートという姿だけど、ボクと同じか、それよりも幼く見える顔つきと、小柄な身体からだつきがすごくアンバランスな印象だった。

　彼女の髪は染めたのではありえないほどに綺き麗れいな銀色をしていた。

　だけど、それ以上に、ボクが驚いたのは、ミディアムショートの彼女の髪から、猫の耳が突き出していたことだ。

　ピョコッと動いたそれは多分、付け耳の類じゃない。

「うぉぉ!?　うぉぉぉぉ!!　愛いとしいぞ！　我が娘、タタラ！　寝顔じゃない顔を見るのは一週間ぶりだな!!」

　カラスキさんが突然興奮する。

「え？　娘？」

　ネコ耳があることよりも驚いた。いくらなんでもボクの聞き間違いか、別の人への台詞せりふかと思った。

　だけど、隻せき眼がん強こわ面もて巨きよ躯くの虎こ人じんは両手を広げると、小柄なタタラさんに突進した。

　そのまましがみつくとカラスキさんは頬ほおを擦すり寄せようとする。

　それは娘を抱く父親の姿じゃなくて、どう見ても肉食獣が獲物を食べようとしているようにしか見えない。

　タタラさんは押しつけられる虎とらの顔を細い腕で無む理り矢や理り押しのける。

　そして、ちょっと幼く見える顔に、今にも吐きそうというような嫌悪感に満ちた表情を浮かべて、舌打ちまでする。

「おぉ！　娘よ！　愛する娘よ！　キスするか！　キス！」

「マジでキモいから離れてください。お父さん」

「お父さんな！　新しいカメラを買ったぞ！　ＰＣも買ったから、これでお前のかわいい寝顔コレクションを作ることができる！」













「まず、お父さんと話すのが嫌で、私が寝たふりをしているという残酷な真実を伝えなければならないようですね」

「照れるなよ」

　これは……ダメじゃないかな。年頃の娘にこれは……。

　子供ができたらこの気持ちわかるんだろうか。

　ボクはなんとも言えない想おもいを胸に、顔面を押しのけられているカラスキさんを見る。

「というか、ドアの鍵かぎに龍りゆう気き操そう法ほう使って、寝室に入らないでください」

「照れ隠しか？」

「あと、私、言いましたよね。貯金もせずにくだらないことにお金を使うのはやめてくださいって」

「男って奴やつは目の前の夢を追いかけるもんだ。俺に残された夢はお前だよ。タタラ」

「女は何があっても生きていけるようにお金を貯ためておきたいんです」

「いいから、照れるなよ。タタラ」

「ああもう！　うるせえんですよ!!　このクソ親父おやじ!!」

　直後、流れるような動きでタタラさんはカラスキさんの後ろに回りこんだ。

　そのまま腰にしがみつくと、ブリッジの要領で真後ろに投げた。

　綺き麗れいなジャーマンスープレックスが実の父親の頭をアスファルトに叩たたきつける。

　タタラさんが手を離すとカラスキさんは大の字に倒れて、ピクピクと痙けい攣れんした。

　そんなお父さんを踏みつけると、タタラさんは手を叩いて、咳せき払ばらいする。

　明らかに周りがざわついているけど、そちらを気にもしない。

「こちらにいらっしゃったんですね。剣けん皇おう」

「ああ。もう出てきたのか。タタラ」

　平然と応こたえながら、杏あんずはボクのほうをチラッと見る。

　また、「違うんだ！」という顔をしていた。

　別の言い方をすると、学校をサボった日に外で先生に会ってしまったかのような表情だ。

　午前の予定、やっぱりそこそこ重要だったんじゃないかと心配になる。

「防衛省の方に関しては問題ありません。シビ局長が相手をしました。今頃はもうお帰りになっているはずです。シビ局長は紅あか地ち殲せん滅めつ官かんがいたほうが……と言ってはいましたが」

　タタラさんは首を横に振った。

「私はあんな接待じみた行動よりも、今回の作戦を重視しています」

　冷静に言い放つと、タタラさんはかすかに微笑した。

「そう言ってもらえるとありがたいな」

　杏はそう言うと、タタラさんを差す。

「黄き塚づかくん。彼女はタタラさん。《桔き梗きよう》の局長であるシビさんの側近で、副局長。シビさんの護衛でもある。私よりも年上で、いつもよくしてもらっている」

「タタラです。黄き塚づか光みつ義よしくんですね」

　タタラさんが軽く会釈したので、ボクも慌てて頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ。紅あか地ち殲せん滅めつ官かんからお話はうかがっています」

　そう言うと、タタラさんの茶色い瞳ひとみがじっとボクを見つめる。

　瞳の光彩はよく見れば人間よりもネコ科のものに近い。

　気のせいかもしれないけど、その奥にどこかボクのことを見透かしているような、そんな雰囲気を覚えた。

「普通の獣人よりも珍しいでしょう」

　タタラさんは髪から突き出たネコ耳に触れる。

「あ、いえ……。ゴメンなさい」

　じっと見てたわけじゃないけど、どうしても目がいってしまっていた。

　でも、実のところ、ボクが驚いているのはもうネコ耳よりも、タタラさんがカラスキさんの娘だというその事実で……。子猫じゃなかった。

「謝らなくてもかまいません。私は四し海かい天てん宮きゆうでも珍しい、虎こ族と人族のハーフです」

　そう言うと、彼女は倒れたままのカラスキさんを靴先で突つついた。

「残念ですが、この子離れできないお父さんの娘でもあります。似ていないでしょう？　心から嬉うれしい事実です」

　お父さんを見るタタラさんの目はすごく冷たい。杏あんずを見る時と同じ人とは思えない。

　カラスキさん動かないんだけど、大丈夫なのかな……。

　思っていると、タタラさんはカラスキさんを軽々担ぎ上げてその荷物も手にした。

　今さらなんだけど、身体からだつきには似合わないとんでもない力だ。

「それでは殲滅官。こちらの準備ができたら、連絡します。それまでごゆっくり」

　言い残すと、ペコリと頭を下げてタタラさんは雑踏の向こうに去って行った。

　なんかモーゼの奇跡みたいに人波が割れていくけど、無理もない。

　それを見送ってしばらくして、ボクはようやく口を開いた。

「え、えっと。杏。夕方からの予定、実はけっこう大変そうだけど。大丈夫？」

「え!?　あ!?　そ、それは大丈夫だ。大丈夫なんだが……」

　やけに気まずげな顔で目を逸そらす。

「その……確かにそうなんだ。光義が今思っているとおりだ。強制されたわけではないとはいえ、私は……サボったんだ」

　声の最後は消え入りそうだった。

「剣けん皇おうなのに、《桔き梗きよう》のことも考えず……光義と水族館に行きたくて、サボったんだ……」

　ボクは杏あんずの傍そばに立って、その頭を撫なでた。

「光みつ義よし……」

「カラスキさんも言っていたよ。剣けん皇おうにだって息抜きは必要だって。タタラさんは今日の午前の用事は必要なかったって言ってたし」

　ボクは杏の手を取った。

「だから、杏。夕方まで時間があるなら、一緒に楽しもうよ」

「……ありがとう」

　目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐって、杏が笑う。

　ボクはそんな杏の笑顔を見たかった。

　それに、杏のことを案じてくれる人が傍にいるのを知ることができて、ホッとした。

「ところで光義。さっき、エスコートとか言ってしまったんだが、あれは勢いで……ちょっと調子に乗っていて、それで……」

　案の定、自分で言ったことが恥ずかしくなってしまっていた杏の姿に、ボクは思わずもう一度頭を撫でてしまった。






　　　第四章　剣けん皇おう、ペンギンに慄おののく









「ペンギン！　ペンギンだ！」

　杏が目を輝かせた。

　サンシャイン水族館には屋外エリアがある。

　水族館があるサンシャインシティの隣には、地上二百メートルを超える超高層ビル、サンシャイン60がそびえ、それに見下ろされる形で、ビルの狭間はざまに水族館が存在する。

　サンシャイン水族館の屋外エリアはよくよく見れば、そんな少し不思議な空間だ。

　ペンギンの展示エリアの柵さくの前で杏はうきうきとその身を弾ませる。

「ペンギン、かわいいな……。かわいい！　それに、魚もかわいかった。エイが目の前に来た時には思わず《焔ほむら》を抜きそうになったが」

「一瞬、杏の周りに火の粉散ってたよね。気づかれなくてよかった」

「さっき見たチューブの中を泳いでたアザラシもすごかった！　高いところに飾った透明のチューブの中を泳がせるとか、すごい発想だ。戦いに応用……できないな」

「結論が出てしまったね」

「それにしても、ペンギンかわいい。かわいいなー」

　水に飛び込むペンギンも、ただボーッと立っているだけのペンギンも、幸せそうに眺めている。

　そんな杏あんずをボクはボクで幸せな気持ちで眺める。

　来てよかったと、心からそう思っていた。

「……っ!?」

　すると、杏がビクッと震えた。

　ペンギンの展示エリアから怯おびえるように後ずさると、その身体からだがガタガタと震える。

「ど、どうしたの？　何かあったの？　それとも何かいたの？」

　剋こく獣じゆうでも出現したのかと、焦る。

「光みつ義よし……。気づいてしまったんだ」

「まさか、剋獣が……」

「いや、ペンギンの目って怖くないか？」

「……？　丸くてかわいくない？」

「似ているんだ。《烈れつ火か帝てい》に……。あの目が奴やつに。もう絶対に勝てないと、死を覚悟した相手に……」

「《烈火帝》普通に鳥っぽい顔してたんだね」

「燃えてるし、大きかったけど、だいたい鳥みたいなものだった」













　ボク自身は《烈れつ火か帝てい》ホルスを遠目に写した写真でしか知らない。

　逆に、ペンギンみたいな目だったらかわいい気がするけど、全長一キロとかの巨鳥の目玉となると、普通に怖いかもしれない。

「えっと……。トラウマを掘り起こしてしまったみたいで申し訳ないな。ペンギンに代わって、ボクがお詫わびするよ。いや、水族館に連れてきちゃったボクが悪いよね」

「ち、違う！　今、一瞬、そんな気分だっただけだ！　それに、私は光みつ義よしに感謝している。ここに連れてきてくれたことを、心から」

　そう言うと、杏あんずは落ち着きを取り戻した顔でペンギンを見た。

「もしかすると……ホルスともこういう出会いがあったのかもしれないな」

「世界を滅ぼしちゃう鳥を飼育できるなら、杏も戦わなくていいんだけどね」

「なんや!?　ペンギン特有の生臭ぐささ……そこに混じり、かぐわしいこの匂においは天上の香りか!?　天上の香りがするで!!」

　突然興奮した関西弁が聞こえた。

　ここにはありえない声。というか、あってはいけない声だ。

「やだ！　イケメン！　でも、ダメなこと言ってる」「きゃ！　イケメン！　でも、目を合わせちゃダメよ！」

　他のお客さんから的確過ぎる評価も聞こえる。

　ボクは恐る恐る慎重に声のほうを見る。

　さらさらとした髪と甘いマスク……それにちょっとどうかと思う台詞せりふ。

　そこにいたのはまぎれもなく克かつ也やだった。

　とりあえずボクは目を合わさないようにしようとしたけど、

「光義！　光義やんか！」

　間に合わなかった。

「偶然やなー！　なんやなんや、お前もかー」

　手を振りながらやって来る。

　これはまずい。

　でも、ダメだ。逃げられない。

「克也じゃないか。というか、『お前も』って何？」

　言いながら警戒する。

　杏と一緒のところを見られてしまった。

　これでデートしてるとか勘違いされてしまったら……何をされるかわからない。

　教室でそんな仮定を話していた時の克也の目は、ペンギンなんて相手にならないほど虚うつろで禍まが々まがしかった。

　思わず杏をかばうように立つ。

　いや、考えてみると、「お前も」って言ったってことは、克かつ也や自身、誰かと一緒に来ているんじゃないか？　イケメンだし。

「それはお前。もちろん、来きたるべき日のための演習に決まってるやないか。そう約束の日のためのな」

「約束の日？」

「そうや。つまりは、彼女ができた日のためってことや」

「なに？　どういうこと？」

「わからんやつやなー。だからな。将来、彼女ができるやん。その時、デートコースとか全然考えてなかったら、デートもできへんやん。そこで、俺は先にしてるわけや。デートコースの下見ってやつをな」

「そうなんだ。恋愛上級者みたいだね。ところで克也。これまで彼女いたっけ？　これからできる予定でもいいんだけど」

「悲しいこと訊きくなや！　おらん！　おらんけど、俺は未来を信じとる！」

　拳こぶしを握りしめて言う。

「まあ……これでも、関西におった頃は、仲のいい女の子おったんやけどな。……音信不通やが」

「それは……」

《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》の光景が脳裏をよぎる。

「俺が『お前のかわいい髪の毛ひと房くれ』って言ってから、メールも電話も通じへんようになったんや」

「あ、えっと……うん」

　思わず言葉に詰まってしまう。色々な意味で。

「当時は髪フェチだったの？」

「おいおい。今が匂においフェチみたいな言い方はやめろや」

　わりと自覚はあるみたいだ。

　ボクから見ると、克也は立派な匂いフェチだと思うのだけど、マニアの間では全く違ったりするとか、そんな深しん淵えんが開けているのかもしれない。

「あの子……無事やったらいいんやけどなぁ」

　音信不通になった理由はともかく。

　ボクにはそこにかける言葉がない。

「あ！　そうや！　匂い！　匂いの話や」

「そこから戻ってきちゃうんだ。話が」

　うっかり思い出させてしまった迂う闊かつを悔いても遅い。

「天上の香り……スメル。さながらアムリタや」

「何を言ってるのか本当によくわからないけど、色々な意味で気のせいじゃないかな」

　言いながらボクは後ろにいる杏あんずにハンドサインを送る。

　特にサインを定めていたわけじゃないけど、なんとなく察して、離れて他人のふりをしていてほしい。

　……と、思ったけど、杏はなんか嗅かいでる克かつ也やを見て、ガチガチに緊張していた。

　克也と会ってわずか０・５秒。杏のメンタルは既に限界だ。

　早過ぎるけど、これが杏なんだ。

　だから、ボクはさりげなく後ろに下がって、杏に囁ささやいた。

「ここはボクがなんとかする。だから、どこかにまぎれておいて。あとで携帯を……」

「ふふ。無理だ」

　杏は悟りきってしまったみたいな、むしろ穏やかさすら感じさせる目で言った。

「どうして？　克也が怖過ぎる？　それはわかるけど、ボクがなんとか……」

「いや、あそこにペンギン肉まんのポスターがあるだろ」

「……？　あ、確かに。ペンギン風の肉まん。かわいいね」

「ああ。だけど、『お腹なかの中はお肉でいっぱい！』って書いてあるんだ。怖いだろ。怖い。今、泣きそうなのを必死に我慢しているんだ……。もうダメ」

「克也に会う以前にそのメンタルは砕け散っていたというのか……」

「変装しているせいで、剣けん皇おうとしての勇気が湧わいてこない……。病は気からとはまさにこのことだ」

　さらに杏の目は虚空をクンクン嗅いでいる克也を正面から見てしまった。

「怖い。阪さか井いくんはさらに怖い……！　世界は恐怖に満ちているんだ」

　心が砕けたところにさらなる追い打ちだった。

「ボクも引いてるぐらいだもんね」

「やっぱり匂におう。匂うで……。これは紅あか地ち様の匂い……紅地様の髪の匂いや……」

「そうか。気づいてしまったけど、克也のそれは、髪フェチから匂いフェチになったんじゃなくて、より強い髪フェチへの正統な進化だったんだ」

「髪の匂い……。変なのか。何か匂うのか。今朝はちゃんとお風ふ呂ろに入ったし、手入れもちゃんとしたのだが。やはり納豆か。今朝も納豆を食べてしまったのがまずかったのか」

「いや、ボクはやっぱり杏はイイ匂いだと思うよ。納豆の匂いなんてかけらも感じない」

「そうか。よかっ……いや、恥ずかしい……！」

　どちらにしても、杏は涙目になってしまった。

「光みつ義よし。その子」

　虚うつろな目で克也が言った。

　まずい……。気づかれた。

　克かつ也やはボクの後ろにいる杏あんずを見ている。

「誰や？　お前のツレか？」

　ボクと杏は息を呑のんだ。

　冗談で言ってるわけじゃなさそうだった。

　克也はサングラスをかけた、いつもとは違う服装の杏に気づいていない。

「よかった。剣けん皇おうオーラのなさがイイほうに作用したね」

「時にはメンタルが飲むヨーグルトなことも人を救うと言うのか」

　杏のメンタル自己評価は固形物ですらない。

「ツレ……いや。光みつ義よしぃ。まさかなんやけどな。その子、彼女なんか？」

　克也の声が一段、暗く重くなった。

　甘く爽さわやかなはずの顔に、ドロリとした何かが宿る。

「光義ぃ。俺ら友達やろ？　なんで正直にゲロせんかったねん。彼女おらんねんって言いながら、わろてたんか？　独り身の俺をわろてたんか？　なあ……」

　ゆらりと克也が足を踏み出す。

　その手が伸びてくる。

「いや、ち、違うよ！　ボクは……違う！　な、なあ!?」

　助けを求めて杏を見る。

「か、彼女……。私と、光義が……」

　泣きそうな顔のまま、耳まで真っ赤にして硬直していた。

　ダメだ！　ボクがなんとかしないと、これはダメだ！

　そんな顔されたら、ボクの方が緊張するって言うのに！

　だけど、恋人でもないのに恋人だと言い張るわけにはいかないし、そんなことしたら、ここで剣皇対関西人の死闘が勃ぼつ発ぱつすることになりかねない。

　もちろん、ボクは巻き込まれて死ぬ。

「い、従妹いとこだよ。従妹のイチゴ」

　ボクは早口で言った。

「イチゴ。彼はボクの友達の阪さか井い克也。髪フェチだけど、イイ奴やつなんだ。挨あい拶さつして！」

　ボクの言葉に杏は目を丸くする。

「あ、え……」

　緊張のあまりか、杏はボクの後ろにピタッと身を寄せてきた。

　なんか背中に柔らかいものが当たる。当たってる！

「あ、あの……。わ、私、黄き塚づかイチゴ、です」

　まさかの同姓!?

　従妹なんだから、別に同姓である必要なんてないのに!!

　そもそも偽名なんだから、そんな反応をするのはおかしいと思ってはいるのだけど、どうしても反応してしまう。

　なんだか、新婚みたいなこそばゆさというか……新婚とかわからないけど。

　でも、こんなにくっつかれて、柔らかいものを背中に当てられて、同姓とか、ボクは！

「なんや。従妹いとこちゃんか。俺は阪さか井い克かつ也や。よろしくや」

　さっきまでの負の感情に満ちた様子が嘘うそのように、克也はニコリと爽さわやかに笑った。

「光みつ義よしとは言ってみれば親友やな。だから、俺にできることがあれば何でも言ってくれや」

　これだけ見ていると、克也は普通の好青年に見える。

「ん？」

　克也はかすかに声を漏らすと、おもむろに杏あんず……もとい、イチゴに顔を近づけた。

「ふぇっ!?」

　イチゴが声を上げて、ボクの背中にさらにギュッと身を寄せてくる。

　自然と胸が押しつけられる。

　柔らかい……温かく、そして柔らかい！

　い、いけない！

　だけど、それよりも、克也が眉まゆ根ねを寄せていることが気になる。

　イチゴが杏だということがバレた？

　そうなれば……もうボクは親友と戦うしかない。ここでやるしかない。

　覚悟を決めるしかないのか……！

「イチゴ。かわいいなぁ」

　とろけるような表情で言い始めた。

「サングラスもかわいい。帽子もいい匂においしそうや」

「イ、イチゴに代わってお礼を言うよ」

　バレているわけじゃなさそうだった。

　よかったと、ボクは今度こそ胸を撫なで下おろそうとする。

「み、みつよ……じゃなかった。お兄ちゃん。私、かわいいのか？」

「お兄ちゃん!?」

　いきなりイチゴが口走った。

「あ、そ、その……」

「あ、いい。お兄ちゃんだ。ボクはお兄ちゃんだよ。イチゴ。かわいいよ。イチゴ」

　勢いで言ってしまった。

「か、かわい……」

　カクンとイチゴ……じゃなくて、杏の膝ひざが折れる。

「うわっ!?」

　転げそうになった杏あんずを辛うじて抱き止める。

「だ、大丈夫!?」

「な、なんや!?　イチゴちゃん、大丈夫なんか!?」

「だ、大丈夫だ。ちょっとめまいが……。いきなりかわいいとか言われて力が抜けて……」

　後半は囁ささやくような声でボクにしか聞こえなかったみたいだ。

「え、えっと。大丈夫そうだけど、とりあえず、休めるところに連れていくよ。それじゃ！」

　ボクは手を振ると、まだ何か言いたそうにしていた克かつ也やから離れた。

　そのままボクたちは逃げるようにして屋内に戻った。

「大丈夫。本当にもう大丈夫だ」

　言葉通り、杏はすぐに立てるようになった。

　だけど、そのまま恥ずかしそうに目を逸そらす。

　ボクも目を合わせられない。

　お兄ちゃんとか言われて、思わずかわいいとか口走ってしまった。

　なんというか……二重に気恥ずかしい。

　確かにいつもかわいいって思ってるけど。

　ボクたちは順路を逆に戻ってしまった。

　屋内に引き返して階段を上ると、水族館のショップに出る。

　さっきは後で見ようって通り過ぎたのだけど。

「あ……！　かわいい！」

　杏は声を上げてペンギンのぬいぐるみに駆け寄った。

　掌てのひら大のぬいぐるみをそのまま胸に抱き寄せる。

「かわいい！　かわいいな！　こっちのペンギンは目が怖くない。フィクションの勝利だ」

　見れば、黒目が大きいからか、ぬいぐるみ自体が丸々としてふくよかだからか、本物よりもずいぶん愛あい嬌きようのあるお顔をしていた。

「確かにフィクションは偉大だね」

「《烈れつ火か帝てい》もこんなにかわいければ怖くなかったのに……。いや、こんなにかわいかったら、私は奴やつを倒すことができなかったのか……」

「奴らがカワイイを学んでいなかったことに感謝しないとね」

　杏とボクは声を漏らして笑った。

　ちょっとよくわからないことになってる空気だっただけに、これはペンギンに感謝しないといけない。

　ふと、見れば、杏は財布を開いて、うーんと唸うなっていた。

「イケるか？　いや、この先のことを考えると……。今月はまだ半分残っているし……」

「いや、杏。ボクはそういうのも想定していたから、その小さなぬいぐるみなら……」

　記念にボクが買ってあげるよ。と、続けようとしたその時、不意に杏あんずの携帯が鳴った。

「すまない」

　一言告げると、杏はショップから離れて電話に出た。

　少し話したところで、杏の表情が変わった。

　唇が引き締まり、瞳ひとみには力が宿る。

　あれは幼なじみの杏じゃなくて、剣けん皇おうとしての杏だ。

「ちょっと待て。それでは予定より……場所もか……いや」

　盗み聞きするつもりはなかったけど、杏の声が聞こえてくる。

　電話の相手はどう考えても《桔き梗きよう》だ。

　短く言葉を交わした後、杏は電話を切った。

　ボクのほうを振り向いた彼女がうつむく。

「あの、光みつ義よし……」

　杏はそこまで言って、悔しそうに口をつぐむ。

「作戦、早まったんだね」

　ボクが尋ねると、杏は無言で頷うなずいた。

　込み上げてくる何かを堪こらえるように、その肩が小刻みに震えた。

「……嫌だ」

　かすかな声がした。

　それは確かに杏が呟つぶやいた言葉だ。

「それなら」

「待ってくれ。それ以上は言うな」

　杏は首を振る。

　剣皇としての杏の顔だけど、そこにはいつもは感じない儚はかなさを覚える。

「すまない。なんでもない。なんでもないんだ」

「だけど、杏……」

「光義が言うとおり。作戦が早まった。だから、私はもう行かなくてはならない」

　いつもよりも早口に言う。

「本当にすまない。せっかく誘ってもらったのに」

　杏は背を向けようとする。

「じゃあ、また今度来ようよ」

　ボクは思わず口にする。

　勢いで言ったけど、それはまぎれもない本心だ。

　杏が動きを止めた。

「だけど……。またこうして迷惑をかけてしまうかもしれない」

「そんなことはかまわないよ。杏あんずに時間ができたら、その時はまた一緒に来よう。今度は展望台にも登ろう。約束しよう」

「ありがとう」

　わずかな間を置いて、杏は言った。

「約束だ。光みつ義よし」

　杏が頬ほおを綻ほころばせ、ボクは深く頷うなずいた。

「……光義。もうじき、サンシャインシティの近辺が封鎖される」

「封鎖？　じゃあ、作戦はこのあたりで……」

「早めに退避しておいてくれ」

「わかったよ。だけど、ボクは杏のことのほうが心配なんだ」

「心配の必要はない」

　そう言うと、杏はボクに背を向けて、帽子を取った。

　炎のように赤く長い髪が露あらわになる。

　それを見て、剣けん皇おうの存在に気づいた人が声を上げていた。

　彼女はサングラスも取り、素顔を晒さらして歩き出す。

　水族館の出口にはショップから階段を下り、さっきいた屋外のエリアを抜けて向かうことになる。

　ボクは杏のあとを階段の下まで追った。

　杏に気づいた人々が注目し、歓声を上げる中を、彼女は歩いていく。

　力強く凛り々りしい笑みが垣かい間ま見みえた。

　人々に希望をもたらす、未来への導しるべとなる剣皇がそこにいた。

　だけど、彼女は一度もボクのことを振り向かなかった。

　杏の姿が出口の向こうへ消えた。

　ボクはそれを見つめてしばらくの間立ち尽くす。

　そして、少し考えて、また来た道を戻った。

　ショップに足を踏み入れると、ボクの手はぬいぐるみに伸びる。

　それは杏が欲しがっていたペンギンのぬいぐるみだ。

「がんばったことへのご褒美……って言えば、杏は受け取ってくれるかな」

　ボクは丸々と太ったペンギンに微笑ほほえみかけていた。
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　吹き抜ける風が杏の赤い髪をなびかせる。

　彼女は池袋を、むしろ、東京の街並みを眼下に見る。

　その中には彼女がついさっきまでいたサンシャインシティの水族館もあった。

　杏あんずは地上二百メートルを超えるサンシャイン60の屋上展望台、その外にいた。

　そこにいるのは杏だけではない。

　都市迷彩を施された戦闘服に着替え、武器を携行したカラスキたち特とく守しゆの姿がある。

　さらにはスーツ姿のタタラと、彼女が従える作業服の《桔き梗きよう》局員たちの姿もあった。

「剣けん皇おう」

　カラスキが杏に声をかけたが、街を見下ろす杏は応こたえない。

「剣皇？」

　もう一度声をかけられて、杏は振り向いた。

「ああ。すまない。何だ？　カラスキさん」

　カラスキは眉まゆ根ねを寄せる。

「剣皇。お疲れか？　まだ休んでいていいんだぞ」

　杏は首を横に振る。

「大丈夫だ。なんでもない」

　そう言って、杏はまた眼下に目をやり、目を細める。

「ただ……ちょっとこの光景に見み惚とれていただけだ」

　カラスキはまだ何か言いたそうにしていたが、そこに二人を呼ぶ声がした。

　タタラの指揮のもと、《桔梗》の研究員たちが作業していた。

　杏とカラスキもそこに向かう。

　屋上のコンクリートが削り取られ、そこに半ば埋もれて一本の剣が姿を現していた。

「あれが……皇こう土ど剣けん」

「しかも、こちらに来た時には大破していた烈れつ火か剣けんと違い、完全な状態です」

　タタラが言った。

　慎重に取り除かれたコンクリートから皇土剣が引き抜かれた。

　それは杏の身長よりも長く、分厚い刀身を持つ大剣だった。

　傷一つない黄金色の刀身には龍の紋様が刻まれている。

　取り出された皇土剣は用意されていた金属製のケースに慎重に収められた。

「皇土剣がここにあることは今日までわかりませんでした」

　タタラが言った。

「池袋近辺にあるということは《桔梗》の天文室の歪わい曲きよく点てん測定でわかっていたのだろ？」

「はい。その上で現地での歪曲点測定を繰り返し、結果を収束させたのですが……高所にあったため、測定に誤差が生じていました。昨日まではもう少し離れた地点、地下にあるという測定結果だったのですが」

　タタラは小さく息をつく。

「ギリギリでの変更で手続きが大変だったと聞くぞ。かわいい娘。ごくろうだったな。お父さんがご褒美に肉でも食いに連れてってやろうか？」

「カラスキ一曹。勤務中は馴なれ馴なれしくしないでください。勤務時間外はさらに馴れ馴れしくしないでください」

　タタラは言い放ち、忌いま々いましそうに舌打ちした。

「とはいえ……ずいぶんと手間取りましたが、これで皇こう土ど剣けんに関する調査は終了です」

「やったか。俺たちの勝ちだな」

　カラスキが得意げな顔をするのを、タタラは心底嫌そうな目で見た。

「……フラグ」

「愛まな娘むすめ、お前までそんな地球の習慣を気にするのかよ」

「油断するわけにはいきませんから。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。既に皇土剣の搬出準備は終わっています。剋こく獣じゆうに察知される前に《桔き梗きよう》本部へ搬入します。殲滅官はその護衛に……」

　その言葉を遮るように、ビルが鳴動し、警報がけたたましく鳴り響く。

『サンシャインシティ近辺に皇土の歪わい曲きよく点てんが出現。侵しん蝕しよく因子確認』

　杏あんずが耳につけた小型通信機に《桔梗》本部からの通信が届く。

「やはり見逃してくれるほど甘くはないか」

　杏の周囲に炎が散り、赤い燐りん光こうが躍る。

「今回も歪曲点測定が出現寸前まで無効化されていましたか。本来なら、侵蝕因子による大気の歪曲を捉とらえることができるはずが、奴やつら、どうやって……」

　タタラが疑問を滲にじませる。

　しかし、続けて起きたさらに大きな揺れに彼女は大きくよろめいた。

　転げそうになったタタラをカラスキが支える。

「いけません。搬出を急いで！　このままでは……」

「大丈夫だ」

　きっぱりと言うと、杏が歩み出す。

　彼女の周囲に煌きらめく赤い光が激しさを増す。

　その手の中に炎が立ち上り、十字の曲刀を作り出す。

　彼女の身を炎と共に赤い龍りゆう鱗りんが覆った。

「この時のために私がいる」

　杏の目はサンシャイン60に出現した剋獣を捉えていた。

「烈れつ火かの剣けん皇おう、紅地杏が!!」
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　それは唐突だった。

　ボクはサンシャインシティを出たあと、池袋の駅前でちょっと寄り道をしていた。

　ブラブラと歩いたあと、カラスキさんが買い物をしていた家電量販店の本のコーナーを覗のぞいて、そろそろ帰ろうかと外に出た瞬間、足元から来る揺れによろめいた。

　地震かと思ったけど、聞こえてきた破壊の音が、それがただの地震なんかじゃないことを思い知らせる。

　音がしたほうを振り仰ぐ。

　それはボクと杏あんずが何時間か前までいたサンシャインシティのほうだ。

「あれは……」

　ボクはそのまま動けなくなった。

　遠くに見えるサンシャイン60に、地上二百メートルはあるあのビルに、信じがたいほど巨大なものが巻きついていた。

　螺ら旋せんを描いてビルを締めつけているそれは、地面を割って姿を現した肉の塊だった。

　多分、触手というのが正しい気がするけど、あまりにも大き過ぎて、それでいいのかどうかもわからなくなる。肉の柱とでも呼べばいいのか。













　触手のような肉の塊の表面にいくつもの亀き裂れつが生じて、滲にじみ出でた液体がこぼれ落ちる。

　亀裂がぱっくりと広がると、その中には目玉があった。

　それだけじゃなく、歪いびつな牙きばが並ぶ口がある。

　鼻があって、耳らしい穴まで生じる。

　吐き気をもよおすほど醜悪な異形の肉柱がサンシャイン60を締め上げていく。

　ガリガリとコンクリートが削れ、外面のガラスが罅ひび割われて砕ける。

　誰かが悲鳴を上げ、それが引き金となって、人々が恐慌に陥る。

　ボクも動けない。

　だけど、そんなこと関係なく、肉の柱は動きを止めない。

　サンシャイン60に絡みついたまま、肉の塊が脈動する。

　その一部がブツリとちぎれて地面に落ちる。

　ちぎれたあとには新しい肉が盛り上がっていく。

　さらに別の肉が落ちた。

　続けざまに、いくつもの肉の塊が落ちていく。

　そして、肉塊は落下しながらその形を変えていく。

「あれも剋こく獣じゆう……」

　ボクの声は震えていた。

　数百メートルある触手からこぼれ落ちた全すべてが剋獣だった。

　杏あんずと戦ったヒヒと呼ばれた猿の剋獣や、さらに巨大な石の竜バジリスク。

　それ以外にも石の巨人や、石せき竜りゆうに匹敵する巨きよ躯くを持つ土の獅し子し、信じられない数の剋獣が肉塊からあふれてくる。

「嘘うそだ！　あんなにたくさん……！」「なんだあれは!?　いつもの奴やつじゃないのかよ!!」

　そして、剋獣たちが弾はじけるように動き出した。

　金に似た光を撒まきながら、大猿が、石竜が、獅子が、異形の化物たちがサンシャインシティから四方に散る。

　アスファルトやビルを砂と土に変えながら、大猿が跳び、石竜が突進する。

　サンシャインシティの周囲は杏が言っていたように封鎖されていて、人の姿はない。

　だけど、サンシャイン60通りや駅前にはまだたくさんの人がいる。

　剋獣たちの咆ほう哮こうが近づいて来る。

「逃げないと……」

　すくみそうになる身体からだを無む理り矢や理り動かして、ボクは駆けだそうとした。

　だけど、突然のことに動けない人は多い。

　逃げようとして転んだ人もいる。

　娘を抱えた母親がいた。

　そこへ、アスファルトを砂と化して、それを蹴け散ちらしながら突進してきた巨大な獅し子しの剋こく獣じゆうが飛びかかった。

　助けたいと思ったけど、ボクには何もできない。

　その時、目の前に赤い閃せん光こうが走った。

　獅子が両断されて、炎に包まれ、焼き尽くされる。

　さらに数体の剋獣が走る炎の軌跡に焼かれ、灰と化す。

　ビルの壁面を走って空に舞い上がったのは、赤い髪をなびかせ、十字の剣を手にした杏あんずだった。

「剣けん皇おう、紅あか地ち杏!!」

　杏は叫んだ。

「ここは私が押さえる。剋獣は全すべて焼き尽くし、斬きり捨てる！」

　回転する《焔ほむら》から炎の渦が放たれて、さらに何体もの剋獣がまとめて焼かれた。

「あなたたちの背後は私が護まもる。何も心配はいらない！　だから、逃げるんだ！」

　向かってくる無数の剋獣に対して、杏は構えた。

　後方に炎を噴き上げて突進し、すれ違いざまに全ての剋獣を斬り捨てていく。

　跳び上がり、杏が《焔》を振り回せば、空を焦がすほどの炎が杏の頭上に生じた。

　それを彼女はサンシャイン60に絡みつく触手目がけて放った。

　サンシャイン60もろともに巨大な肉の触手が炎に包まれる。

　表面に浮き出た目玉が燃え上がり、肉塊が黒く焼け焦げていく。

　歓声が上がった。

「剣皇だ！」「助かった!!」

　悲鳴は消え、恐怖で立ちすくんでいた人も、杏の戦いに興奮気味に声を上げている。

「これが杏の戦い……」

　杏が戦うのを直接見るのは二度目だ。

　時々、吹きつけてくる風に炎の熱を感じる。

　テレビで見るのとは違う本物の戦いが目の前で起きている。

　杏は強い。自分よりも大きな剋獣数十を相手にたった一人で立ち回って圧倒している。

　逃げていく人たちの中で、ボクはその戦いに見み惚とれそうになる。

　だけど……心の中で何かがおかしいと告げているものがあった。

「そうだ。やっぱり変だ」

　杏の炎を受けて燃えているけど、サンシャイン60を襲った触手の剋獣は、これまでの剋獣のことを考えるとありえない存在だ。

　その巨大さもだけど、何よりも、あれは剋獣を生み出した。

　それに、ここのところ出現数は増えていたけど、剋こく獣じゆうはあんなに一度には現れなかった。

　あれほどの数の剋獣を目にしたのは、《烈れつ火か帝てい》との戦いの映像の中でしかない。

「あの大きさ……それに、剋獣を生み出す力……。なんなんだ、あいつは」

　逃げないといけないと思いながらも、ボクはうめいた。

　その時、戦う杏あんずをビルの陰から一体の剋獣が強襲した。

「杏!?」

　剋獣の一撃が杏の赤い鎧よろいを砕いた。

　だけど、放たれた杏の斬ざん撃げきがそれを焼きながら真っ二つに裂く。

　傷つきながらも杏は退ひかない。

　テレビで見るのとは違う本物の剣けん皇おうの戦い。

　ボクには杏ががむしゃらに前へ出るのは、逃げる人たちを護まもるためだとわかる。

　歓声なんて上げることはできない。

　何もできずに、杏の背中を見ることしか、ボクにはできない。

　あまりに無力で涙が出そうになった。

　その時、すぐ近くで悲鳴が上がった。

　道路を直進してきたワゴン車が歩道にはね上げられ、そのままビルに激突して止まる。

　幸い巻き込まれた人はいなかった。

　だけど、それに乗っている人は、見知った顔だった。

「タタラさん!?」

　運転は獣人の特とく守しゆ隊員がしているけど、助手席には銀髪の半虎こ人じんの姿がある。

　横転して、一部が砂と化している車の中で、タタラさんは血を流して意識を失っている。

　一緒に乗っていた特守の隊員も動かない。

　そして、そこへビルの上から猿の剋獣が降ってきた。

　凶暴な唸うなりを上げる剋獣、ヒヒは車両のすぐそばに墜落してもがいている。

　その身体からだは焼け焦げて、四本ある腕のうち、右側の二本は切り落とされていた。

　それでも足あ掻がきながら、ヒヒは起き上がろうとする。

　その目は車両を睨にらんでいた。

「狙ねらっているのか」

　答えはすぐに出た。

　車両の中でタタラさんがかすかに目を開き、その手を伸ばす。

「いけません……。奪われるわけには……」

　そこまで言って、手がパタリと落ちた。

　タタラさんが手を伸ばした先、そこには大きな金属のケースが転がっていた。

　間違いなくワゴン車に積み込まれていたものだ。

　ケース自体、既に剋こく獣じゆうの攻撃を受けていたのか、一部が土に変わっていた。

　そして、そこから一本の剣が姿を見せる。

　ボクの身長よりも長く、肉厚で、傷一つない黄金の刀身。

　そこには龍の紋様が輝く。

「皇こう土どの剣……！」

　確信を持って口にした。

　ここしばらく、そして、今日の杏あんずの行動。

《桔き梗きよう》と特とく守しゆの共同作戦と、サンシャインシティの封鎖。

　そして、剋獣の大量出現と、目の前のヒヒの狙ねらい。

　そこにある剣が皇こう土ど剣けんでないはずがなかった。

「タタラさん！」

　横転した車両と、意識を失っているタタラさんに気づいて、杏が声を上げた。

「お前たち、よくも！」

　杏は彼女のもとに一気に駆け戻ろうとする。

　だけど、その時、杏に焼かれたサンシャイン60の触手が蠢うごめいた。

　燃え上がりながらも、触手が新しい剋獣をボトボトと産み落とす。

　さらに増加した数十もの剋獣は杏目がけて一斉に襲いかかった。

「邪魔だ!!」

　背後から、さらには四方から迫る敵を、杏の剣が焼く。

　その力量差は変わらず、杏は圧倒的に強い。

　だけど、記録映像とはいえ、杏の戦いを見続けてきたボクにはわかる。

　杏の動きは精彩を欠いている。

　これまでの戦いの疲労と、傷が少なからず影響している。

　だから、杏は襲いかかる剋獣を引き離すことができず、ここまで戻ることができない。

　あるいは……ここしばらくの剋獣の散発的な攻撃も、この瞬間のために、杏をあらかじめ疲労させておこうとしてのことだったんじゃないかと、考えてしまう。

　その間に、腕を失ったヒヒが皇土剣へと歩み寄る。

　さらには触手の眷けん属ぞくが遠くに飛ばした肉塊が落ち、いまだまともな形を成さないままに動いて近づいて来る。

　さらには砕けたアスファルトの割れ目から肉塊がドロリと湧わき上がる。

　それを目にした杏の表情が悔しげに歪ゆがむ。

　このままじゃ皇土剣は奪われる。

　その近くにいるタタラさんの命も危うい。

　考えるよりも先に、ボクは動いてしまっていた。

　身体からだを縛りつけていた恐怖は残っているし、無謀だとは頭の端では思っている。

　だけど、杏あんずの悔しげな表情が、皇こう土ど剣けんが奪われてタタラさんたちに万が一のことがあった時に浮かべるだろう涙が、ボクを突き動かした。

　歯を食い縛って突進したボクはヒヒの前を横切って、皇土剣をつかんだ。

　そのまま皇土剣を両手で握りしめて、ケースから引き抜くと、勢いのままに走る。

「よすんだ！　光みつ義よし！」

　遠くで杏が声を上げた。

「大丈夫だよ、杏！　この剣はボクが護まもる！　そこまで届ける！」

　ボクの行動は剋こく獣じゆうにも意外だったみたいで、一瞬、ヒヒや肉塊が動きを止めていた。

　その間に、ボクはビルの狭間はざまを跳び回って剋獣たちを切り裂く杏目がけて駆ける。

「く……！　重い！」

　皇土剣の刀身はボクよりも長いし、刃は分厚い。

　杏は五ご龍りゆう剣けんが龍りゆう気きでできているんだと言っていたけど、物質化しているからか、とてつもなく重かった。

　思うように走れない。

　後ろからヒヒの咆ほう哮こうが聞こえる。

「やめろ！　光義！」













　剋こく獣じゆうを焼き払いながら、杏あんずが叫ぶ。

　ボクだって、それが正解だとは思っている。

　これを持っていれば、ヒヒは……他の剋獣も、ボクを狙ねらってくる。

　今のボクの走る速度じゃ、すぐに追いつかれてしまうかもしれない。

　剣を捨てれば、それを狙う剋獣たちはボクなんかに構わないだろう。

　だけど、皇こう土ど剣けんは奪われることになる。

　それに、気を失っているタタラさんたちからこいつらを引き離すこともできなくなる。

「杏のところまで！　そこまで行ければ！」

　戦いながら、杏はこっちに向かって来る。

　ボクはそこまで、多分、あと十数秒だけでも、もたせればいい。

　剣を杏に渡すことができれば、もう剋獣は近寄ることもできないはずだ。

　そして、皇土剣は新しい剣けん皇おうを迎えて、杏の負担を減らすことができるのかもしれない。

　逆に剋獣に奪われれば、奴やつらはその力を増すと、杏は言っていた。

　杏の苦しみがまた増えてしまうし、それがきっかけで命を落とすかもしれない。

　そんなことはさせない。させてはいけない。

「危険がなんだ！　杏はいつも……いつだって命をかけているんだ！」

　だから、ボクは必死で走る。

　ボクには命をかける責任があるはずだ。

　何な故ぜなら……杏を剣皇にしてしまったのはボクなのだから。

　地を蹴けるヒヒの姿が肩越しに見えた。

　さらに道端で横転していた車両群をはね上げて、正面から石せき竜りゆうバジリスクが来る。

　石の竜が放つ金の煌きらめきに触れた部分を砂と化しながら、吹き飛ばされた車両が爆発した。

　熱風が吹きつける。

　それがボクの中の記憶を呼び覚ました。

　杏が剣皇になった日の、炎の記憶だ。
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　光みつ義よしは燃える街に立っていた。

　見慣れた家々が燃え上がる。木々も電柱も、道路さえも炎に包まれていた。

　熱風が吹きつける。

　身体からだが熱く、喉のどが渇く。

　その時の光義は中学の頃の制服に身を包んでいる。

　そして、一人の少女の手を引いていた。

　光みつ義よしと同じ中学の制服に身を包んだ彼女の髪は黒い。

　煤すすで汚れたその頬ほおを涙が濡ぬらしていた。

「怖い……怖いよぉ」

　嗚お咽えつが漏れる。

「大丈夫だよ」

　光義は彼女の頭を撫なでた。

　少女が顔を上げる。彼女は中学の頃の杏あんずだった。

　この時の杏はまだ烈れつ火か剣けん皇おうではない。

「大丈夫だよ」

　光義は言ったが、その言葉は自分に言い聞かせるものでもあった。

　炎に染まり、黒く煙る空を見上げれば、そこには炎に包まれた巨大な鴉からすが舞っていた。

　広げた翼の長さが数十メートルを超える三本脚の鴉だ。

　それが紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吐いた。

　街を薙なぎ払はらう爆炎が、火柱を高く上げ、家々を焼き尽くしていく。

「あれが……烈火の剋こく獣じゆう……」

《烈れつ火か帝てい》ホルスが率いる剋獣が関東各所を襲撃していると、光義はニュースで目にしていた。













　だが、テレビの中の灰と化した街並みを目にしながらも、それは、現実の光景と思っていなかったところがある。

　その現実を、彼らはついに目の当たりにすることになった。

　杏あんずの手を引いて、その場から離れようと歩き出す。

　その時、熱風が頭上から叩たたきつけられた。

　光みつ義よしは顔をかばい、そして、目を見開いた。

　すぐそこに剋こく獣じゆうが滞空している。

　赤く燃え上がる瞳ひとみは間違いなく、彼らを映していた。

　鋭い嘴くちばしから炎があふれ、火の粉が散る。

「もう、ダメ……」

　杏の膝ひざから力が抜ける。

「杏」

　その腰に手を回して杏の身体からだを支える。

　光義は杏の顔を覗のぞき込こむと、笑みを浮かべた。

　笑顔はぎこちなく、涙も浮かんでいるし、身体が震えていることは彼自身わかっていた。

「光義ちゃん……」

　光義は杏をかばうように立つ。

「避難所で合流しよう」

「光義ちゃん!?」

「変な鴉からす!!　この鳥頭！　こっちだ！」

　彼は足元に転がるアスファルトの破片を大おお鴉がらす目がけて投げた。

　それは大鴉の身に触れると同時に炎を上げて燃え尽きる。

「来いよ！　眷けん属ぞくでもなんでも！　ボクは怖くない!!」

　震えながら、顔を引きつらせ、涙で視界がゆがむのを感じながら、叫ぶ。

　大鴉がその目を光義に向ける。

「ダメ！　やめて、光義ちゃん！」

「行って！　杏！」

　大鴉の嘴の奥に眩まばゆい炎の輝きが揺れる。

　光義は全力で走り、角を曲がると同時に身を投げた。

　一瞬前まで彼がいた場所を巨大な炎が突き抜ける。

　続けて巻き起こった爆風と熱波に、光義の身体は簡単に吹き飛ばされていた。
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　杏あんずが振るう烈れつ火か剣けん《焔ほむら》が剋こく獣じゆうを次々と斬きり裂いていく。

　斬ざん撃げきと共に巻き起こす炎は斬り捨てた剋獣を瞬時に灰と化す。

　地を駆け、ビルの壁面を蹴けって跳び、烈火剣が生み出した炎の炸さく裂れつによってその軌道すら自在に変えて戦いながらも、杏はその表情に焦りを滲にじませた。

「くそ！　どけ！」

　サンシャイン60を取り巻き、燃え上がる巨大な触手からボトボトと絶え間なく落ちてくる肉塊が大猿や石せき竜りゆう、様々な剋獣へと変じ、次々と杏へ襲いかかる。

《焔》を投じ、飛膜を持ち滑空するムササビにも似た剋獣を両断しながら、杏は眼下を見下ろす。

　ビルに挟まれた通りの向こうに、光みつ義よしの姿があった。

　彼は皇こう土ど剣けんをその胸に抱き、懸命に駆け、杏がいる場所へ向かっていた。

　だが、その背後に杏が取り逃した手負いのヒヒが迫りつつある。

　倒しきれなかった別の剋獣たちも光義の存在に気づいている。

　杏もまた光義のもとへ向かおうとするが、敵は身を挺ていするようにして杏の行く手を阻む。

「キリがない。これだけの剋獣を生むなんて。あの触手は近この衛え種……。いや、それにしても数が多過ぎる」

「ならば奴やつは……」と、杏はうめいた。

『紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。まずいことになっているわ』

　杏が耳につけた小型通信機から声がする。

「シビさん。それはつまり……」

　杏は息を呑のむ。

「こいつは近衛種なんかじゃない。王おう種しゆ三号。《皇こう土ど帝てい》タイサイか！」

　杏はサンシャイン60に絡みつく触手を見上げた。

　その禍まが々まがしい巨きよ躯くは杏の炎に焼かれ、爛ただれているが、焦げているのは表面だけで、剥はがれ落おちていく皮膚と肉塊の下には新たな肉が見えていた。

　炎が消え、炭と化した表皮を破り、新たな肉が盛り上がり、目や鼻を生じていく。

『そのとおりよ。歪わい曲きよく点てん測位によって観測された侵しん蝕しよく因子の強度は、王種三号《皇土帝》タイサイのもので間違いないわ』

「しかし、それにしては《烈れつ火か帝てい》ほどの龍りゆう気きは感じない」

『それもそのとおりよ。何な故ぜなら、それは王種三号の肉体の一部に過ぎないわ。本体は別にいる。今、天文室の総力を挙げて、本体を特定しようとしているところよ』

「これで……一部だと」

　うめきながらも、杏は戦いを続ける。

　息が上がり、汗が流れ落ちる。

　疲労が蓄積した身体からだは自由に動かない。

　それでも彼女は烈れつ火か剣けんを振るう手を止めない。

「剋こく獣じゆう五ご帝てい！　また光みつ義よしを危険な目に遭わせるのか！」

　杏あんずの視線の先、光義は全力で走っている。

　しかし、その行く手を石せき竜りゆうバジリスクの巨体が阻み、後方からは肉塊のままの剋獣や、ヒヒが襲いかかる。

　逃げ切れないのは目に見えていた。

「《焔ほむら》の全力ならここからでも……いや」

　杏は苦々しげに首を振った。

「ダメだ。《焔》の力を全開で放てば、光義もタタラさんも巻き込まれる」

　杏の正面からまた大量の剋獣が飛びかかってくる。

「ならば、直接焼き斬きっていくまでだ!!」

　後方へ跳んだ杏はビルの壁を蹴けり、同時に烈火剣の炎を炸さく裂れつさせて急加速した。

　剋獣の群れの中へ飛び込み、すれ違いざまに数体をまとめて斬り捨てる。

　そのまま群れを突き抜けると、さらに別の壁を蹴って反転、再びの突入で剋獣を焼く。

　わずか数瞬でそれを繰り返し、剋獣を縦横に切り刻み、焼き尽くす。

　そして、数が減ったところで、杏は光義目がけて跳んだ。

　密度を減らした剋獣の壁はもはや杏を止めることはできない。

　必要最小限の動きだけで杏は敵中を突破する。

　かすめた攻撃で耳の小型通信機が割れ飛んだが、彼女はそれを顧みもしない。

　かわしきれない剋獣を烈火剣で貫き、そのまま焼き尽くした。

「光義！　今、行く！」

　灰と化した剋獣を突き破った杏の目には光義の姿しか映っていなかった。

「死なせない！　私は……！　私のこの力は、光義のために!!」

《焔》を強く握りしめる杏の脳裏に、それを初めて手にした日、彼女が剣けん皇おうになった日の光景が蘇よみがえる。
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「光義ちゃん！」

　杏は声を上げた。

　中学の制服を着た黒髪の彼女は、烈火の剋獣を引きつけて走って行った光義を追おうとした。

　だが、吹き荒れる爆風が行く手を遮る。

「きゃっ」

　吹き飛ばされ、転び、起き上がった時には、そこにはもう光みつ義よしの姿はなかった。

　大おお鴉がらすの姿をした烈れつ火かの剋こく獣じゆうは、既にかなり遠くへ離れている。

　剋獣の炎がまた街を焼く。そこに光義がいるかもしれないのに。

「そんなぁ……。光義ちゃん……」

　涙で滲にじんだ視界には焼け落ちていく街しか映らない。

　膝ひざから崩れ落ちた杏あんずは白い指で割れたアスファルトを掻かく。

「どうして……どうして、こんな」

　最後に見た光義の笑みが胸を苛さいなむ。

　本当は怖いのに、震えているのに、光義は自分を安心させるために無理に笑顔を作り、そして、剋獣を連れて行った。

　光義はいつも自分を助けてくれていたと、彼女は思う。

　泣き虫で、鈍い自分を護まもってくれていた。

　炎の鴉が甲高い声を上げ、紅ぐ蓮れんの劫ごう火かが立て続けに落とされる。

　まだ生きているとすれば、あそこで襲われているのは光義だ。

　生きていたとしても、あんな化物から、このまま逃げ切れるわけがない。

　杏は唇を噛かんで立ち上がる。

　そして、よろよろと、光義がいるはずの場所に向かおうと歩き出す。

「待って！」

　手をつかんで、止められる。

　振り向けばそこには眼鏡をかけた女性がいた。

　彼女はシンプルなブラウスにパンツの上、見慣れない刺し繍しゆうを施した白衣のようなものを羽織っている。

　その隣には大柄なスーツ姿の男が立つ。

　彼の顔を見て、杏は身を震わせた。

　男の顔は虎とらのものだった。顔には大きな傷きず痕あとが残り、隻せき眼がんとなっている。

　剋獣と同じ世界からやって来た獣人がいると、杏は授業やテレビで見たり、聞いたりしたことがあった。

　二人の後ろには彼女たちが乗って来たものだろう、自衛隊の車両が停とまっている。

「あっちは危ないわ。わたしたちと一緒に避難しましょう」

　女性はそう言うと、車に乗るようにと促す。

　しかし、杏はつかまれた手を振り払い、首を大きく横に振った。

「どうして？　早く逃げないと、ここもすぐ……」

「だけど！　光みつ義よしちゃんが！　いつも助けてくれて、優しくて……でも、わたしは迷惑ばかりかけていて！」

　杏あんずの頬ほおを涙が伝い、こぼれ落ちる。

　アスファルトの上に落ちた滴は熱風に煽あおられてすぐさま乾き、跡も残らない。

「光義ちゃんが死んじゃう！　そんなの、わたし、やだ……。わたし……！」

　その時、杏は目の端に赤い輝きを見た。

　女性たちの車両に乗せられた何かが眩まばゆい赤しやつ光こうを放っている。

　その光は街を焼く炎よりも鮮やかで力強い。

　杏の様子に女性たちも異変に気づく。

　振り返った女性は眼鏡の奥の目を見開いた。

「龍りゆう魂こんが……」

　彼女は車からアタッシュケースを降ろす。

　光はそこからあふれ出ていた。

「形を失っていた烈れつ火か剣けんが選んだのが、あなただというの？」

　そこまで言って、女性は杏の顔を覗のぞき込こみ、マジマジと見つめた。

「あなた、まさか！」

「シビ」

　隣に立つ虎こ人じんの男の声に、シビと呼ばれた女性は口をつぐむと杏から身を離す。

　彼女は眉まゆ根ねに皺しわを寄せて、わずかな時間空を仰いだ。

　黒煙が赤い空に流れていく。

「あなたに問うわ」

　彼女はそう言うと、アタッシュケースを開けた。

　そこには真紅の光を放つ球体が収められていた。

　その光は温かいと言うにはあまりに強過ぎる熱を帯びていた。

「あなたには剋こく獣じゆうを滅ぼす力を得る権利がある」

「剋獣……を？」

「そう。だけど、その力を得れば、あなたは剋獣と戦うこと、それ自体を強いられる。この世界の希望となるべき責務を負う」

　眼鏡の奥、彼女の瞳ひとみはどこか悲しげだった。

「あなたは世界でただ一人、剋獣と戦う力を得て、戦いに身を投じるか。それとも、ここでわたしたちと共に引き返して、平穏に生きるか。それを選ぶのよ」

「わたしが……」

「そうよ。選ぶ時間はないわ。だけど、無理強いはしない。あなたが自分のことを思うなら、わたしは今、ここで拒否するべきだと……」

　杏あんずは迷うことなく、赤い球に手を伸ばしていた。

「引き返しません。進みます」

　杏はきっぱりと言った。

　熱風の中、彼女の涙は乾いている。

　白い指先が球に触れた。

「光みつ義よしちゃんを助けることができる。そのための力が手に入るなら、なんだってする」

　直後、杏を中心として赤い輝きが天へと立ち昇った。

　火の粉が舞い、そして、球体がその形状を変えていく。
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　後ろから襲いかかってきたヒヒを、ボクはほとんど地面を転がるようにしてかわした。

　よけることができたのは偶然に近い。

　ヒヒの残る二本の腕がアスファルトを打ち割り、砂へ変えていた。

　転げたままでいたら殺される。

　痛む身体からだを無む理り矢や理り動かして立ち上がって前に出ようとする。

　その時、ボクが一瞬前までいた場所を何かが突き抜けた。

　それは肉塊のままの剋こく獣じゆうが伸ばした身体の一部だった。

　槍やりのように伸びた肉の塊はボクのすぐ脇を通り過ぎて、停車していた車を貫いた。

　金属を易やす々やすと穿うがつその威力にぞっとする。

　そもそも、ボクはあいつらの放つ光、侵しん蝕しよく光こう帯たいに触れるだけで殺される。

「だけど、杏のところまで……！」

　重過ぎる皇こう土ど剣けんを握りしめて前へ進もうとする。

　汗が流れ落ちた。両腕は痺しびれているし、脚も重い。

　でも、杏は敵を焼き払いながら、こちらに来てくれている。

　ボクと杏の距離は多分、もう百メートルもない。

「あと少し！」

　轟ごう音おんと共に、ボクの目の前で石せき竜りゆうバジリスクがアスファルトを踏み割りながら牙きばを剥むく。

　三十メートルはある巨体が道をほとんど塞ふさいでいる。

　石の身体からあふれる黄色とも金ともつかない光は触れたものを土に変えていた。

「怖いけど……死にたくないけど……」

　それでも杏はすぐそこにいる。

　勢いに任せて、ボクは喰くらいついてくるバジリスクの顎あごをかわして、潜くぐり抜ぬけた。

　すぐ後ろでアスファルトが噛かみ砕くだかれる。

　だけど、これなら！

　そう思ったボクの前に手負いのヒヒが落ちてきた。

　跳躍して回り込まれたんだと気づいた時には、その二本の腕が振り上げられている。

　憎しみに満ちた目がボクをねめつけ、鉤かぎ爪づめが光る。

「杏あんず!!」

　ボクは叫んでいた。

　死が目の前にある。

　同じようなことが前にもあった。その光景が走馬灯のように蘇よみがえる。
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　燃え上がる街の中で、光みつ義よしは追い詰められていた。

　あまりの熱に意識が朦もう朧ろうとする。

　汗が流れ落ちるたび、火傷やけどや擦すり傷に染みた。

　光義の眼前を炎の壁が遮っている。

　そして、振り向けば、三本脚の鴉からすがいた。

　燃える身体からだを持つそれは、怒りにギラつく赤い瞳ひとみで光義を見下ろしながら飛んでいた。

　鋭い嘴くちばしの奥で火の粉が散り、街を焼き尽くした炎が放たれようとしていた。

　光義の全身から力が抜けた。

　ここで焼かれて死ぬのだと思った。

「でも、杏は逃げることができた」

　そう思うと、光義は微笑ほほえむことができた。

　幼なじみのことを思えば、胸を苛さいなむ死の恐怖はずいぶんと和らいだ。

　怖がりで、泣き虫で、けっこうドジで、だけど、誰よりも優しく愛らしい幼なじみ、紅あか地ち杏は逃げることができたのだ。

　時々、見せてくれる彼女の笑顔が、光義の脳裏に浮かぶ。

　それが黄き塚づか光義の最後の思考なのだと、彼は他ひ人と事ごとのように考えた。

「光義ちゃん」

　光義の耳が杏の声を聞いた。

　一瞬、自分の記憶の中の声だと、彼は思った。

　だが、聞き慣れた、間違うはずもない足音がする。

「杏……!?」

　光義の行く手を遮っていたはずの炎の壁がいつの間にか消きえ失うせていた。

　その代わりに、見慣れた少女がいる。

　目の前の鴉からすの剋こく獣じゆうの姿に怯おびえ、震えながらも、彼女は光みつ義よしをかばう形で、彼の前に出る。

「どうして戻ったんだ!?　ボクは杏あんずを逃がしたくて！　ダメだ！　杏、今すぐに……！」

　しかし、杏は首を横に振る。

「ううん。逃げない」

　そう言って、彼女はさらに一歩、前に出る。

「光義ちゃんは……わたしが護まもる」

「護るって……だって、杏は……」

　その時になって、光義は気づいた。

　黒かったはずの杏の髪の色が赤く変わっていた。

　それは炎の色に染め上げられているわけではない。

　むしろ、杏の髪の色は街を焼き尽くしていく炎よりもさらに深い赤の色をしていた。

　杏の周囲の炎が彼女に吸い寄せられるように集まっていく。

　それらは彼女の手に集い、燃え上がる炎の中から、一振りの異形の剣が生まれ出る。

　傷一つない刀身はそれ自体がほのかに赤く輝いていた。

　曲刀四本を組み合わせた十字の剣が杏の手の中に収まる。

「いくよ、烈れつ火か剣けん……《焔ほむら》」

　杏がそう呟つぶやいたのと、剋獣が彼女目がけて炎を吐いたのは同時だった。

「杏!!」

　光義が声を上げる。

　杏は逃げなかった。

　自らを襲う炎に対して、彼女は烈火剣を振り回して、前に出る。

　盾のようにかざされたそれは襲い来る炎を刃に巻き込んでいく。

　そして、杏は跳躍し、十字の剣を回転させた。

　大おお鴉がらすの剋獣が横一文字に切断され、その身がさらに激しく燃え上がる。





　　　◆　◆　◆






「そうだ。ボクはあの時……！」

　振り下ろされるヒヒの鉤かぎ爪づめを見ながらボクは思い出した。

　あの時、杏に救われた。

　そして、杏は剣けん皇おうとして生きることを宿命づけられた。

「違う。ボクが杏を剣皇にしてしまったんだ……！」

　叩たたきつけられるヒヒの一撃は、皇こう土ど剣けんを持ったままでは避けられない。

　剣を捨てて身を投げ出せば、あるいは助かるかもしれないと、怯える心が囁ささやく。

　だけど、ボクのせいで杏あんずはいつも泣いている。

　学校でも英雄扱いで、普通の高校生活を送ることさえ難しい。

　傷は絶えず、いつ命を落とすかも知れない戦いに身を投じ続けている。

　そうだ。剣けん皇おうは死ぬ。

　四し海かい天てん宮きゆう時代の、先代の剣皇は全員死んでいる。

　そんな戦いを杏は続けている。

　なのに、ボクだけが逃げることなんてできるはずがなかった。

「あぁぁぁぁぁっ!!」

　とっさに皇こう土ど剣けんを振り上げた。

　渾こん身しんの力で振り回したそれをヒヒの腕に叩たたきつける。

　皇土剣がヒヒの鉤かぎ爪づめと噛かみ合あい、それを砕いた。
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「どけぇぇぇぇっ!!」

　まとわりつく剋こく獣じゆうを回転する刃で薙なぎ払はらいながら、杏は吼ほえる。

　壁を蹴けり、光みつ義よしのもとへ向かう。

　彼は追いつめられていた。

　バジリスクの巨体を辛うじてすり抜けたが、眼前にはヒヒが立ちはだかっていた。

「逃げろ、光義！　剣なんて捨てて逃げてくれ！」

　光義までの距離はまだ数十メートル残っている。

　降り注ぐ肉塊がそのままの形で、あるいは獣と化して追撃してきていた。

「違う……。違うんだ。私はこんなこと望んでいない！　ただ光義を護まもりたくて！」

　駆けながら杏はその身を反転させる。

　後ろから襲いかかる剋獣を斬きり払い、彼女は再生を果たそうとしているサンシャイン60の肉柱を睨にらんだ。

「邪魔をするな!!」

　烈れつ火か剣けんが激しく燃え上がり、炎の渦を生じさせる。

　杏が放った炎が空へと駆け上がり、追撃する剋獣の群れもろともにタイサイの肉体を再び炎に包み、体表を焼き尽くされた肉柱が動きを止める。

　サンシャイン60のガラスが溶け落ち、真紅の炎が空を焼き焦がすが、杏はもうそちらには目もくれない。

　地を蹴り、一気に光義との距離を詰めようとする。

　しかし、焦る彼女をあざ笑うように、ヒヒが光義へと鉤爪を振り下ろす。

「間に合えっ!!」

　炎を炸さく裂れつさせて杏あんずはさらに加速する。

　その正面に、アスファルトを真下から砕いて出現した石の巨人が立ちはだかった。

「重装種ギガス……！」

　石巨人ギガスはその身の一部を石弾として射出する。

　その一発は車両ほどの大きさがあった。

　だが、杏は回避しようとせず、烈れつ火か剣けんの迎撃も行わない。

　十字の剣は横に構えたまま、まっすぐに突き進む彼女の龍りゆう鱗りんが輝きを増す。

　肩からの体当たりで、杏は石弾に激突した。

　煌きらめく龍鱗が砕けるが、同時に石弾もまた高熱に曝さらされたかのように融解していく。

　溶け落ちる岩をブチ抜いて、杏はさらに前へ出る。

　そこへ石巨人が拳こぶしを叩たたきつけた。

　真上から撃ち込まれた拳を杏は力を込めて振り上げた烈火剣で正面から受け止めた。

　速度が落ち、ガクンと膝ひざが折れそうになる。

「くっ……」

　杏の表情が歪ゆがんだ。

　だが、次の瞬間、《焔ほむら》はその十字の刀身を回転させ、力を逃がす。

「どけと言っている！」

　一瞬、ギガスがバランスを崩したところを烈火剣が切り刻んだ。

　石巨人を微み塵じんに砕いた杏と光みつ義よしの間にはもはや手負いのヒヒしかいなかった。

　だが、ヒヒの鉤かぎ爪づめは既に光義へと叩たたき込こまれていた。

　杏が目を見開く。

　しかし、光義はその一撃を皇こう土ど剣けんを振るい、弾はじいていた。

　衝撃に耐えきることができず、光義は皇土剣ごと吹き飛ばされる。

　だが、ヒヒはそれを追撃できなかった。

　杏はとっさに光義のほうへ駆け寄ろうとする。

　剣けん皇おうの身体能力ならば、あと一歩で届く距離だ。

「杏！　やったよ！　ボクは……！　皇土剣を」

　転げたまま、光義は皇土剣を抱えて笑った。

「光義っ!?」

　杏はその表情を一変し、悲鳴にも近い声を上げた。

　見開かれた彼女の視線の先、自分の背後を光義は振り向く。

　そこには地面から湧わき出すように現れた肉塊の剋こく獣じゆうがいた。

　煌めく黄の光が剋獣の周囲を、そして、光義の服の一部を砂へと変える。

　何かを言おうと口を開いた光みつ義よしに、その剋こく獣じゆうが覆いかぶさった。

　グシャッという湿った音がした。

　赤いものが周囲に飛び散り、肉の塊の中から何かが落ちた。

「あ……」

　杏あんずは目を見開いた。

　肉塊の剋獣から落ちたものがその目に映り込んだ。

　それは人間の肘ひじより先だった。

　中途半端に開いた掌てのひらがべったりとした血で濡ぬれている。

　鉄に似た臭においとそれ以外が入り混じった、胸が悪くなるような臭いが立ち込める。

　こぼれ落ちた赤黒い液体と、人間の腕が侵しん蝕しよく光こう帯たいに触れて砂と土へと変わっていく。

　杏の姿を認め、石せき竜りゆうが吼ほえるが、彼女はそちらを一いち瞥べつもしない。

　よろよろとした足取りで砂へと変わっていく腕へと歩み寄る。

　杏はそこに一緒に転がっていたものを見た。

　それは彼女が水族館で欲しがっていたペンギンのぬいぐるみだった。

　目の前に肉塊の剋獣がいるにもかかわらず、杏はしゃがみ、震える手でそれに触れた。

「……やだ。嘘うそ……」

　そこへ石竜バジリスクが突進した。













　突撃から叩たたきつけられた石の腕が杏あんずの側頭部を殴りつける。

　杏の身体からだがしなる。

　赤い光を散らし、剋こく獣じゆうよりもずっと小さな身体が吹き飛び、大通りを隔てたビルの壁面に叩きつけられた。

　グラリと揺れた身体はそのまま地面に倒れ込む。

「光みつ義よし……助けないと」

《焔ほむら》を支えとして、杏は身を起こす。

　震える脚で立ちながら、彼女は光義を呑のみ込こんだ肉塊の眷けん属ぞくへと足を踏み出そうとする。

　その手の中で剣を包む炎が薄れ、消えていく。

「ダメだ……。ダメなんだ。私が戦う理由は……。光義のために……それなのに……」

　杏の後ろに手負いのヒヒが迫るが、彼女はそれに気づかない。

　ヒヒに残る二本の腕が、杏をもう一度ビルの壁面へと叩きつける。

「う、かは……」

　弱々しいうめきを上げて、崩れ落ちそうになる杏を、ヒヒはそのまま踏みにじる。

　龍りゆう鱗りんが砕け散り、杏の身が震えた。

「光義……」

　虚うつろな目で呟つぶやく彼女の唇の端から血が滴る。

「光義……。お願いだ。返事をしろ。返事をして……。お願いだ。お願いだから……！」

　ヒヒが杏を蹴けり飛ばす。

　さらにはバジリスクが近づいて来るが、彼女はそれを見てはいない。

「ダメだ……。戦わないと。私が光義を助けないと……」

　苦しい息の中で杏は必死に立ち上がり、足を踏み出そうとする。

　だが、唐突にその膝ひざはカクンと折れた。

　杏が崩れ落ちる。

「私は……。私は……。こんなの認めたくなんてない……やだよ……」

　肉塊の眷属の周囲に散った血がことごとく砂に変わる。

　ボロボロと涙を流しながら、杏はそれを見ていた。

　嗚お咽えつと共に彼女の身体が大きく震えた。

　そこへヒヒが太い腕を打ち振るった。

　バキリと嫌な音が鳴り、杏の身体がまた地面を転がる。
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『光義……。お願いだ。返事をしろ』

　どこまでも続く闇やみの中で、ボクは杏あんずの声を聞いた。

「う、あ……」

　全身が痛い。存在するだけで苦痛だと思うほどに痛くて苦しい。

　皇こう土ど剣けんごと剋こく獣じゆうに呑のまれたことは憶おぼえている。

　ボクは皇土剣を護まもることができなかった。

　死んだのか？

　そう思った。

　同時に目の前が開けた。

　身体からだの感覚はないけど見える。

　杏の姿がある。

「杏……！」

　泣きながら杏は戦っていた。

　だけど、それはもう剣けん皇おうの戦いでもなんでもなかった。

　手負いのヒヒの攻撃が炎の消えた烈れつ火か剣けんをはね上げて、二本の腕が赤い鎧よろいを引き裂く。

　打ち倒されながらも、杏は何かをかばっていた。

　血で汚れた手で、その胸に抱いているのはボクが杏にあげようと思って買ったペンギンのぬいぐるみだ。

『やめろ……。やめてくれ。これは光みつ義よしなんだ……』

　苦しい息の下で言うと、涙で濡ぬれた目でヒヒを見る。

　その後ろから石せき竜りゆうが喰くらいついた。

「杏!!」

　龍りゆう鱗りんがさらに砕けて、その反動で杏は弾はじき飛とばされ地面を転がる。

　その手からぬいぐるみが転げ落ちた。

『ダメだ。やめて……』

　杏が手を伸ばす。

　グシャリとぬいぐるみが潰つぶれた。

　踏み潰したのは、さっき杏を殴り飛ばした傷ついたヒヒだ。

　見せつけるように踏みつけると、ヒヒは乱らん杭ぐい歯ばを剥むき、唇を歪ゆがめて笑う。

　ぬいぐるみは土の塊に変わっていく。

『あ、あぁ……』

　涙をこぼして、杏はぬいぐるみだったものをつかんだけど、土と砂が手の中から虚むなしくこぼれるだけだった。

　杏の周りに剋獣たちが集まってくる。

　石竜、巨人や獅し子し、地面から湧わき出してくる肉塊の剋獣。

　だけど、杏あんずはもう嗚お咽えつを漏らすだけだ。

『約束してくれたんだ……。私はまた光みつ義よしと……今度は一緒に展望台に……』

　肉塊の槍やりが、巨人の拳こぶしが杏の言葉を中断させた。

　吹き飛んだ彼女の身体からだが力なく仰あお向むけに倒れる。

「やめろ!!」

　ボクは叫んだ。

　ただそれだけで全身が気が狂いそうなほどの苦痛に苛さいなまれる。

「やめろ!!　やめろって言ってるだろ!!　杏が何をした!!」

　それでも、血を吐くように叫んだ。

　杏は剣けん皇おうなんかじゃない。

　本当は普通の女の子だ。むしろ、メンタルは普通の女の子よりもずっと弱い。

　そんな杏が戦わなければならないのは、こいつら剋こく獣じゆうのせいだ。

　意味もなく世界に仇あだを為なす剋獣がいるから杏は苦しむ。

「違う……」

　杏は戦うのは自由意思だと言ったけど、そんなことはない。

　殲せん滅めつ官かんという役割を与えて、剋獣が現れれば出撃を要請する。

　拒否できるとしても、英雄である彼女が、心優しい杏が拒むわけがない。

　あいつらはそれがわかっているんだ。

　テレビでも杏は剣皇として、英雄として祭り上げられている。

　そのことが杏のプレッシャーになっていることなんて、みんな気づいていない。

　カラスキさんやタタラさんみたいに杏のことを心配してくれる人はいる。だけど、そんなのは本当に身近なわずかな人だけだ。

　杏の命を盾にして、この国の、この世界の誰も彼もが生きている。

　杏を苦しめているのは……。

「違う！　それも違う!!」

　吐き気がするほどの苦痛の中でボクは気づく。

「ボクだ……！　杏を一番苦しめているのは、ボクなんだ！」

　そもそも、杏はボクを護まもろうとして烈れつ火か剣けんを手にして、剣皇になった。

　ボクがいなければ杏は剣皇なんかにならなかった。

　そして、今、杏を助けようとしたボクはこうして彼女の心を砕いてしまった。

　杏が嬲なぶられるのを闇やみの中でただ見つめる。

「杏……！　杏!!」

　皇こう土ど剣けんを護ることができなかった。

　杏を喜ばせようとして買ったぬいぐるみは、彼女をより深く絶望させただけだった。

　展望台に行こうと言った約束をボクは破った。踏みにじった。

「ボクは……!!　くそ!!　くそっ!!　ふざけるな!!」

　杏あんずの龍りゆう鱗りんは欠けて罅ひび割われ、もうまともに機能していないように見える。

　服が裂け、肌は傷つき、何度も咳せき込こむ杏の前に、ヒヒが立つ。

　いやらしく牙きばを剥むいて、そいつは大きな手で杏の頭をつかみ上げた。

　何かを呟つぶやいているけど、烈れつ火か剣けんを握る杏の腕はもう動かない。

　その目から戦意は完全に消えていた。

「戦って！　戦ってくれよ、杏!!　ボクはこんなもの見たかったわけじゃない！　何をしているんだよ、お前は!!」

　奥歯を噛かみしめる。

「ボクも、剋獣こいつも、世界も……！　諦あきらめてる杏も！　ふざけるな!!」

　湧わき上がる感情のままに叫ぶ。

「クソが!!　ふざけるなよ!!」

　その時、ボクは手に何かが触れたことに気づいた。

　金属らしいなめらかな感触と、ほんのわずかな温かさ。

　それが苦痛の中に染みてくる。

　身体からだの感覚がわずかに戻り、手に触れたものの正体に気づく。

「皇こう土ど剣けん……」

　不思議と確信できた。

　皇土剣はボクと一緒に呑のみ込こまれている。

「そうだ……。死んでられるか。諦められるか!!」

　ボクの手は闇やみの中で皇土剣を握りしめていた。

「ボクは杏を護まもる!!　杏を傷つける奴やつは許さない!!　剋こく獣じゆうだろうが、杏を戦わせる奴だろうが！　杏を泣かせるボクなんて、ボクはボクが許せないんだよ!!」

　感覚が完全に戻っていた。

　自分が剣を握っていることがわかる。

「五ご龍りゆう剣けんだかなんだか知らないし、剣が剣けん皇おうを選ぶとか、そんなのも関係ない！　いいからよこせ!!　お前の力を!!　よこせよ!!　皇土の剣!!　俺にお前をよこせっつってんだ!!」

　ボクは心の奥底から叫んだ。

　剣を握りしめたボクの身体の内側から熱いものが迸ほとばしる。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　その次の瞬間、世界が、闇が弾はじけ飛とんだ。

　黄金の輝きが視界を満たす。
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「杏あんずに何してんだ!!　てめえは!!　このクソがぁっ!!」

　杏の頭をつかんでいたヒヒの腕が千切れ飛んだ。

　四本あった腕全すべてを失って、目を見開いたヒヒの顔面に拳こぶしをめりこませる。

　よろけたところに、全身を振り回しながら、両手で握り直した剣を叩たたきつけた。

　ヒヒの身体からだが袈け裟さ懸がけに切り裂かれる。

「いつまでも汚い手で杏に触れてるんじゃねえぞ、このクソ猿が!!　ブチ殺すぞ!!」

　斜めに裂けたヒヒの身体が土と砂を吹き出しながら崩れ落ちていく。

「てめえ、何をもう死んでやがる!!　簡単に死ねると思ってるんじゃねえ、クソが!!」

　土と砂へ変わる前に、もう一度振り上げた剣を叩たたき込こみ、土つち塊くれとして砕けて散るヒヒだったものを踏み砕く。

　荒い息を吐きながら、周りを睨にらみつけた。

　石せき竜りゆうが、土の獅し子しが、石の巨人が、他にも何体もの剋こく獣じゆうがいる。

　どいつもこいつも杏を傷つけた奴やつらだ。

「ふざけんなよ……！　てめえら、杏に何するつもりだった……」

　剋獣どもがたじろぐ。

「何するつもりだったって聞いてるだろうが!!　応こたえることもできねえのか!!」

　剣を地面に叩きつければ、奴らはさらに下がる。

　身体の内から熱い力があふれてくる。それは握りしめる大剣から、この全身からも迸ほとばしり、金の輝きを撒まき散ちらす。

　こいつらが杏にしたことを思い出す。

　憎い……！　この程度じゃ足りない。どれだけ痛めつけても飽き足りない……！

「てめえらは殺す。嬲なぶり殺ごろす！　簡単には死ぬなよ!!」

　怒りに任せて死んだ剋獣の残ざん骸がいの土を踏みにじる。

「ひぁっ」

　すぐ後ろから声がした。

　振り向けば、そこに杏がへたり込んでいる。

　その表情は明らかに怯おびえていた。

　剋獣にじゃない。恐怖を帯びた目は俺を見上げていた。

「み、光みつ義よし……。あまり怒らないで」

　俺に……怯えている。

「う……」

　それに気づいた時、胸の内で荒れ狂っていた何かが冷えていくのを感じた。

　身体からだの奥底から激しくあふれ出ていた力が薄れ、周囲に満ちていた黄金の輝きが急激に弱まっていく。

「俺は……いや」

　頭を押さえて首を振った。

　それから深く息を吸う。

「杏あんず」

　その名前を呟つぶやいて彼女を見た。

「光みつ義よし……」

　目元を涙で濡ぬらしたその顔から怯おびえが消えていた。

　でも、また泣きだしそうに杏の顔が歪ゆがむ。

「ボクは……。剋こく獣じゆうに喰くわれて、杏がやられてるのが見えて、頭にきて……それで……」

　自分が握りしめているものを改めて見る。

　それはボクの身長を軽く超える長大で肉厚な、龍が刻まれた黄金の刃やいば、皇こう土どの五ご龍りゆう剣けんだ。

「光義！　後ろ!!」

　杏が叫んだ。

　振り向きざま、ボクは反射的に剣を振っていた。

　あれほど重かった皇こう土ど剣けんがやけに軽い。

　だけど、剣の重さが変わったわけじゃない。

　握りしめた皇土剣から力が流れ込んでくる。さっきまでの爆発的な力の奔流とは違うけど、それがボクにとてつもない膂りよ力りよくを与えてくれているのだとわかる。

　後ろから襲いかかってきていた剋獣には見覚えがあった。

　蠢うごめく肉の塊のような化物。

　内側から破裂したような痛々しい傷を晒さらして、土と砂の体液を流しながら迫るそいつは、ボクを喰った奴やつに間違いない。

　肉塊の剋獣目掛けて、横よこ薙なぎに皇土剣を振るうボクの周囲に再び黄金の輝きが舞い散る。

　それはボクの身体を包み込んで、明確な形を作り出していく。

　身体を覆うのは黄金に近い黄の鎧よろいだった。

　杏の赤い龍りゆう鱗りんに似ているけど、ボクのほうが鎧は厚く、護まもる面も多い重装甲だ。

　だけど、重さは感じず、身体の動きを不思議なほどに阻害しない。

　さらに皇土剣に黄金の輝きが収束されていく。

　アスファルトや瓦が礫れき、土つち塊くれになったヒヒの身体が放たれた光に呼応するように、刀身へとまとわりついていく。

　光はそれらを取り込み、龍鱗と同じように形を成すことで、皇土剣の刀身それ自体を伸ばしていった。

　振り抜こうとしていた皇こう土ど剣けんは数瞬を待たず五メートルを超え、さらに伸びていく。

　十メートルを超えた黄金の刃やいばはもはや大剣ではなく、巨剣だった。

　一気に増加した重量を感じながらも、内から湧わき上がる力はそれを振るうことを可能にしてくれた。

「おぉぉぉぉぉ!!」

　自然と喉のどから雄叫おたけびが漏れ、巨剣が一いつ閃せんした。

　背後から襲いかかろうとしていた肉塊が両断されて、土つち塊くれと化す。

　皇土剣の一撃が巻き込んだのはそいつだけじゃなかった。

　後方にいた石せき竜りゆうの首が飛び、新たなヒヒが押おし潰つぶされる。

　勢いに逆らわず、全身を振り回せば、周囲の剋こく獣じゆう全すべてが巨剣に薙なぎ払はらわれて吹き飛んだ。

　剣を振り抜き、ようやく動きを止める。

　剋獣のことごとくが斬きり砕かれ、崩れ落ちていく。

　もう近くに敵はいない。

「これは……」

　黄金の鎧よろいに包まれた手をマジマジと見つめる。

　巨剣と化した皇土剣の刀身が土になって剥はがれ落おち、もとの大剣の姿を取り戻していく。

「光みつ義よし!!」

　赤い髪が躍るのが見えた。

　ふわりと広がったのは憶おぼえのある匂においと、かすかな汗の香りだ。

　杏あんずがボクの胸の中に飛び込んできていた。

「杏……」

「光義ぃ……よかった……」

　ボロボロと涙をこぼし、杏がボクを見上げる。

　見ていて胸が痛くなるほど、杏は傷だらけだった。

　きれいなはずの赤い髪は土と埃ほこりにまみれて乱れている。

　砕けた龍りゆう鱗りんの下、服は破れて、痛々しい打ち身や擦すり傷が目立つ。

　唇は切れて血が滲にじんでいるし、身体からだの動き自体もぎこちない。

「死んだと思ったんだ……」

　かすれる声で杏は言った。

「光義が殺されたと思った。光義がいなくなるなんて、怖くて……どうすればいいのかわからなくて……それで私は……」

「その……ゴメン。杏を泣かせる気なんてなかったし、怖がらせる気もなかったんだ」

　杏を悲しませてしまった。その上、杏の前であんなに怒って、怖がらせて……怒ったりなんてしないって、ずいぶんと昔に決めていたはずなのに。

「いいんだ。光みつ義よしが無事なら……。生きていてくれれば。でも……」

　杏あんずの目がボクを……違う。ボクがまとう鎧よろいと、輝きを放つ皇こう土どの剣を改めて見る。

「選ばれてしまったんだ。光義は剣けん皇おうになった。皇土の剣皇に……」

　杏は微笑ほほえみながらも困ったような顔をしていた。

　彼女は近くで半壊している車を指差した。

　促されるままに、ボクはその車の罅ひび割われたサイドミラーを覗のぞき込こむ。

「ボクの髪が……」

　黒かったはずの髪が明るい金の色に変わっていた。

「強力な龍りゆう気きによる変化だ。烈れつ火かは赤。皇土は黄」

　言いながら、杏は自分の髪を触る。

　確かにそうだった。あの日、剣皇になった杏の髪は炎の赤に変わっていた。

「だけど……。光義はこれで戦わなければいけなくなる」

「嬉うれしいよ」

　ボクは微笑んだ。

　杏が驚いた顔をする。

「苦しかったんだ。杏が戦うのをただ見ているのが。杏だけを戦わせているのが。だから……杏と一緒に戦うことができる力を手に入れたんだとしたら、本当に嬉しい」

「光義……」

　杏が目を伏せる。

「また光義に護まもってもらった」

「護ってもらっているのは、いつもボクのほうだったじゃないか」

「いや」と、杏は首を横に振る。

「いつも助けてくれていたのは光義だ。それに私は憶おぼえている。昔もいつも光義が護ってくれていたことを。犬から護ってくれたこともある」

「それ、小学生の頃の話だし、チワワ相手だ。噛かまれて縫ったけど」

「だけど、嬉しかったんだ。それに、あのチワワ、チワワの域を超えていた。あんなに獰どう猛もうなチワワは他にいない」

「確かにとんでもないチワワだった。でも、烈火の剣皇に何度も何度も護ってもらっていたのは、やっぱりボクだよ」

「量よりも質だ」

「質で言うならチワワよりホルスだと思うけど」

　ボクたちは顔を見合わせて苦笑する。

　ふと、杏の視線が落ちた。彼女はボクの腕を見ている。

「どうしたの？」

「確かに見た気がするのだが……」

　怪け訝げんな表情を浮かべながらも、杏あんずは「いや、気のせいだ」と首を振る。

「ともかく。完全に結果オーライだけど、剋こく獣じゆうを倒して、この皇こう土ど剣けんも護まもることができた」

　ボクが言った瞬間、強烈な揺れが池袋を襲った。

　真下から突き上げられるような揺れによろめく。

「……っ!?」

　さらにボクは強烈な違和感を覚えた。

　空気の変化のようだけど、何か違う。全身を、それも皮膚の下を、見えないものにまさぐられるようなザラザラとした不快感を覚える。

「なんだ……これ」

「龍りゆう気きの変化だ。剣けん皇おうになって、体内に膨大な龍気を得たことで、光みつ義よしにも鋭敏に察することができるようになったんだ。この龍気は皇土の龍気……！」

　杏が空を振り仰ぐ。

「それもとてつもなく強大な。私はこれと同等の龍気を持つ存在を知っている」

　杏の視線の先、サンシャイン60に巻きついた肉の触手が蠢うごめいた。

　完全に黒く炭化していたはずの表層が剥はがれ落おちて、新しく毒々しいほどに鮮やかな桃色をした肉が姿を見せる。

　だけど、変化はそれだけでは終わらない。

　サンシャイン60の周りで瓦が礫れきが高くはね上がる。

　姿を見せたのは、サンシャイン60に巻きついているものと同じ肉の柱。それも六本がうねりながら立ち上がる。

「そんな……」

　ボクはそれを見上げてうめくことしかできない。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん……！」

　そこへタタラさんがやってきた。

　頭に包帯を巻いたタタラさんは戦闘服を着込んだカラスキさんに支えられている。

「タタラさん！　傷は大丈夫なのか？」

「私のことはいいんです。紅地殲滅官こそ、ひどい怪け我がを……」

　タタラさんは悔しげに唇を噛かむ。

「私が……《桔き梗きよう》が剋獣の出現を察知できていれば」

「いや。責任は俺たちにある。奴やつらが歪わい曲きよく点てん測位を潜くぐり抜ぬけることはわかっていたし、今回の出現は想定されていたんだ。即応できなかったことには言い訳のしようもない」

「一部とはいえ、タイサイ自身が来るなど想定外だ。気にすることはない」

　傷が痛む様子も見せず、杏あんずは言った。

「え……？　タイサイって……《皇こう土ど帝てい》だよね。一部って……もしかして、あのサンシャインの触手？」

「ああ。あれはタイサイの一部。悔やむことはあとでもできる。今は奴やつをどうするかだ」

　動き出した巨大過ぎる触手。六本に増えてしまったタイサイの一部を杏が一いち瞥べつする。

　タタラさんもカラスキさんも頷うなずく。

　あまりにも巨大な触手だけど、王おう種しゆの一部なら、あの全すべては龍りゆう気きでできている。

　ホルスを映像で見たことがあっても、やっぱり、目の前にあんな巨大なものがあると唖あ然ぜんとせざるをえない。

「殲せん滅めつ官かん。局長からの通信です。小型通信機の予備は車両ごと破壊されてしまったのですが……」

　そこまで言って、タタラさんはボクの姿に気づいて目を瞬しばたたかせた。

「黄き塚づかさん……。その髪、龍りゆう鱗りん……まさか！」

『新たな剣けん皇おうが誕生したのね』

　タタラさんが手にしていた無線機から声がした。

　杏がシビさんと呼んでいる《桔き梗きよう》の局長の声だろう。

『天文室による歪わい曲きよく点てん測位で、皇土の侵しん蝕しよく因子の大きな変化が観測されたわ。それも、王種三号のものとは別で』

「ああ。黄塚光みつ義よし。私の幼なじみ。そして、新たな剣皇だ」

　杏は誇らしげに胸を張る。

『いいニュースだわ。こんな状況じゃなければ、もっと素直に喜んだのだけど』

　通信の向こう、シビさんの声には陰りがある。

　また大きな揺れが起きた。

　同時に、ボクは立ち並ぶビルの遥はるか彼方かなたに姿を現したものを見る。

　サンシャイン60のものと同じ巨大な触手がまた何本も空へと伸びていく。

　池袋の空にいくつもの肉の柱が立ち上がり、黒煙が昇る。

　それはまるで池袋という街を包囲するかのように生えていた。

　さらにはそのもっと向こうにも同じものが見える。

「動いているのか……」

『ええ。天文室は異界外来種王種三号、《皇土帝》タイサイの出現を捉とらえたわ。分身ではなく、本体のね』

　重々しい声でシビさんは続ける。

『ここ数すうヶか月げつ続いた皇土の剋こく獣じゆうの出現。歪曲点測位で侵蝕因子を探知できなかった理由は、タイサイが既に関東全土に根を張っていたからよ』

「どういうことだ？」

『タイサイは皇こう土どの侵しん蝕しよく因子特有の性質、他の侵蝕因子との親和性を生かして、別の因子にまぎれながらその巨大な身体からだをゆっくりと地下に張り巡らせていたのよ。だから、奴やつがその身体から生み出した皇土の外来種は唐突に姿を現したように見えた。今は派手に動いたから、歪わい曲きよく点てん測位で捉とらえることができているけどね』

　断続的に鈍い揺れが続く。

『池袋に現れたものと同じタイサイの身体は、同じように関東一円、品しな川がわ、渋谷、上野、新橋、お台場、埼玉の大宮や千葉の船橋にも出現しているわ。その数はさらに増えている』

「張り巡らせていたって……そんなに広範囲に……」

　ボクたちは息を呑のんだ。

「そうか。それほどの広範囲に根を広げていたのは、皇こう土ど剣けんの探索のためか」

『あくまで目的のひとつね。だけど、本来の目的は、おそらくは動き出した時には全すべてを終えるため』

「全てって、どういう……？」

『異界外来種は侵蝕因子を操る。タイサイは触れたものを皇土の存在に変えて、自らに取り込んでいくわ』

　剋こく獣じゆうたちがその身体から放つ輝きに触れたものを土や砂に変えていたことを思い出す。

「タイサイの身体は関東全域に広がっている……。それじゃ、その全てが関東を!?」

『そうよ。こちらの計測では、タイサイが動き出せば、関東全域が砂と土、泥に変わるまで二時間。そのあとは生物全てもタイサイに呑まれることになるわ』

「《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》と同じだ……。形こそ違うが、関東は人が住める場所ではなくなる」

『そうよ。異界外来種は世界を喰くらう。四し海かい天てん宮きゆうと同じよ』

　杏あんずが深く息を吐く。

「今、奴の目的はそれだけじゃないな」

　杏は重い声で言った。

「わかる。タイサイは……本体は池こ袋こにいる」

「え……!?」

　ボクたちが絶句する中、シビさんはほんの少し黙り込んだ。

『ええ。タイサイの本体、獣じゆう魄はくの反応は池袋……サンシャイン60の地下にあるわ。張り巡らせた肉体を移動して本体が来たのでしょうね』

　確かにそこにだけ六本もの肉の柱が密集している。

「だけど、どうして？　皇土の剣を狙ねらって？」

「それもある。だが、池袋を包囲するあの布陣……。奴は私を逃がすつもりもないんだ」

　杏の手が烈れつ火か剣けんを強く握りしめる。

　サンシャイン60のビルの表面が砂と土に変わり始めていた。

　パラパラとこぼれ落ちる土つち塊くれの中で、触手が動き出す。

「関東全土を喰くらう。同時に、剣けん皇おうを殺し、皇こう土どと烈れつ火かの五ご龍りゆう剣けんを狙ねらう。そういうことなんだろう。どれかひとつでも成功させれば奴やつの勝ちだ」

　杏あんずがサンシャイン60のほうへと足を踏み出す。

　ほんの少しよろめいたのは、間違いなく怪け我がのせいだ。

「ならば、私がやることはひとつだ」

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。しかし、その傷では……！」

　タタラさんが声を上げる。

『紅地さん。先に言っておくわ』

　シビさんが冷たさを感じる声で言う。

『今のあなたではタイサイを相手に勝てる可能性は極めて低い。大きな負傷に加えて、烈れつ火か剣けんを使い過ぎている。わかっているとは思うけど、対異界外来種剣撃兵装の核、龍りゆう魂こんは無限に近い侵しん蝕しよく因子を内包していても、刀身やあなたの身体からだには限界がある。リミットは近いはずよ。品しな川がわの時のように、外部の侵蝕因子を用いて、無む理り矢や理り限界を超えることは、今回はできないのよ』

「それでも行く。タイサイを討つ。本体を叩たたけば、全すべて解決する」

　杏はきっぱりと言った。

「ホルスの時と同じだ。ここで止められなければ、タイサイは関東を喰らい、力を取り戻し、そして、世界が喰い尽くされる。それに、池袋には……いや、他の場所にも避難できていない人がたくさん残っている。世界が喰い尽くされるよりも前に、何人が命を落とす？」

『そうね』

「しかし、紅地殲滅官！　品川とは違うんです！　今回は勝ち目なんて！」

「それでも私は……」

　杏が無理をしているのは見るまでもなくわかる。

　あんなに傷つけられて、あんなに力を使って……。

　喋しやべるだけでも辛つらそうで、膝ひざは怪我のせいで震えていて、顔色だってよくない。

「ううん。タタラさん。勝てるよ」

　だから、ボクは杏の言葉を遮って言った。

　そのまま、杏の横に並ぶ。

　杏とタタラさんが驚いた顔でボクを見た。

「だって、今、剣皇は一人じゃない。ボクがいる」

「光みつ義よし!?　お前、何を……」

「ボクも紅地さんと一緒に行く」

　きっぱりと言い放つ。

「バカを言うな!?　危険過ぎる！　相手は王おう種しゆ、剋こく獣じゆう五ご帝ていだ！　さっき倒したような奴やつとはわけが違う！」

「だけど、紅あか地ちさんはそれと戦うんだよね。傷ついた身体からだで、力尽きかけている烈れつ火か剣けんで」

「それは……。いや、それでも！」

「シビさん。紅地さん一人じゃ勝ち目がなくても、ボクが一緒なら勝率は少しでも上がるはずだと思う。同行する許可をください！」

　通信の向こうでほんのわずかな間、シビさんが考える気配がした。

『同行を認めるわ。黄き塚づか光みつ義よしくん』

「待て！　待ってくれ、シビさん！　だって、黄塚くんは……訓練も受けていない素人で……それに、皇こう土ど剣けんを奪われることになれば……」

『だけど、関東が侵しん蝕しよくされる前に、最も高い確率で王種三号を倒すことができるのは二人の剣けん皇おうによる共同作戦よ。関東を捨てないとすれば、それが一番現実的な作戦だわ』

「しかし……」

　その時だった。

　池袋にそびえるタイサイの身体が動き始めた。

　触手の表面が削そげ落おちるようにして肉塊が次々落ちていく。

　ボトボトと音を立てて落ちたそれがまた次々と新たな剋獣に変わっていく。

　サンシャイン60の近くの六本の肉の柱と、池袋を取り囲む何本もの触手が一度に剋獣を生んでいく。

　その数は当然だけど、たった一本しかなかったさっきまでの比じゃない。

「剣皇。それ以外に手がないのはわかるだろ？　サンシャイン60近辺はともかく、この池袋には民間人が山のように残っている」

　そう言うと、カラスキさんはハンドサインを出し、銃器を担ぐ。

　池袋駅周辺を護まもるように特とく守しゆの部隊がいつの間にか展開していた。

「俺たちは奴らが民間人に到達することがないように時間を稼ぐ」

「だが。カラスキさん。あの数を相手に特守では……」

「とはいえ、剣皇が相手していても、らちがあかんだろ。奴らはいくらでも増える。今、この状況を打破できるのは、タイサイ本体を急襲殲せん滅めつすることだけだ」

　カラスキは六本の触手に護られたサンシャイン60を差す。

「剣皇。既に豊と島しま区く特守、《桔き梗きよう》特守は対異界外来種用のトラップを施設済みだ。準備もなく強襲されたこの前の品しな川がわ焦しよう土ど戦とは違う」

　配置についたカラスキの部下たちが杏あんずに向かって腕を上げる。

「後手に回ったが、特守の本領をお見せする。つまりは、剣皇が奴らの頭を叩たたくまでの時間稼ぎだ。やるんだろ？」

　カラスキさん自身もまた横転した車の陰に入る。

　そして、振り向くと、タタラさんに笑いかけた。

「愛いとしい娘よ。心配するな」

「し、心配とかしていませんから。気持ち悪い」

　言いながらも、タタラさんがカラスキさんを気にかけているのは、ボクにもわかった。

「奴やつらはお前を傷つけたんだ。食い尽くしても飽きたらねえんだよ」

　カラスキさんが牙きばを剥むく。

「お父さん……」

「タタラ。先に帰ってろ。俺が帰ったら、燃えるように熱いコーヒーを淹いれてくれ」

「そ、そのぐらいでしたら……」

「やめて隊長!!　それ、フラグなんでやめて！」「どんだけ死にたいんだ、この隊長！」

　カラスキさんの部下たちが声を上げた。

　頷うなずきかけていたタタラさんが「なら、やめます」と顔を背ける。

「あ！　くそ！　お前ら、またわけのわからないこと言いやがって！　タタラのコーヒーが……くそ!!」

　肉柱が生み出した剋こく獣じゆうたちが徐々に近づいて来る。

「ああもう！　そんなわけだ、剣けん皇おう！　ここは俺に任せて先に行け!!」

　部下たちが「定番フラグぐらいいい加減、憶おぼえてください！」と、声を上げていた。

「私は……！」

　杏あんずはまだ躊ちゆう躇ちよを見せる。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。キモいお父さんはああ言っていますが、時間稼ぎには限界があります。あの物量は品しな川がわのホルスとの戦いに匹敵します。その上、池袋全域が包囲されています。全方位からの敵を食い止め続ける術すべなんてありません。それでも特とく守しゆはやります」

「わかっている……。相手は王おう種しゆだ。他の地域の特守だって……」

　杏は意を決するように目を閉じた。

　その肩をボクは軽く叩たたく。

「紅地さん。何をするべきなのか、もうわかっているんだよね？　だったら、ボクも一緒に戦わせてほしい」

「しかし……」

「お願いだ。紅地さんの望みをかなえて、そして、紅地さんが死なない。それができる唯一の方法のはずなんだ。ボクもそうしたい！」

　ボクの言葉に、杏はまだ迷い、しかし、それを振り切った。

「ただし、絶対に死ぬな。それは私からのお願いだ」

「わかってるよ」

　死なないし、心配をかけない。

　もう杏あんずに涙を流させはしな……いや、それはちょっと無理か。

　杏はメンタルが豆腐で泣き虫だから。

　だけど、それ以外の約束はもう破ったりしない。

「だから行こう。杏」

　ボクは杏にだけ聞こえるように言った。

　杏が頷うなずき、顔を上げ、サンシャイン60を睨にらむ。

　剋こく獣じゆうの群れが池袋の街に溢あふれ出だしてくる。

「奴やつらの只ただ中なかを全力で駆け、正面突破する。ついてこれるか？　皇こう土どの剣けん皇おう」

　杏の周りに烈れつ火かの龍りゆう気きが火の粉となって散り、それが砕けていた龍りゆう鱗りんを修復していく。

《焔ほむら》にも炎が戻っていた。

「え、えっと……やってみる」

　杏は剋獣を迎え撃とうとする特とく守しゆに目をやる。

　カラスキさんが親指を立てた。

「こっちじゃこうするもんだろ？　任せるぜ、剣皇」

「すまない。すぐに済ませる」

「気にするな。これが俺たちの役割だ。やるぞ！《桔き梗きよう》特守!!　豊と島しま区く特守!!」

　号令が下り、カラスキさんたちが手に手に武器を構える。

「お願いします。殲せん滅めつ官かん」

　そう言ったタタラさんに頷き、杏はボクを見た。

　ボクも視線で杏に応こたえる。

「行くぞ!!」

　そして、杏がアスファルトを蹴けった。

　その身が赤い煌きらめきと共に空に舞う。

　ボクもそれを追って跳んだ。

　全力に応えてくれた龍気はボクの身体からだを一気にビルの上まで運んだ。

「う、うあ、思いのほか、高……うぁぁぁぁぁっ!?」

「さすがは光みつ義よしだ！　初めてとは思えない」

　杏が褒めてくれたのは嬉うれしいけど、それどころじゃなかった。





　　　◆　◆　◆






　薄うす闇やみの中に無数の光点が煌めく。

　壁に浮き上がるのは夜空の星々だった。

　プラネタリウムにも似た球形の天井を持つ広い部屋があり、そこには客席の代わりに多数のデスクとそこに接続されたモニター、それらを凝視し、キーを叩たたく人々がいた。

　彼らは口々にモニターに表示された結果を読み上げ、入力し、報告する。

　報告が向けられているのは最上段に座る一人の女性にだった。

　黒い髪を細い紐ひもでポニーテールに結った、眼鏡の女性だ。

　彼女はブラウスの上に中華風のものとも西洋風のものとも言いがたい複雑な文様が刺し繍しゆうされたローブをまとう。

　独立したデスクに座り、目の前にいくつも展開されたモニターを見つめる彼女の瞳ひとみはどこか冷ややかさを感じさせる。

　そこは侵しん蝕しよく因子、異界外来種研究機関《桔き梗きよう》の本部。

　異世界、四し海かい天てん宮きゆうの技術と、地球の技術双方を用い、関東全域を監視する天文室と呼ばれる部屋だった。

　そこは《桔梗》本部の中枢でもある。

　そして、最上段のデスクに座る眼鏡の女性こそが、《桔梗》局長、シビだった。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん、民間協力者黄き塚づか氏、共に王おう種しゆ三号へ向かって移動を開始」

「光学、歪わい曲きよく点てん測位。双方でモニターを続けて」

　報告に対して、彼女は命じた。

　続けて局員から上がってくる報告を聞きながら、シビはネックレスに触れていた。

　彼女自身、無意識に触れていたことに気づいたのか、その視線をネックレスに落とす。

　白い指先が撫なでるのはネックレスにあしらわれた黒く艶なまめかしい鱗うろこだった。

「ウルキ……」

　彼女はかすかな声で呟つぶやいた。

「私も望んでいないわ。彼女をまたこんな危険な目に遭わせるしかないなんて」

　シビは小さく息を吐く。

「これが竜りゆう皇おうの遺志なの？　あるいは呪じゆ詛そ……」

『シビ。聞こえるか』

　直通の回線で届いた野太い声に、シビは眉まゆを動かした。

「聞こえるわ。でも、作戦行動中でしょ。カラスキ」

　通信の向こうからは銃声と爆音が響いてくる。

『おう。だが、まだ奴やつらと接敵するまで少し時間がある。だから、ちょっとお前と話そうと思ってな』

「私は暇じゃないのよ。この非常時に何を話すつもり？」

『お前のことだよ。どうせ、悔いているんだろ？　だが、彼女が戦わなければ、滅ぶのは世界だ。あの子が剣けん皇おうになっていなければ、《烈れつ火か帝てい》の時、俺たちとこの世界は終わっていた』

「……そうね」

　ポツリと言ったシビの表情には確かな陰りがある。

「だからこそ、新たな剣皇。彼が生まれたことを心より嬉うれしく思っているわ。彼が少しでも杏あんずさんを護まもってくれるなら……」

『彼は彼の決意をもって剣皇として戦うんだ。彼女の盾みたいな言い方はよせ』

　シビは目を伏せた。

「私にとっては……」

　彼女は最後まで言葉にできない。

『おっと。奴やつらもう来たか。まだ話があったんだが……。今だ!!　対皇こう土ど障壁起動！　絡め取れ!!』

　通信越しの叫びに、シビはわずかに顔をしかめる。

「せいぜい無事でいてね。タタラのことを思うなら」

『俺はタタラのことを涎よだれが出るほど愛しているが……それは騎士に言う台詞せりふじゃないぜ』

　カラスキの声には笑いが混じっていた。

『西せい方ほう白びやつ虎この生き残りは命なんぞとうに捨てている。四し海かい天てん宮きゆうが滅び、全すべてを喪うしなったあの時にな。だから、俺が死ぬ意味があるなら、いつだって死ぬ』

　通信の向こうで銃声と爆音が鳴り響き、カラスキからの通信が途切れた。

　局員たちが口々に特とく守しゆの戦闘開始と、被害の報告を上げ始めた。

　戦闘を開始したのは池袋の特守だけではない。関東各所に出現したタイサイの肉体と、東京二十三区管轄の特守、それ以外の部隊も交戦していた。

　シビは眼鏡を押し上げると、それらに対して、指示を出し、分析の結果を送っていく。

「局長！　紅あか地ち殲せん滅めつ官かん、民間協力者黄き塚づか氏、王おう種しゆ三号タイサイ配下の異界外来種群と接触！　戦闘が開始されます！」

「観測レベルを最大に。タイサイに対する歪わい曲きよく点てん測位を強化！　敵の動きを見逃さないで。通信機の破損で殲滅官とは連絡がつかないけど……彼女の身に万が一が起こる可能性があれば……豊と島しま区く特守、《桔き梗きよう》特守を突撃させて盾にするわ」

　真剣な眼まな差ざしを複数のモニターに走らせ、シビはまた胸元の黒こく鱗りんに触れた。

「ウルキ。約束は守るわ」





　　　◆　◆　◆






「や、やっと慣れてきた……！」

　ボクはビルの外壁を蹴けって、宙に身を投げた。

　身体からだが軽い。

　金の煌きらめきを放ちながら、空を飛ぶように池袋上空を駆ける。

　広がるのは見たこともない世界だった。

「これが杏あんずの見てる世界なのか……」

　つい数時間前歩いていた池袋の街を、ボクは見下ろしている。

　石せき竜りゆうバジリスクや土の獅し子し、先行してきた剋こく獣じゆうたちがサンシャイン60通りを駆ける。だけど、その牙きばも爪つめも、空にいるボクたちには届かない。

　池袋駅の方から響く特とく守しゆの銃声が聞こえなければ、ボクは今の状況にもっと浸っていたはずだ。

　だけど、ボクたちは特守に向かう剋獣を無視してでも急がなければならない。

　前を向けば、サンシャイン60とそれに匹敵する六本の肉の柱がそびえるのが見える。

「あそこにタイサイが……うわぁっ!?」

　雑居ビルの外壁を蹴ろうとして、ズルリと足を滑らせてしまった。

　変な恰かつ好こうで落ちる。

「光みつ義よし！　危ない！」

　先行していた杏が烈れつ火か剣けんで炎を放った反動でボクのほうへ戻って来る。













　そのままボクの腕をつかんで、ビルの壁を蹴けって空へ舞い上がった。

「ゴ、ゴメン……」

「いや、しかたない。五ご龍りゆう剣けんは龍りゆう気きによって、使い手の肉体を強化してくれるが、技術まではそうはいかない」

「普通の人間は壁蹴って空飛ばないからね。とはいえ、かっこ悪いな」

「私だってそうだったさ」

　杏あんずは苦笑する。

「正直、最初は高いところが怖くて怖くて……。戦闘前にきちんとトイレに行くことが、私を英雄にしてくれたと思う」

「それは人類の希望が潰ついえるところだったね……」

「光みつ義よし。これは戦いにも通じることだが、二手三手先を常に考え、それに応じて身体からだを動かすんだ。私たちは反射神経も強化されている。意識すれば、肉体は速やかに反応してくれるはずだ」

「ボクに……できるかな？」

「私にできることが光義にできないわけがない。だが、気をつけろ。私は二手三手先を読むように努めることで、十手百手先が不安で不安でしかたなくて、以前よりも高いところが怖くなった。落ちたらどうしよう……。横から攻撃を受けて、変なところぶつけたらどうしよう……。敵が陰に潜んでいたらどうしよう……！」

「大丈夫。慎重さは身を助けるはず」

　杏はいつでもだいたい怖がっている。それがいい方向に働いているのかもしれない。

　ボクも見習わないと。

「と、ともかくだ。今はタイミングを私に合わせてみてくれ」

　つかんでいた手を離すと、杏はボクを促してまたビルを蹴る。

　ボクもそれに従った。今度はうまくいく。

　杏に導かれて、剣けん皇おうとしての動きに、徐々に慣れていくことができる。

「いいぞ。さあ、すぐそこだ」

　杏が言った。

　ボクたちのすぐ眼前にサンシャイン60が迫る。

　そんな中、不意にビルの陰から複数の剋こく獣じゆうが飛び出してきた。飛膜を持つモモンガに似たものがボクたちを挟み打つ。

　ボクが声を上げようと口を開いたのと同時に、杏の手から烈れつ火か剣けんが放たれていた。

　そして、奇襲をかけようとした剋獣たちがまとめて切断されて燃え尽きる。

「これから全力の炎を放ち、本体を燻いぶり出す」

　戻ってきた烈火剣を受け止めると、杏は言った。

　ほんの少しだけその表情が苦痛に歪ゆがんだのがわかる。杏あんずの傷は重い。

「奴やつが出てきたら、私たちでトドメを……」

　その時、唐突にサンシャイン60の周囲のアスファルトが罅ひび割われた。

　亀き裂れつは大きく、一気に広がっていく。砕けたアスファルトがはね上がる。

　サンシャイン60を護まもる触手が大きく蠢うごめき、ビルが軋きしんだ。

「あれは……！」

　ボクは息を呑のむ。

　砕けたアスファルトの下に何かがいる。

　蜘く蛛もの巣のように地面に走る罅割れの隙すき間まから垣かい間ま見みえるものは、肉の塊だった。

　触手と同じピンク色の、どこか禍まが々まがしさを感じさせる肉塊が地面を皮のようにかぶり、その下一杯に詰め込まれている。肉の表面にはギョロリと蠢く目玉があった。それだけじゃなく不ふ揃ぞろいな歯が並ぶ口や、鼻、耳らしいものすら見える。

「《皇こう土ど帝てい》タイサイ。地に伏ふくす凶神の名を受けた剋こく獣じゆう五ご帝てい……！」

　杏が小さくうめいた。

　四し海かい天てん宮きゆうを滅ぼした怪物、タイサイがボクたちのすぐ下にいる。

　罅割れた地面の隙間で、タイサイの目玉が嘲あざ笑わらうように歪んだ。

　同時に地を埋めるその肉の身体からだから、立ち並ぶ触手から肉塊があふれ出し、新たな剋獣が次々と生まれていく。

　大地から湧わき上がるように、石の竜バジリスクが、石巨人ギガスが、土の獅し子しや、ヒヒ、ボクを喰くった肉塊の剋獣、他にも見たこともないような剋獣たちが姿を現し、瞬く間に地を埋め尽くす。

　サンシャイン60の周囲に剋獣が密集して、ボクたちの降下を待ち受けている。

「ここで迎え撃つ気だったな。だが！」

　杏は迷うことなく烈れつ火か剣けんから炎を放った。

　波のように押し寄せる炎が大地を埋める剋獣たちを焼き払い、吹き飛ばす。

　ボクと杏は割れ砕けたアスファルトの上に着地した。

「く……」

　その衝撃に杏がよろめいた。

　咆ほう哮こうが響く。杏が放った炎を突き破り、獅子の剋獣が飛び出してくる。石せき竜りゆうに匹敵する巨きよ躯くを持つ剋獣だ。

　土でできたその全身から煙を上げながらも、獅子は太い爪つめを杏目がけて振り上げた。

　怪け我がと疲労のせいか、杏の反応が遅い。

「杏!!」

　ボクはとっさに身体を滑り込ませた。

　爪つめの一本だけでも、杏あんずの身体からだほどもある。そんな一撃を、ボクは皇こう土どの剣で受け止める。

　初めて振るった時と同じように、黄金の光を放ち、周りの瓦が礫れきを吸収しながら巨大化した剣が獅し子しの爪と打ち合った。

「う……!?」

　皇こう土ど剣けんは獅子の爪ごと前脚を切り裂いた。

　だけど、巨体から繰り出される力は龍りゆう気きで強化されているはずのボクよりも強い。

　押し込まれる。

　獅子が牙きばを剥むいて、さらにはその後ろから身体を半壊させてなお動く石せき竜りゆうが突進してくる。

「光みつ義よし！　危ない！」

　杏が苦しい息の中で叫ぶ。

　皇土剣からはさらなる龍気が流れ込んで、獅子に対抗できる力を与えようとしてくれていた。

　それでもかなわない。

　身体の大きさが違い過ぎるし、もともとの体構造の問題もあるのかもしれない。

　龍気による身体能力の強化には限界がある。

　このままじゃ、動きを止められてしまう。

「まだだ!!」

　皇土剣が強い光をまとってその刀身をさらに伸ばしていくけど、これだけじゃ押し返せない。

　だけど、ボクにはわかる。

　皇土剣ができることは剣を伸ばすだけじゃない。

「杏の烈れつ火か剣けんが炎を繰り出すなら……瓦礫を刃やいばに変えることもできる皇土剣の本当の力は！」

　周囲の瓦礫を龍気で取り込んでいく。

　でも、作り出すものは剣じゃない。

　身体の後ろを覆うように鎧よろいを作り出していく。それは龍りゆう鱗りんとは別に、皇土の龍気で作り出した鉱物の鎧だ。

　そして、杏が炎を操るなら、ボクはこの鎧を操ることができるはずだ。

　この鎧は……ボクの意思で動く！

　作り出した鎧が腕を後ろから覆い、それを操ることで補強されたボクの力は獅子を押し戻した。

　言ってみればこれは皇土の力で作り出した強化外骨格だ。

　真正面から力で押し負けた獅子が土つち塊くれの顔に驚きの表情を浮かべる。

「くらえぇぇぇぇ!!」

　獅し子しを突き飛ばし、さらに刀身がより肥大化した皇こう土ど剣けんで薙なぎ払はらう。

　そのままもう一回転、全身を振り回して、倍ほどの長さになった巨大な剣で石せき竜りゆうと他の剋こく獣じゆうを薙ぎ払った。

　ここまで長大化した剣は多分、この鎧よろいで筋力を補強しないと扱えない。

「すまない。光みつ義よし……。だけど、すごい！　さすがは光義だ！」

「ボクじゃないよ。皇土剣がすごいんだ」

　ただその力に任せて押し切っただけだ。

　だけど、ほんの少しでも杏あんずを助けることができた。それが嬉うれしかった。

　燻くすぶる炎の中で獣の咆ほう哮こうが響く。

　杏の放った炎はタイサイを護まもる剋獣の群れを焼き尽くすことはできていなかった。

　土つち塊くれと化した剋獣の残ざん骸がいを乗り越えて、さらに数を増した剋獣が押し寄せてくる。

　どれほど巨大化させた剣でも切り払うことができない数と密度だ。

　でも、あれを乗り越えなければタイサイに刃やいばは届かない。

「もう一度やる……！　何度でも！」

　杏が疲労と痛みに震える手で烈れつ火か剣けんを構える。

　炎をまとい回転する烈火剣だけど、そこに宿る炎は、ボクが見てもさっきよりもずっと弱くなっている。

　シビさんは烈火剣の限界が近いと言っていた。

「杏。ちょっと確かめたいことがあるんだけど」

　剋獣の群れと蠢うごめく巨大な触手、それにアスファルトの奥で嗤わらうタイサイを睨にらんだまま、ボクは尋ねる。

「烈火剣の炎は剋獣を焼いてるよね。直接斬きっているわけじゃないのに。どうして、侵しん蝕しよく光こう帯たいを破ることができているの？」

「単純な話だ。この炎それ自体もまた龍りゆう気き。つまりは烈火剣の延長。強力な龍気なら、侵蝕光帯を食い破ることも容易たやすい」

「そうか。やっぱり……」

　ボクはもう一度、皇土剣に目を落とす。

　龍の紋様が走る黄金の大剣。

　使い手を選び、それ自体が龍気そのものでできた武器。

　そして、皇土剣が放つ龍気自体が刀身とも言える。

　実際、龍気によって作り出し、長く伸ばした刃には侵蝕光帯を破る力があった。

「杏。それなら、奴やつらを一網打尽にできる」

「どういうことだ？」

「杏あんずの炎だけじゃない。ボクもやる！」

　ボクは皇こう土ど剣けんを握りしめて、おもむろに地を蹴ける。

「光みつ義よし!?」

「杏！　まずはボクが仕掛ける！」

　杏のもとを離れ、駆けて跳ぶ。

　そのまま雑居ビルの壁面を走って大きくさらに高く、居並ぶ剋こく獣じゆうたちの上へと飛ぶ。

　サンシャイン60のビルはすぐそこにあった。手を伸ばせば届くように錯覚する。

　ボクを振り仰いだ剋獣に向かって、剣を構えた。

「光義！　危ない！」

　杏の声で、ボクは空を駆ける剋獣の姿に気づいた。

　飛膜を広げたモモンガのような剋獣。空を滑りながらも、その身体からだは熊くまほどもある。

　それに加えて、巨大な猿の剋獣、ヒヒがビルを蹴って躍りかかって来る。

　剣を振りかぶっていたボクはその攻撃をかわすことができない。

　鉤かぎ爪づめの一撃がまともに衝突した。

「く……！」

　衝撃と痛みを覚悟する。

　ボクがまとう金の龍りゆう鱗りんが砕けた。

　だけど、衝撃はほとんど感じない。鈍く走る痛みも歯を食い縛れば堪こらえることができる。

　杏は龍鱗には剋獣の侵しん蝕しよく光こう帯たい以上の防御能力があると言っていた。

　杏自身も赤い龍鱗に何度も命を救われているし、ボクの龍鱗はそれよりも分厚い。

　もしかすると、その分、龍りゆう気きの消耗は激しいのかもしれないけど、でも……！

「このっ!!」

　剋獣の攻撃を受けたまま、ボクは皇土の剣を振り切った。

　長く太い刃やいばが驚きよう愕がくの表情を浮かべていたヒヒを真っ二つに斬きり裂いて、さらにはムササビを吹き飛ばす。

　剣を振りきったけど、ボクは止まらない。

　そのまま虚空を斬り裂けば、そのあとに光が残る。

　さらに空中で何度も何度も剣を振れば、何重にも交差した黄金の軌跡が続く。

「皇土の力は周りのものを凝縮して、刃を作るだけじゃない。杏の烈れつ火か剣けんが龍気から炎を作り出せるなら！　杏の炎が剋獣を焼けるなら！　皇土の剣にだって！」

　描いた軌跡に沿うように、剣から迸ほとばしった輝きが凝縮されていく。

　その光は空中に何十、何百もの黄金の剣を作り上げた。

　十メートルを超える巨剣と化した皇土剣と同じ剣が空に立ち並ぶ。

「むしろ、これが皇土剣本来の力のはずなんだ！　やれるはずだ！　いくぞ!!」
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　それをボクは振り回した皇こう土ど剣けんで地上目がけて叩たたき落おとした。

　巨大な剣の雨が池袋の繁華街に降り注ぐ。

　剋こく獣じゆうたちの絶叫が上がった。

　密集していた剋獣たちは真上から襲い来るそれをよけられない。

　機動性のあるヒヒや空を滑空していたモモンガのような剋獣も物量に呑のみ込こまれる。

　そして、皇土の龍りゆう気きの塊でもある黄金剣は侵しん蝕しよく光こう帯たいを易やす々やすと突き破った。

　剋獣たちが次々と貫かれて、地面に縫い止められていく。

　命中しなかった奴やつらも居並ぶ巨大な剣林にその動きを封じられ、動きが止まる。

「今だよ、杏あんず!!」

「ああ、光みつ義よし!!　走れ、《焔ほむら》!!　燃え滾たぎる牙きばで奴らを喰くい尽くせ!!」

　杏の烈れつ火か剣けんが高速で回転して、炎の嵐あらしを巻き起こした。

　勢いを失ってなお、激しく燃え盛る炎が、ボクの剣を受けて浮足立っていた剋獣をまとめて薙なぎ払はらい、焼き尽くす。

「今だ！」

　千剣に貫かれ、焼き尽くされて土つち塊くれとして崩れ落ちる剋獣の只ただ中なかへ降下しながら、ボクと杏は頷うなずき合った。

　着地して、前へ地を蹴けったボクと、駆け寄って来る杏が並ぶ。

　ボクと杏の攻撃でもまだタイサイを護まもる剋獣全すべてを倒すことができたわけじゃない。

　だけど、その布陣は完全に乱れていた。

　ボクと杏はそこへ突っ込んで、五ご龍りゆう剣けんを振るう。

　走りながら、時に背を預け合うようにして死角を補い合いながら、ボクたちは剋獣を蹴け散ちらす。

　黄金の巨剣と、高速回転する炎の刃やいばが剋獣の群れの中で荒れ狂い、道ができていく。

　そして、ボクたちは剋獣の護りを突破した。

　目の前にサンシャイン60を含むサンシャインシティがある。

　その周りのアスファルトがことごとく罅ひび割われて、タイサイの肉塊がせり出している。

「この感じ……！　この真下にタイサイがいる」

　実体はないなずなのに、今にも弾はじき飛とばされてしまいそうな圧力と、タイサイの出現と同時に感じたものに似た不快な感覚がまとめて襲い来る。

「奴が来るぞ、光義！」

　杏が声を上げた。

　同時に大地が裂け、大きな揺れが突き上げる。

　地を埋め尽くすタイサイの肉体が脈打ち、砕けたアスファルトと土や砂、瓦が礫れきがはね上げられて、弾け飛ぶ。

　タイサイの肉体が鋭く太い肉の槍やりと化して、一斉に襲い来る。

　それは針山のように立ち並ぶ異形の槍の群れだった。

　数百、数千……ボクが降らせた剣の雨なんかよりもさらに凄すさまじい数の肉槍の奔流。

　こんなものよけることなんてできない。

　せめて防ごうと、剣を盾にしようとしたボクの前に、杏あんずが駆け出た。

「防ぎきる！《焔ほむら》っ!!」

　回転する烈れつ火か剣けんが地を走り、立ち上る炎の壁を作り上げる。

　襲い来る肉の槍やり衾ぶすまと杏の放つ炎が正面から衝突した。

　爆音と黒煙が吹き上がり、熱と共に大気が荒れ狂う。

「く……」

　烈火剣から炎の残り火を散らせながら、杏が膝ひざを突いた。

　その眼前で風に巻き上げられた黒煙が晴れていく。

　タイサイの槍を杏は防ぎきった。

　だけど、ボクは目を見開く。

　杏も荒い息の中でかすかにうめいた。

　さっきまで地を埋めていたタイサイの肉塊は消え、ぽっかりと大地に穴が穿うがたれていた。

　そこからサンシャイン60を囲む触手に似ながらも、さらに太い肉の塊が伸びている。

　散りゆく黒煙の中に巨大な影があった。

　それはサンシャイン60の半ばまで届くほど高くそびえ、さらにはその周辺全すべてに影を落とすほどに広く大きい。

　地の底から続く肉の触手に支えられて、大地に潜んでいた肉の塊が巨大な球体として浮かび上がった姿は肉の柱とは違って、そびえ立つ肉塊の大樹のようにも見えた。

　肉の球体のピクピクと脈打つ表面には肉柱と同じように目玉や鼻、口がいくつもある。

　それも肉塊自体と同じように蠢うごめき、時にドロリとした液体を垂れ流す。

「これがタイサイ……」

　杏が呟つぶやく。

　吐き気がするほど醜悪な肉塊からずるずると無数の触手が生えてくる。

　一本一本は肉柱におよばないけど、これまで戦ってきた剋こく獣じゆうなんて比べものにならないほどに太く長い。

　さらに肉塊の内側から何かが湧わき出してきた。

「重じゆう騎き種しゆバジリスク」

　それはあの石せき竜りゆうだった。

　肉塊を突き破って顔を出した石竜も一匹じゃない。

　巣から這はい出る虫のように何百匹も這はい出だし、肉塊の表面を覆い隠していく。

「鎧よろいのつもりか」

　石せき竜りゆうの鎧で身を固めた肉塊。

《皇こう土ど帝てい》タイサイ。

　それがボクたちの眼前にいた。

　そして、唐突に動く。

　その全身から、石竜の鎧の隙すき間まから、杏あんずが今しがた焼き払ったものと同じ肉の槍やりが姿を現す。

「させるか！」

　立ち上がりながら、杏が構えた烈れつ火か剣けんが燃え上がる。

　だけど、次の瞬間、炎が霧散した。

　杏の赤い龍りゆう気きが彼女から離れるように散っていく。

「……っ!?」

　周囲に飛び散っていた肉塊が、新たな剋こく獣じゆうとして立ち上がる。

　それは巨大な猿や石竜じゃない。

　これまでと比べればずっと小さくて、体たい躯くはボクたちと変わらない。

　むしろ、華きや奢しやにすら感じるその剋獣は二本の腕と二本の脚を持つ、泥人形のようにのっぺりとした人の形をしていた。

　そして、その手には歪いびつな形をした十字の剣が握られている。

　それが数十、瓦が礫れきの上で形を作り上げていく。

「烈火剣……だと」

　苦しい息の下、信じられないというような声で杏は言った。

　杏の身体からだから剥はく離りしていく烈火の龍気はそいつらが持つ十字の剣に吸い寄せられ、炎を灯ともしていく。

　さらに泥人形の剋獣は数を増していく。

　そのたびに、杏の烈火剣が勢いを弱め、炎を明滅させる。

　そこへ再び、無数の肉槍が放たれる。

　杏は烈火剣の炎を解き放った。

　肉の槍と炎の壁が再び衝突し、肉の槍が瞬時に炭化して崩れ落ちていく。

　だけど、勢いを失った炎はその全すべてを焼き尽くすことができない。

「光みつ義よし！　よけろ！」

　数を減らしながらも、炎の壁を突き破り、あふれ出た槍が大地を穿うがつ。

「うん！」

　ボクはとっさに身をかわし、杏はよけながらもう一度放った炎で触手の多くを焼き払う。

　だけど、迎撃しきれるわけがなかった。

　肉にく槍やりの一本がボクをまともに捉とらえた。

「うあぁぁぁっ!!」

　龍りゆう鱗りんが砕けて、ボクは吹き飛ぶ。

　さっきと違って衝撃を殺しきることができない。

　そのままボクはビルの壁に叩たたきつけられた。

　目の前がグラグラと揺れる。

「光みつ義よし！」

「大丈夫……」

　痛みはあるし、ふらつくけど、龍鱗が護まもりきってくれた。

　立ち上がるボクの頭上で、タイサイがさらなる槍をせり出している。

　杏あんずの身体からだからは烈れつ火かの龍りゆう気きの赤い光が散って、十字剣を持ついびつな泥人形へと吸い寄せられていく。

「烈火剣をコピーしたのか……」

　杏の身体がふらついた。

「杏!?」

「たび重なる襲撃は皇こう土ど剣けんの探索、私を消耗させるだけではなく、調査も兼ねていた……。そういうことか」

　剣を地面に突き立て、身体を支えながら杏は言う。

「皇土の龍気は他の龍気と高い親和性を持つと言ったな」

「う、うん。相性を超えて、他の龍気に変わることも、受け入れることもできるって……」

「だからこそ、ああいう真ま似ねができる。私を真似たものを作り、烈火剣すらコピーする。無論、その力は本物と比べるまでもないが……」

　杏は連日の戦いと、今日の連戦と負傷に加えて、烈火剣の龍気すら使い尽くしている。

　それに対して、粗悪なコピーとはいえ、あの数で龍気を奪われれば……。

「あいつは皇土剣を探しながら、関東に根を張って、それと同時に杏を倒す準備を整えていた」

　もし、杏が戦わなければ、タイサイは関東を喰くらう。

　剋こく獣じゆうは……いや、それを率いる王おう種しゆは明確な意図があって動いている。

　あいつは最初から杏を殺そうとしていた。

　またアスファルトが砕ける音がする。

　ボクたちの後ろでアスファルトを突き破って、巨大な肉塊が次々と姿を現す。

　さらなる触手が、それに、ギガスやバジリスクを始めとした剋獣たちが這はい出だしてくる。

「くっ……」

　杏が小さくうめく。

　烈れつ火か剣けんが宿す炎が薄れ、赤い光が飛散していく。

　杏あんずの顔には明らかな疲労と苦痛が滲にじむ。

「私は奴やつに勝てない。だが、最後の力で退けることぐらいなら……」

「そういうのはなしだ」

　ボクはきっぱりと言った。

　タイサイがまとう石せき竜りゆうの鎧よろい。その隙すき間まからはボクたちに狙ねらいを定めるとんでもない数の肉の槍やりがせり出してくる。

　肉柱は剋こく獣じゆうを生み出し続けているし、後ろからはボクたちが振り切ってきた剋獣の群れだって近づいて来る。

　タイサイが開けた地面の大穴からも剋獣が這はい出だす。

　コピーされた烈火剣は杏の龍りゆう気きを奪い続けていた。

　だけど……それがなんだ！

「ふざけるなよ、タイサイ……!!」

「光みつ義よし……？　お、怒ってる？」

「怒ってるよ。すごく怒ってる。だって、こいつは杏を殺す気なんだ。意味もなく街を破壊して、人を傷つけて……それだけでも頭に来るのに。それは杏の命を奪うためにやっていることなんだ!!」

　よけきれず、受けきれないだろう肉の槍の群れと、増えてくる剋獣。

　本音を言えば、怖くてしかたがない。震えそうになる。

　だけど……それよりも、あいつへの怒りのほうがもっと強い。

　足を踏み出すと、タイサイに向かって皇こう土ど剣けんを構えた。

「ダメだ。力を失っている烈火剣と違って、今の皇土剣の力なら、タイサイに届く。だが……！」

　叫んだ杏の目には涙が滲んでいた。

「私は光義に傷ついてほしくない。そのためなら、私は……！」

「それはボクだって同じなんだ!!」

　ボクは叫んだ。

「ボクは嫌だったんだ。杏が傷つくのをただ見ているだけのボク自身が!!　やっと杏と一緒に戦うことができるようになったんだ!!　それなのに、ここで逃げることなんてできない!!　杏を殺そうとしている奴を見過ごすなんて、ボクにはできない!!　杏を見捨てられるわけないだろ!!　この力は杏と一緒に戦うためにあるんだ!!」

「光義……」

「ボクは未熟だ。龍気が残っていても、あいつに攻撃を届かせることはできないと思う」

　ボクの周囲に皇土の龍気が満ちていく。

　黄金色の光が身体からだを包み、瓦が礫れきを取り込んでボクの後方に力を増すための強化外骨格を作り出していく。

「でも……ここには杏あんずがいてくれる」

　同時に両手で握りしめた皇こう土ど剣けんの刀身が長く伸びていく。

「だから、杏。ボクたち二人であいつを倒そう。杏を傷つけた奴やつを！　剋こく獣じゆう五ご帝てい《皇こう土ど帝てい》タイサイを!!」

　ボクは一撃を繰り出そうと踏み込んだ。

　そこへ出現した剋獣があらゆる方向から襲いかかってくる。

　ひとつひとつをよける技術なんてボクにはない。

「うぉぉぉぉっ!!」

　だから、二十メートルを超える皇土剣を、鎧よろいのアシストで強引に振り回して、一気に打ち倒す。

　ボクの一撃は群がる剋獣たちを薙ないだ。

　だけど、その隙すきを突いて、石せき竜りゆうをまとう肉塊が肉にく槍やりの雨を降らせる。

　刃を振り切ったボクがそれをよけられるわけはない。

　でも、ボクは今、一人じゃない。

「誰の前で光みつ義よしを狙ねらっている！」

　赤く眩まばゆい軌跡が突き抜ける。

　炎が走り、とんでもない数の槍から、ボクに当たるものだけを選んで焼き斬きっていく。

　皇土剣をかわした敏びん捷しよう性せいの高い剋獣もその炎に真っ二つにされる。

「無む茶ちやをするな！　光義！」

　剣けん皇おうの顔で、だけど、目尻に涙を浮かべて杏は言った。

　わずかな炎を残した烈れつ火か剣けんで、ボクに襲いかかる敵を迎撃してくれていた。

「ゴメン！　でも、杏が手伝ってくれれば大丈夫だと思ってた」

「確かに……確かに私は光義を助ける。助けるに決まってる！　私だって、光義を護まもりたいんだ！」

　炎を弱め、傷ついていてもなお、杏の動きは鋭く速く、正確無比だった。

　ボクを遮ろうとする敵だけを杏は一撃で斬り裂いていく。

「タイサイ。お前は私の力を奪った。だが、龍りゆう気きを失っての、ギリギリの戦いを、烈火の剣皇が経験していないとでも思っているのか！」

　さらに烈火剣の四つの刃やいばを覆う炎がその輝きを増した。

　刃それぞれから、四本の炎が放たれる。

　その炎はいつも杏が放つ炎の渦や波は濤とうと比べればか細い。

　だけど、輝きは強く、偽の烈火剣に炎を奪われながらも消えることなく、さらには複雑に軌道を変えながら、敵を、肉の槍やりを追尾して焼き尽くしていく。

「龍りゆう気きが足りなくても、力を一点集中すれば、こんな使い方もできる」

　言いながら《焔ほむら》で直接剋こく獣じゆうを斬きり伏せる。

　そして、ボクを襲う敵が一瞬、消きえ失うせた。

「光みつ義よし！　今だ!!　今しかない!!」

「うん!!　……いける!!」

　ボクは踏み込みながら雄叫おたけびを上げた。

　皇こう土ど剣けんがさらに光を増す。

　輝く黄金の龍気は振り上げた剣と共に空へ立ち上る。

　周囲の瓦が礫れきと、杏あんずに斬られて土つち塊くれに変わっていく剋獣の身体からだ、あふれる龍気の全すべてが皇土剣をさらに大きく強く作り変えていく。

　その刀身はサンシャイン60の半ばまで届くほどに巨大なタイサイの肉塊に匹敵する。

　それを振るうことができるようにボクがまとう鎧よろいもさらに大型化していく。

　剣を握るのはもはやボクの手じゃなくて、皇土の龍気が作り出した鎧の双腕だ。

　煌きらめく金の大鎧をまとい、ボクは空を突くほどの剣を振り下ろす。

「いけぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　その一撃がタイサイに襲いかかる。

　光り輝く巨剣を石せき竜りゆうをまとう肉塊へと叩たたき込こむ！

　いける！　届く！

　そう思った直後、刃やいばの勢いが鈍った。

「こいつ……！」

　巨剣が受け止められていた。

　皇土剣を阻んだのはタイサイを護まもるように伸びていた五本の触手だった。

　それらが折り重なり、立ちはだかり、そのうちの三本を切断されながらも、ボクの剣を押おし留とどめている。

　残る触手が徐々にだけど皇土剣を押し返し始める。

　さらにはサンシャイン60に巻きついていた六本目がその身をビルから解き放ち、ボクたちの頭上で身をしならせる。

　タイサイの表面で脈動する目玉がボクを嘲あざ笑わらう。

「く……」

　タイサイは再び肉の槍を繰り出そうとしていた。

「まだだ！　まだ、力を！　皇土剣っ!!」

　叫んだ時、ボクは剣を振るう鎧が力を増すのを感じた。

　ボクの意思に皇土剣が呼応してくれた……だけじゃなかった。

　ボクの周りに残る剋こく獣じゆうの残ざん骸がいから煌きらめく光が立ち上る。

　皇こう土ど剣けんが周囲の龍りゆう気きを吸収している。

　だけど、吸い上げているのはそれだけじゃない。

　杏あんずが放った炎の残り火が、赤い龍気へと変わり、さらにはその色を金に変じながら、ボクがまとう鎧よろいや、皇土剣の巨大な刀身へと吸い込まれていく。

　皇土剣がまとう輝きがさらに増していく。

「そうか！」

　ボクに近づく敵を斬きりながら、杏が言った。

「皇土剣なら、他の龍気をも取り込める。皇土の力を使えるのは、タイサイだけじゃない！」

　杏の烈れつ火か剣けんが残る力全すべてを吐き出そうとでもするように、激しく炎を噴き上げる。

「五行で言えば、火生土。炎は全てを焼いたあと、土を生む。火を呑のむことで、土はより力を増す。つまりは烈火と皇土、私たちの相性は最高だ!!　頼む、《焔ほむら》っ！　最後の力を!!」

　杏が《焔》から放った炎が敵を焼きながら、タイサイの触手と噛かみ合あう皇土剣へとまとわりついていく。

「光みつ義よし！　私の全てを託す！　だから、タイサイを……!!」

「うん。ボクがやる!!　やってみせる!!」

　杏の烈火剣がさらなる炎を皇土剣へ浴びせ、力尽きたように刀身から全ての炎を失う。

　同時に、ボクはこれまでとは比べ物にならないほど強大な力が全身を満たすのを感じた。

「いくぞ、タイサイ!!　うぁぁぁぁぁぁっ!!」

　炎をまとう刀身が目もくらむほどの光を放ち、それはボクの鎧も呑のみ込こんでいく。

　ボクはタイサイの触手に食い込んでいた剣をもう一度振り上げた。

　刀身はさらに伸びていく。

　際限なく伸びる刃やいばは黄金の光と化してサンシャイン60のビルをも超えた。





　　　◆　◆　◆






　大量に配備されていた対皇土障壁がことごとく破られ、無数の剋獣が押し寄せる。

　陣形が崩れる中、剋獣の一撃をかわし、転がりながら、カラスキは銃を構える。

　その隻せき眼がんが見開かれた。

「なんだあれは……！」

　カラスキは動きを止めて、東京の空を見上げる。

　そうしたのは彼だけではなかった。

　特とく守しゆの隊員が、さらには攻め寄せていた剋獣すらも足を止め、カラスキと同じほうを見ていた。

　サンシャイン60に寄り添うように黄金の輝きがそびえ立つ。

　それは龍が刻まれた黄金の剣だった。

　光り輝く剣に炎が絡みつき、空へ走り、真紅と黄金の光が散る。

「帝剣……。四し海かい天てん宮きゆうの戦いでもあれほどのものは……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくカラスキの眼前で、巨大な黄金の剣、皇こう土どの五ご龍りゆう剣けんが空を引き裂き、大地に叩たたき込こまれた。





　　　◆　◆　◆






　振り下ろされる皇こう土ど剣けんを止めることができるものはもうなかった。

　阻もうとした触手を斬きり裂き、飛び込んで来た剋こく獣じゆうを粉砕して、迎撃しようと放たれた千の肉にく槍やりをことごとく砕く。

　巨大な刃やいばが石せき竜りゆうをまとう肉塊へ食い込んだ。

　轟ごう音おんが鳴り、吹き上がる炎と共に土砂が舞う。

　異様な絶叫が東京の空に響いて、大地が揺れた。

　タイサイの断末魔の声は肉塊だけではなく、地の底からも響き渡っていた。













　周囲のビルに残っていたガラス全すべてが割れ、地面が波打ち、アスファルトがはね上がる。

　その断末魔の叫びはいつまでも続くかに思えた。

　だけど、長い長い絶叫のあと、静寂は唐突に訪れた。

　ボクはまとった鎧よろいごしに剣を握りしめたまま動かない。

　違う。力を使い果たして、指先ひとつ動かすことができなかった。

　異様に巨大化した黄金の鎧と共に剣がまとっていた刃やいばが崩れて、砂へと変わっていく。

　もとの形に戻った皇こう土ど剣けんが、ボクの手からこぼれ落ちた。

　後ろで杏あんずが崩れ落ちる。

　もう杏の剣にも身体からだにも、炎はひとかけらも残っていない。

　赤い龍りゆう鱗りんが罅ひび割われていく。

　剋こく獣じゆうは全滅したわけじゃなかった。

　まだ肉の柱は一本残っているし、すぐ近くには動ける剋獣もいる。

　渇いた喉のどで、ボクはありもしない唾つばを呑のみ込こむ。

　肉の柱が震えた。

　その次の瞬間、両断されたタイサイの肉塊が大量の土砂と化して崩れる。

　続けて残っていた肉の柱とタイサイに生み出された剋獣もことごとくが土と泥に変わっていく。

　全ての剋獣が崩壊していく。

「勝った……」

　吹き上がる土煙の中で、ボクは呆ほうけたように口にした。

「勝ったよ、ボクたち！」

　振り向けば、へたりこんだままの杏が顔を上げる。

「ああ……。私たちで勝ったな。光みつ義よし」

　涙を滲にじませて杏は微笑ほほえんだ。

　それから、少し恥ずかしそうに目を逸そらす。

「……あ、いや、その……実は腰が抜けてしまったんだ。立てないから、手を貸してくれないか？」

　ボクは思わず苦笑した。

「うん。いいよ。でもね」

　そのまま、ボクはペタンと尻しり餅もちをついた。

「実はボクもなんだ」

　杏が目を丸くした。

　そして、ボクたちは瓦が礫れきの中で笑った。






　　　エピローグ









　ガラスというガラスを砕かれ、壁面に痛々しい傷きず痕あとを残しながらも、サンシャイン60のビルは辛うじて健在だった。

　それに見下ろされるようなサンシャインシティ前の道路はうずたかく積み上がった土と砂、泥にまみれている。

　タイサイだったもの、それ以外の剋こく獣じゆうたち、その残ざん骸がいだ。

《桔き梗きよう》と通じる通信機はなくて、特とく守しゆもまだここに来ていない。

　だけど、もうタイサイの龍りゆう気きは感じない。

　ボクたちは《皇こう土ど帝てい》タイサイを打ち破った。

　土つち塊くれの山の下に、ボクと杏あんずはへたりこんでいた。

　抜けていた腰はなんとかなったけど、ボクも杏も疲れきっていて動くことができない。

　指を動かすことも辛つらい。

　だけど、どこか心地よい疲労感のようでもあった。

「うぅ……。まただ。またやり過ぎてしまった……」

　ボクの隣でうずくまっている杏はそれどころじゃなかった。

　ひとしきり笑い合ったあと、杏はボロボロのサンシャイン60を見上げて顔を青くした。

　視線を下ろすと、もうまともに残っているところのほうが少ないアスファルトと、サンシャインシティ前の大穴に目をやって、ガタガタと震えながら頭を抱える。

「み、光みつ義よしぃ……。まただ。私はまたやってしまった……。こんなに焼いたり、穴を開けたり……サンシャイン60のガラスって、いったい何枚あるんだ……」

「いや、ほとんどやったのは、剋獣じゃないか。それに……ボクも相当やっちゃったし……」

　チラリと見れば、サンシャインシティの前の地面には、タイサイの穿うがった穴なんて比じゃないほどに長い裂け目が走っている。

　それはもちろん、ボクがタイサイに繰り出した最後の一撃が残した傷痕だ。

　ビルがいくつも巻き込まれて倒壊しているのを見ると、一気に背筋が寒くなる。思わず胃のあたりを押さえる。

　これが杏の抱えている重圧。

　……ちょっと違う気もするけど。

「だ、大丈夫だ！　光義は大丈夫。だって、しかたない。あんな化物を倒すためだったんだ！　その……きっと大丈夫だ。私だけは味方だから！　世界が敵でも味方だから！」

「ありがとう」

　いつもと逆に慰められてしまった。

「それに……サンシャインシティもだいたい無事だ」

　杏あんずは傷ついたサンシャイン60と、サンシャインシティにある水族館のあたりに目をやる。

「ペンギンも他の魚も多分、大丈夫だろう」

「そうだね。ビルも修復には時間がかかりそうだけど」

　ボクは地上二百メートルにまでそびえるサンシャイン60を見上げた。

「でも、きっといつか……約束を果たすことができる。一緒に展望台に行くこともできる」

「そうだな。光みつ義よしと一緒に……」

　目を細めると、杏は頬ほおを緩めた。その笑顔は肩の荷を下ろした柔らかなものだった。

「光義。もう立つことはできるか？」

　そう言うと、杏は瓦が礫れきを支えに立ち上がった。

「まあ、なんとか……」

　ガクガクと震える膝ひざを押さえて、ボクも立つ。

「連絡もできないし、あまりタタラさんたちを心配させるわけにはいかない。そろそろ、合流しよう。このありさまじゃ、こちらまで車は来れないだろう」

「確かに……。道路が壊れている上に、土で塞ふさがってるもんね」

　確かに、タタラさんやカラスキさんは杏のことを心配しているだろう。無事なところを早く見せてあげないといけない。

　頷うなずくと、ボクは杏と一緒に池袋駅のほうに向かってよろよろと歩き出す。

　そんなに距離があるわけじゃないのに、疲れた身体からだにはやけに遠く感じる。

　だけど、杏はボク以上に辛つらそうだった。

　息は荒いし、顔色はよくない。

　ボクは慣れない戦闘で疲れてるだけだけど、杏は傷ついている。怪け我がを押してあんな巨大な敵と戦ったんだ。

「杏……」

「光義のおかげだ」

　気遣おうとしたボクの言葉を遮って、杏は言った。

「ボクの？」

「ああ。今回、タイサイに勝てたのは、光義がいてくれたからだ」

　苦しそうな表情の中で、杏は目を細めた。

「いや、ボクは杏に助けてもらって、なんとか一撃出せただけで」

「違う。光義がいなければ、私はタイサイに勝てなかった」

　そう言うと、杏は目を伏せた。

「でも……私は。光義には戦ってほしくないんだ」

「杏あんず……」

「私が剣けん皇おうになったのは、光みつ義よしを護まもりたかったからだ。光義が傷つくところなんて、見たくないんだ」

　言いながら、杏は首を横に振る。

　ポトリと涙がこぼれて、土の上に落ちた。

「でも……」と、彼女は続ける。

「一緒に戦えて、嬉うれしかった」

　涙ぐんだ目で杏がボクを見る。

　嬉しそうだけど、悲しそうな顔に、ボクの胸は熱くなる。

「これからも隣で戦わせてほしい」

　ボクは言った。

「嬉しいんだ。もう杏が戦いに行くのを見送って、ただ無事を祈るだけじゃなくていいことが」

「光義……」

　杏が弱々しく笑う。

　剣皇じゃなくて、これが本当の杏なんだ。

　そして、ボクは杏を護りたい。

　杏のほうへと足を踏み出す。

　涙で濡ぬれた目が上目遣いにボクを覗のぞき込こんでいる。

　その表情が本当に愛いとおしい。

　ボクは杏のことが好きだ。

　剣皇であろうとすることも、本当は弱いところも、すぐに泣いてしまうところだって、好きだ。

　心の奥に秘めていた想おもいを、衝動を、湧わき上がるものを、ボクはもう止めることができない。

「俺はお前が……」

　ビシャッと、音がした。

「え……？」

　杏が目を見開いていた。

　烈れつ火かの赤い龍りゆう気きよりもきれいな血が飛び散る。

　杏の胸を一本の剣が貫いていた。

　俺は杏が好きだ。

　剣皇であろうとすることも、本当は弱いところも、すぐに泣いてしまうところも……作り物じゃないかと思うほどに均整の取れたその身体からだも、スカートから伸びる引き締まった脚も、あふれ出る烈れつ火かの龍りゆう気きも好きで好きでしかたない。

　心も身体からだも、顔も、耳も、舌も、耳も、腸はらわたも、滲にじみ出でる龍気だって好きだ！

　欠片かけらすら残さずに啜すすり尽くしたい!!

　杏あんずが欲しい……!!

　止められない衝動が俺を突き動かしていた。

　驚きに見開かれた杏の目の中に、俺は見る。

　黒い瞳ひとみの中に映る俺の顔と身体の半分が汚れた金の鱗うろこで覆われている。

　身体のあちこちからは皮膚を食い破るようにして鉱物がせり出していた。

　目は禍まが々まがしく淀よどんだ黄色に輝いている。

　杏の胸を貫くのは血に濡ぬれた黄金の刀身、俺が握りしめた皇こう土どの龍剣だった。














　　　あとがき









　ＭＦ文庫Ｊでは初めまして。八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

　このたびは『焦焔の街の英雄少女』を手にしていただき、ありがとうございます。

　異世界、四し海かい天てん宮きゆうを滅ぼし、今またこの世界をも手にかけようとする敵──剋こく獣じゆう。それに抗あらがうことができるのは、切り札、五ご龍りゆう剣けんのひと振り、烈れつ火か剣けんに認められた剣けん皇おう、紅あか地ち杏あんずただ一人だった。だが、杏のメンタルは少々アレで……というお話です。

　人類が滅ぶのが先か、杏が胃を悪くするのが先か、それとも剋獣が倒されるのが先か？

　見守っていただければ幸いです（杏の胃の具合を）。

　ここから少しだけネタバレ（？）になります。

　このお話。現代の東京が舞台ということで、色々と取材をしました。僕自身は関西に住んでいるので、私用やお仕事で東京に出かける時に観光がてらという感じではありますが。

　今回のお話の後半の舞台となっている街にも、去年の後半に行ってみました。ちょっと予定が詰まっていたので、午前中に現地に入り、一人でうろうろと。作中に出てくるビルや、水族館にも行きました。駆け足だったのですけど、かなり楽しめましたが、同時に「さあ、どうやってぶっ壊そうか」とも考えていたので、色々台無し感があります。

　なお、作中登場の肉まんは実在します。シュール過ぎて、笑いを堪こらえるのに必死でした。取材時期が晩秋だったので、今もあるかはわかりませんが。

　他にも何度も行ったことがあるので取材の必要がない場所や、既に取材済みで破壊予定の場所も色々ありますので、今後も、杏たちの戦いに巻き込んで色々壊していこうと思います。物騒なことを考えながらさらに取材しなければ！

　刊行にあたり、多くの方のお世話になりました。

　イラストを担当していただいた中なか島じま艶えん爾じさん。根気強くデザインしていただき、かわいい杏をありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　担当編集の池いけ本もとさん。いつも真しん摯しなアドバイス、ありがとうございます。おかげでよいお話になったと思います。今後もバリバリ直します。

　それから、出版に関かかわっていただいた多くの皆様と、手にしていただいた読者の皆様、本当にありがとうございます。

　お話のヒキもヒキなので、次巻を早めにお届けできるように祈りつつ。
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